
栄
力
丸
漂
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記
『
東
西
異
聞
　
人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題

茂
　
住
　
實
　
男

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
四
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題

茂　

住　

實　

男

東
西
異
聞　

人

東
西
異
聞
巻
之
五

　

嘉
永
四
年
辛
亥
の
二
月
二
日
と
思
ふ
日
、
此
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
へ
着
船
な
し
け
れ
は
、
蘇イ

キ
カ
ヘ
リ生た
る
心
地

に
て
、
十
七
人
の
漂
民
ど
も
、
是
偏
ニ
神
の
冥
助
な
り
と
歓ヨ

ロ
コび
ぬ
れ
ど
、
廿
日
許
ハ
洋
中
ニ
居
し
時
も
同
し
事
の
ミ

に
て
、
飢キ

渇カ
ツ

に
苦
ミ
た
り
し
か
、
其
後
鉄
艦
ニ
乗
移
し
よ
り
ハ
、
公ヤ
ク

吏ニ
ン

の
穎モ
テ

待ナ
シ

に
よ
り
て
、
不フ
ジ
ユ
ウ

縦
横
な
く
光
陰
を
送

東
西
異
聞
巻
之
五

嘉
永
四
年
二
月
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
着
船
、

神
の
加
護
と
歓
ぶ

鉄
艦
に
移
り
何
不
自
由

な
い
日
々
を
送
る
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

り
ぬ
れ
と
、
去
戌
の
十
月
廿
六
日
浦
賀
を
開
帆
な
し
、
順
風
成
ハ
早
速
帰
国
す
べ
し
と
て
、
手
土ミ
ヤ
ゲ毛
抔
江
戸
に
て
買

求
め
て
ぞ
居
た
り
け
る
に
、
は
か
ら
す
も
知
ら
ぬ
洋イ

コ

ク
外
国
に
来
り
て
、
異
人
の
厚
き
世
話
と
成
り
て
、
七
、
八
月
ニ

も
成
り
ぬ
れ
ハ
、
少
し
づ
ゝ
其
洋
外
国
の
語
も
覚
え
、
咄
も
班マ

ダ
ラに
ハ
わ
か
り
け
れ
ど
、

　

老
た
る
親
、
或
ハ
幼
き
子
を
国
に
置
て
、
か
く
な
り
ぬ
る
身
成
ハ
、
朝
夕
帰
朝
の
事
の
ミ
思
ひ
て
、
其
由
異
人
に

問
け
れ
バ
、
港ミ

ナ
トの
内
に
帰
船
し
け
る
巨ヲ
ホ

船フ
子

を
指
し
、
来
月
ハ
彼
船
に
て
日
本
へ
送
り
ゆ
く
成
抔
云
け
れ
バ
、
夫
を
正

実
と
思
ひ
、
其
日
を
詘ユ

ビ

指ヲ
リ

て
待
楽
け
る
に
、
彼
の
巨
船
も
間
も
な
く
港
口
を
さ
し
て
開
船
し
け
れ
ハ
、
其
由
異
人
に

問
へ
ば
、
今
日
よ
り
五
、
六
十
日
許
過
な
ハ
、
軍
船
此
港
ヘ
「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
よ
り
ま
ハ
り
来
る
べ
し
、
さ
れ
バ

其
船
に
て
日
本
へ
送
り
ゆ
く
べ
し
。
彼
の
軍
船
ハ
急
に
用
向
あ
り
て
開
船
な
し
つ
れ
共
、
此
度
ハ
違
あ
ら
し
と
云
け

れ
バ
、
又
其
日
よ
り
皆
々
港
口
を
な
が
め
、
今
日
や
明
日
や
と
軍
船
の
来
る
を
の
ミ
待
憧コ

ガ
レれ
居
た
り
け
れ
ハ
、
五
、

六
十
日
も
立
ざ
る
内
廿
日
斗
す
ぎ
て
、
長
サ
廿
七
、
八
間
許
成
る
軍
船
二
艘
入
津
し
け
れ
ハ
、
こ
れ
こ
そ
吾
々
を
送

り
呉
る
船
な
ら
め
と
皆
々
歓ヨ

ロ
コび
て
、
今
や
彼
船
ニ
乗
移
る
事
な
ら
ん
と
思
ひ
つ
ゝ
待
居
た
れ
バ
、
こ
の
軍
船
も
七
日

許
過
ぬ
れ
ば
、
二
艘
と
も
ニ
開
船
し
た
り
。
こ
ハ
皆
漂
客
の
心
休
め
に
異
人
の
い
ひ
た
る
口
に
て
、
皆
虚
言
な
れ
と

も
、
不
図
も
軍
船
二
艘
入
津
し
た
る
由
也
。

　

又
其
後
異
人
吾
々
ニ
い
ひ
け
る
ニ
ハ
、「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
よ
り
日
本
人
残
ら
す
送
る
へ
し
と
の
容
子
也
。
此

「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
へ
行
ハ
、
日
本
へ
帰
る
事
ハ
成
ら
ぬ
由
抔
い
へ
る
異
人
も
あ
り
、
又
三
人
の
ミ
「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ

カ
」
へ
行
き
て
、
迹ア

ト

十
四
人
ハ
此
所
ニ
置
よ
し
抔
と
云
異
人
も
有
け
れ
バ
、
皆
々
歎
き
て
案
し
居
た
り
。

　

さ
て　

皇
国
人
漂
流
し
て
来
り
居
る
由
を
、
此
処
の
公ヤ

ク

吏ニ
ン

よ
り
都
府
へ
届
ケ
居
る
様
子
也
。
其
後
又
異
人
云
け
る

に
ハ
、
此
度
「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
に
て
新
ニ
軍
船
の
大
成
る
蒸
気
船
を
日
本
へ
行
為
ニ
造
れ
り
。
其
軍
船
、
漸
此
頃

英
語
を
少
し
ず
つ
覚
え

る朝
夕
帰
国
の
こ
と
の
み

思
う

異
人
の
気
休
め
の
情
報

に
一
喜
一
憂
す
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
け

ば
帰
国
云
々
の
風
評
が

立
つ

日
本
人
漂
民
の
こ
と
を

首
都
に
伝
え
た
よ
う
だ
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出
来
る
由
の
便
あ
り
け
れ
ハ
、
定
て
近
々
に
ハ
彼
国
を
開
帆
す
へ
し
。
さ
す
れ
バ
蒸
気
船
成
る
ゆ
へ
、
三
、
四
月
許

か
ゝ
り
な
バ
此
港
へ
入
津
な
す
べ
し
。
其
軍
艦
ハ
日
本
の
浦
賀
と
云
港
へ
行
た
め
ニ
新
に
造
り
た
る
船
成
ハ
、
こ
れ

ま
で
言
ひ
し
ハ
漂
民
の
心
休
め
ニ
虚
言
を
云
し
成
。
さ
れ
ど
此
度
軍
船
の
来
る
ハ
実
成
ハ
、
帰
朝
の
ほ
と
も
間
も
あ

る
ま
し
と
語
り
て
、
一
斗
入
位
の
箱
と
一
升
入
位
の
箱
と
を
出
し
、
今
乗
居
る
鉄
船
よ
り
ハ
、
此
度
来
る
軍
船
の
大

成
る
事
か
く
許
ち
が
ふ
也
と
、
箱
に
て
船
の
大
小
を
さ
と
し
抔
し
た
り
き
。

追
考

　

此
軍
艦
は
名
を
「
サ
シ
コ
ハ
ナ
」
と
い
ひ
、
丑
年
の
六
月
三
日
浦
賀
へ
渡
来
せ
し
船
大
将
ヲ
「
彼ペ

ル
リ理
と
（
」と
、か
）い

ふ
者
の
乗
居
た
る
「
シ
ユ
ス
ク
イ
ン
ナ
」
と
も
い
ひ
け
る
軍
船
に
て
、
清
太
郎
も
壬
子
年
の
四
月
よ
り
翌
丑
の

二
月
迄
、
大
凡
三
百
十
日
許
乗
居
た
り
し
船
成
る
故
、
船
中
の
乗
組
人
数
を
始
め
、
船
の
製
造
、
内
の
造
方
、

角
々
の
小
間
或
ハ
人
名
、
人
情
又
武
備
、
調
練
、
武
器
並
ニ
渡
来
の
主
意
等
委
し
く
知
て
帰
朝
し
け
れ
バ
、
下

の
条
々
に
詳ク

ハ

密シ
ク

記
す
故
に
、
此
書
を
見
る
人
よ
く
心
し
て
、
亜
米
里
加
の
交
易
和
親
の
内
意
を
は
じ
め
、
何
処

を
大
炮
ニ
て
打
、
何
処
よ
り
責
入
ハ
敗
り
安
き
と
云
事
を
知
り
て
、
海
防
の
一
助
と
成
す
べ
し
。
此
書
を
も
の

セ
し
主
意
成
は
な
り
。

　

安
民
曰
、「
サ
シ
コ
ハ
ナ
」
ハ
「
彼ヘ

ル
リ理
」
の
尺
牘
に
蘇シ
ユ

士ス

貴ケ

罕ハ
ン

那ナ

と
有
、
是
也
。
按ア
ン

す
る
ニ
「
シ
ユ
ス
ケ
ハ

ン
ナ
」
ハ
亜
美
理
駕
合
衆
国
に
あ
る
大
河
の
名
に
て
海
国
図
志
に
蘇シ

ユ

士ス

貴ケ

合ハ
ナ
ナ拿
河
と
あ
れ
バ
、
其
処
に
て
造
出

セ
る
舶
成
る
べ
し
。

　

皆
そ
の
軍
船
、
今
日
や
来
ぬ
ら
ん
明
日
や
来
る
ら
ん
と
待
居
け
れ
バ
、
三
月
許
す
ぎ
て
異
人
の
云
け
る
ニ
ハ
、
此

頃
風ホ

ノ
カに
便
り
を
聞
ハ
、
南
亜
米
里
加
の
東
成
る
港ミ
ナ
トに
て
檣
ホ
バ
シ
ラを
折
り
、
又
車
な
と
を
暴
浪
逆
風
の
為
に
破
損
し
た
り
と

異
人
、
日
本
行
き
の
た

め
に
蒸
気
軍
船
を
建
造

と
語
る

追
考

軍
艦
の
名
は
サ
ス
ケ
ハ

ナサ
ス
ケ
ハ
ナ
号
に
は
清

太
郎
も
乗
艦

本
書
を
海
防
の
一
助
と

す
べ
し

安
民
曰
く

『
海
国
図
志
』

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
を
待
つ
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平
成
三
十
年
三
月

て
、
彼
の
港
に
て
補
修
成
居
る
由
聞
け
り
。
さ
れ
ど
近
く
ハ
此
港
へ
入
津
成
す
へ
し
と
は
な
し
け
れ
バ
、
皆
々
軍
船

の
来
る
を
の
ミ
蛙
の
旱カ

ン

魃バ
ツ

に
雨
を
待
如
く
に
そ
思
ひ
居
た
り
け
る
。

　

其
後
や
ゝ
過
て
異
人
共
の
云
け
る
に
ハ
、
南
亜
米
利
加
の
港
ニ
て
補
修
に
か
ゝ
り
し
故
、
日
限
も
延
引
に
成
し
と

て
、
此
港
へ
ハ
来
ら
ず
。
其
よ
り
針
路
を
東
へ
取
、
亜ア

弗フ

利リ

加カ

の
希ハ

望ナ

峰
を
ま
は
り
て
、
唐
国
の
香ホ
ン

港コ
ン

と
い
ふ
処
へ

行
た
る
由
也
と
ぞ
云
け
る
。

　

さ
て
漂
民
等
ハ
去
戌
の
二
月
よ
り
今
子
の
二
月
ま
て
、
彼
船
に
て
帰
朝
を
成
事
な
ら
ん
や
、
又
此
船
に
て
こ
そ
送

り
呉
る
事
な
ら
め
や
と
、
日
々
待
ぬ
れ
ど
も
、
是
ま
で
異
人
の
云
し
言
ハ
皆
空
言
と
成
け
れ
ハ
、
皆
々
吾
国
へ
帰
る

こ
と
ハ
と
て
も
な
ら
ぬ
事
也
や
、
運ウ

ン

命
薄
き
吾
成
と
泣
悲
ミ
居
た
れ
バ
、
同
二
月
七
、
八
日
頃
と
も
思
し
き
日
、
大

さ
三
十
間
許
成
る
軍
艦
、
亜
米
里
加
の
船
印
を
建
て
港
口
よ
り
入
来
れ
ば
、
何イ

カ

な
る
船
と
も
吾
々
ハ
本
よ
り
、
船
中

の
夷イ

人
も
さ
ら
に
知
ら
ざ
れ
ハ
、
船
長
か
く
不
意
に
軍
船
の
入
津
せ
し
と
て
、
陸
の
政ヤ
ク

庁シ
ヨ

へ
行
、
彼
軍
船
の
公ヤ
ク

吏ニ
ン

に

聞
て
帰
り
、
吾
々
に
云
け
る
に
ハ
、
前
に
は
な
し
た
る
如
く
、
漂
民
を
連
て
日
本
の
浦
賀
へ
行
べ
き
軍
船
ハ
唐
国
の

香
港
へ
行
し
故
、
今
入
津
し
た
る
軍
船
に
て
、
唐
国
の
香
港
ま
て
送
り
遣ツ

カ
ハす
と
て
、
態
々
此
港
へ
来
り
し
船
成
ハ
、

皆
々
其
用
意
成
す
べ
し
と
云
け
れ
ハ
、
十
七
人
の
も
の
ど
も
夢
う
つ
ゝ
か
と
思
ひ
歓
ひ
、
夫
よ
り
皆
々
開
船
の
用
意

せ
ん
と
て
荷
扱
抔
し
け
れ
ハ
、
異
人
共
此
処
の
市
中
も
見
納
め
成
ハ
、
よ
く
〳
〵
縦ケ

ン

観ブ
ツ

を
成
す
べ
し
と
云
け
る
故
、

翌
九
日
皆
々
上
陸
し
て
市
中
を
見
物
成
し
け
れ
ハ
、
知
ら
ぬ
異
人
迄
も
彼
軍
船
ハ
吾
々
を　

皇
国
へ
送
る
船
成
と
ぞ

咄
し
け
る
。

　

扨
、
是
ま
で
度
　々

皇
国
へ
送
り
や
る
と
云
ひ
し
ハ
皆
空ソ

ラ

言ゴ
ト

成
け
れ
バ
、
此
度
も
又
空
言
な
ら
ん
や
と
疑
ひ
思
居

た
り
し
に
、
市
中
に
て
知
ら
ぬ
人
た
に
か
く
云
け
れ
バ
、
今
回
こ
そ
正
実
な
ら
め
と
よ
ろ
こ
ひ
浮
足
な
か
ら
、
市
中

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
は
香
港

へ
向
か
う

帰
国
を
叶
え
る
船
が
来

ず
泣
き
悲
し
む

嘉
永
五
年
二
月
軍
艦
セ

ン
ト
・
メ
リ
ー
号
入
港

漂
民
十
七
人
歓
び
荷
物

を
ま
と
め
る

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も

見
納
め
と
、
上
陸
し
見

物
す
る
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を
縦ケ
ン

観ブ
ツ

な
し
け
れ
ハ
、
こ
の
日
ハ
誰
と
も
知
ら
ね
共
、
華タ
ン

誕シ
ヤ
ウ

日
に
て
祝
ふ
日
に
ぞ
有
け
る
と
て
、
五
、
六
十
人
許

赤
き
筒
袖
牡
丹
付
を
着
し
、
足
に
ハ
黒
き
股
引
や
う
の
も
の
を
は
き
、
銘
々
鉄
炮
を
も
ち
、
其
先
へ
大
鼓
、
笛
に
て

十
人
許
は
や
し
を
成
し
、
其
音
曲
に
五
、
六
十
人
の
鉄
炮
を
持
た
る
も
の
ど
も
足
並
を
揃
へ
行
き
、
前
後
ニ
ハ
上
役

と
思
し
き
も
の
、
船
中
の
公
吏
と
同
じ
衣
裳
に
て
、
三
尺
許
成
る
大
刀
や
う
の
も
の
腰
ニ
さ
げ
、
こ
の
も
の
ゝ
指サ

シ
ヅ揮

ニ
よ
り
て
進
退
を
な
し
、
市
中
の
町
々
を
行
巡
る
也
。
こ
ハ　

皇
国
の
調
練
の
如
き
も
の
ゝ
容
子
ニ
て
、
笛
太
鼓
に

合
し
其
足
並
の
揃
ふ
こ
と
、
よ
く
〳
〵
鍛タ

ン

練レ
ン

し
た
る
も
の
に
て
、
ま
こ
と
に
妙
成
る
事
共
也
。

追
考

　

此
華タ

ン

誕ゼ
ウ

日
と
云
事
、
漂
民
も
委
し
く
聞
得
ざ
る
故
、
何
成
る
事
と
も
わ
か
り
が
た
く
、
亜
米
里
加
を
合
衆
国

ニ
な
し
た
る
話ワ

聖シ
ン

東ト
ン

ハ
、
享
保
十
九
年
ニ
産
る
と
ハ
諸
書
ニ
有
と
も
、
華
誕
日
の
事
見
当
ら
す
。
又
耶ナ

蘇ソ
（
ル
ビ
、

ま
ま
）
の
華
誕
日
な
ら
ん
と
思
ひ
つ
れ
共
、
其
証
な
け
れ
バ
定
か
た
く
、
又　

皇
国
の
二
月
九
日
頃
見
た
り
と
い

ふ
ハ
、
彼
国
の
三
月
三
日
頃
ニ
当
る
。
魯
西
亜
と
亜
米
里
加
ハ
同
教
の
容
に
思
ハ
る
。
さ
れ
バ
魯
西
亜
に
て
正

月
一
日
よ
り
四
十
九
日
目
後
七
日
の
間
大
祭
礼
有
ど
、
此
事
ハ　

皇
国
の
二
月
晦
日
頃
四
十
九
日
に
当
る
。
夫

よ
り
後
七
日
の
間
と
見
れ
ハ
二
、
三
日
の
相
違
あ
り
。

　

さ
れ
と
広
信
の
か
く
日
操ク

リ

を
立
し
も
、
又
清
太
郎
が
九
日
頃
と
思
ふ
に
互
ニ
齟ソ

齬ゴ

あ
ら
ん
。
こ
れ
を
四
十
九

日
、
七
日
の
内
と
す
れ
バ
、
環
海
異
聞
に
正
月
と
い
ふ
べ
き
月
を
「
イ
ヌ
ワ
リ
」
と
云
、
其
元
日
と
い
ふ
べ
き

日
ハ
家
ニ
祝
儀
あ
り
て
、
其
二
日
よ
り
七
々
四
十
九
日
の
間
ハ
国
中
貴
賤
上
下
、
精
進
潔ケ

ツ

斎サ
イ

を
成
也
。
其
四
十

九
日
あ
け
た
る
初
日
よ
り
七
日
の
間
ハ
国
中
大
祭
礼
あ
り
［
二
月
中
旬
ニ
あ
た
る
］。
こ
れ
を
「
ケ
レ
イ
ス
ト

ゼ
ン
」
と
い
ふ
。
其
間
ハ
男
女
遊
ひ
楽
ミ
て
何
事
も
せ
ず
。
往
来
の
人
々
ハ
相
互
ニ
染
卵タ

マ
ゴを
取
か
ハ
す
也
。

祝
賀
パ
レ
ー
ド
に
遭
遇

追
考

（
ワ
シ
ン
ト
ン
の
誕
生

日
？
）

『
環
海
異
聞
』
巻
之
五

（
復
活
祭
？
）

「
染
卵
」
を
取
り
交
す
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こ
れ
ハ
卵
を
殻カ
ラ

の
ま
ゝ
蘇ス

枋ヲ
ウ

ニ
煮
付
て
色
（
頭
注
に
よ
る
）
を
つ
け
た
る
も
の
な
り
。
彼
方
よ
り
卵タ
マ
ゴを
贈
り
「
ケ

レ
ス
ー
ス
オ
ス
ヽ
ケ
レ
ー
ス
」
と
い
へ
ハ
、
此
方
よ
り
「
ハ
イ
ス
テ
ン
ノ
オ
ス
ヽ
ケ
レ
ー
ス
」
と
答
へ
て
又
卵

を
遣
ハ
し
、
互
ニ
口
と
口
と
を
合
す
。
此
事
か
ゝ
り
に
す
る
事
ニ
て
、
嘗カ

ツ

て
貴
賤
の
へ
だ
て
な
し
。
同
し
宗
旨

の
外
の
も
の
へ
ハ
決
し
て
セ
ぬ
事
也
。
こ
れ
同
宗
相
替
ら
ぬ
誓セ

イ

約ヤ
ク

と
き
こ
ゆ
る
也
。

　
「
ケ
レ
イ
ス
ト
ヽ
ス
ゼ
ン
」
ハ
、
本
尊
仏
祖
の
再
活
蘇
生
セ
る
日
ぞ
と
、
右
の
途
中
ニ
て
申
セ
し
こ
と
先
よ

り
云
し
ハ
、
仏
祖
の
祭
儀
喜メ

デ

慶タ
ク

存
す
る
と
云
気
味
と
聞
ゆ
。
挨
拶
の
方
は
御
同
前
に
存
ず
る
と
云
や
う
の
如
く

見
ゆ
。

　

扨
、
此
七
日
の
寺
々
に
ハ
鐘
を
打
鳴
す
事
絶
間
な
く
、
内
外
の
人
の
物
云
声
聞
え
ぬ
程
成
。
王
都
ニ
て
ハ
い

ろ
〳
〵
祭
の
儀
式
大
造
成
る
噂
聞
いま

ま

へ
り
な
ん
あ
れ
バ
、
此
祭
礼
に
も
あ
ら
ん
か
。

　

さ
て
夫
よ
り
此
処
彼
処
と
市
中
を
縦ケ

ン

観ブ
ツ

な
し
、
夕
陽
に
成
り
て
鉄
造
艦
に
か
へ
り
け
れ
ハ
、
船
長
よ
り
襦ジ
ユ

衫サ
ン

を

銘
々
に
呉
れ
、
是
を
着
し
て　

皇
国
へ
帰
る
べ
し
、
又
船
中
に
て
吸
べ
し
と
て
烟
草
な
と
も
あ
た
へ
呉
、
其
外
異
人

よ
り
色
々
餞
別
な
と
も
ら
ひ
て
、
別
惜
き
事
抔
い
ひ
て
、
其
夜
は
臥
た
り
。

　

明
十
日
の
朝
四
時
頃
と
も
思
し
き
時
、
枝テ

ン
マ船
二
艘
ニ
乗
連
と
て
公
吏
二
人
付
添
ひ
、
又
始
終
世
話
成
し
呉
た
る

「
マ
ス
タ
ン
」
と
云
役
の
「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
ハ　

皇
国
ま
で
送
り
遣
る
と
の
よ
し
成
れ
は
、
猶
々
う
れ
し
く
思
ひ
、

又
長
く
馴
染
し
異
人
共
ハ
、
船
長
を
は
し
め
上
役
人
、
其
外
「
ソ
ウ
ジ
ヨ
ウ
」、
水
主
、
炊

カ
シ
キ

等
に
至
る
ま
で
、
銘
々

吾
々
の
手
を
握
り
、
何
角
呉
々
と
い
ひ
て
、
別
を
ぞ
措ヲ

シ
（
惜
か
）
ミ
け
る
。
吾
々
も
数
千
里
の
異
国
に
来
り
て
、
長
々

の
養
育
に
預

ア
ヅ
カ
リぬ
れ
ハ
、
別
惜
き
事
ニ
ハ
思
ひ
ぬ
れ
と
、
帰
朝
の
う
れ
し
さ
余
り
て
挨
拶
も
行
足
ハ
ぬ
事
の
ミ
に
て
別

れ
、
枝テ

ン
マ船
二
艘
に
ぞ
乗
移
り
け
る
。

鉄
艦
ポ
ー
ク
号
船
長
よ

り
肌
着
、
船
員
よ
り
餞

別
な
ど
も
ら
う

二
月
十
日
頃
軍
艦
に
移

るト
マ
ス
・
ト
ロ
イ
の
同

行
を
聞
き
よ
ろ
こ
ぶ

ポ
ー
ク
号
の
全
員
と
別

れ
を
惜
し
む
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さ
て
此
時
、
船
長
の
万
蔵
ハ
、
去
亥
年
の
五
月
頃
よ
り
病
気
ニ
て
、
吃シ
ヤ

逆ク
リ

抔
折
々
出
て
苦
ミ
居
た
り
し
が
、
十
月

頃
よ
り
ハ
陸ダ

ン

続〳
〵

に
重
く
成
て
、
膈カ
ク

噎イ
ツ

の
容
子
に
て
、
食
物
も
い
さ
ゝ
か
よ
り
ハ
咽
を
通
ら
す
。
彼
地
の
医
師
共
、
手

を
尽
し
て
水
薬
抔
与
へ
ぬ
れ
と
も
、
其
験シ

ル
シも
な
く
、
此
枝
船
ニ
乗
移
る
頃
ハ
猶
々
重
く
な
り
て
、
足
も
立
兼
け
れ
ハ
、

椅イ

子ス

ニ
腰
を
か
け
さ
セ
縄ナ
ハ

を
付
、
本
船
よ
り
枝
船
へ
釣ツ
リ

卸ヲ
ロ

し
た
り
。

　

さ
て
夫
よ
り
十
七
人
、
兵イ

ク
サ
フ
子艦に
乗
移
り
て
船
中
の
容
子
を
見
る
に
、
長
さ
凡
三
十
間
許
、
横
幅
七
間
許
な
り
。
又

三
、
四
貫
目
許
の
巨オ

ホ

銃ヅ
ヽ

二
十
二
挺
、
其
外
剱
付
並
ニ
剣
な
き
小
銃
、
都
合
大
凡
八
十
挺
許
見
受
た
り
。
又
槍
も
百
筋

許
見
受
た
り
。

　

又
人
数
多
く
見
え
け
る
故
、「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
に
乗
組
ハ
何
人
許
成
り
や
と
問
け
れ
ハ
、
水
主
に
聞
て
、
二

百
十
人
也
と
語
ぬ
。
中
に
上
官
と
思
し
き
も
の
十
二
、
三
人
許
、
又　

皇
国
の
健ア

シ

歩ガ
ル

の
如
き
烏テ
ツ

銃ポ
ウ
（
鳥
銃
か
）
を
彼
国

に
て
は
「
ソ
ウ
シ
ヤ
ウ
」
と
云
も
の
二
十
人
許
、
笛
吹
三
人
、
千
里
鏡
役
三
人
、
木
匠
四
人
、
煆カ

工ジ

師
三
人
、
木ヲ
ケ
ヤ桶

匠
一
人
、
医
師
三
人
、
笛
大
鼓
役
少
童
二
人
、
炊
役
十
四
、
五
人
、
崑ク

ロ
ン
ボ
ウ

崙
奴
子
七
、
八
人
、
其
余
ハ
皆
水
主
ニ
て
、

大
将
分
始
め
下
々
の
名
ハ
知
ら
ず
。

　

又
此
軍
艦
を
詳ク

ハ

密シ
ク

い
は
ん
に
ハ
、
船
名
を
「
セ
ヱ
メ
ー
リ
ン
」
と
云
。
又
船
の
長
さ
ハ
大
凡
三
十
間
許
、
横
幅
七

間
許
、
深
さ
五
間
許
。
水
入
二
間
半
許
、
水
上
一
丈
六
尺
許
。
二ニ

層カ

楼イ

造
り
ニ
て
、
上
層
の
高
さ
六
尺
許
、
下
層
の

高
さ
八
尺
五
、
六
寸
許
、
船
底
一
丈
一
尺
許
、「
セ
リ
ダ
シ
」
四
間
許
。
中
の
牙ホ

バ

檣シ
ラ

の
太
さ
廻
り
七
尺
許
、
長
さ
三

十
間
許
。
表
の
桅ホ

バ

竿シ
ラ

太
さ
六
尺
五
、
六
寸
許
、
長
さ
二
十
八
間
許
。
艫
（
頭
注
に
よ
る
）
の
桅
竿
太
さ
五
尺
許
、
長
さ
二

十
六
間
許
。

　

中
表
共
に
下
帆
の
幅
七
丈
許
、
端
数
三
十
三
許
。
第
二
の
帆
の
幅
六
丈
許
、
端
数
二
十
八
許
。
第
三
の
帆
の
幅
四

船
頭
万
蔵
の
病
状
重
く
、

椅
子
に
腰
掛
け
た
ま
ま

軍
艦
に
移
動

軍
艦
の
乗
組
員
二
一
〇

人ソ
ル
ジ
ャ
ー
、
笛
吹
、

千
里
鏡
役
な
ど

軍
艦
名
セ
ン
ト
・
メ

リ
ー
。
そ
の
詳
細

二
層
造
り

帆
柱
と
帆
の
大
き
さ
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後
帆
幅
一
丈
四
尺
、
端
数
七
許
。

　

碇
ハ
二
百
貫
目
許
な
る
も
の
四
挺
あ
り
。
綱
ハ
鎖ク

サ
リに
て
長
さ
百
五
十
尋
許
、
轆ロ
ク

轤ロ

ハ
鉄
艦
の
図
の
如
し
。
四イ

角カ

又リ

を
揚
る
時
ハ
、
轆ロ
ク

轤ロ

の
綱
に
鎖ク
サ
リを
結
付
、
陸ダ
ン

続〳
〵

に
括ク
ヽ

り
て
ハ
ほ
ど
き
、
次
第
に
巻
上
る
な
り
。
此
時
、
図
ニ
あ
ら
は

せ
る
胡
弓
に
て
足
並
を
そ
ろ
ゆ
る
な
り
。

　

又
上
層
の
一
印
、
船
板
よ
り
五
尺
許
高
く
し
て
、
梯

ハ
シ
ゴ

二
ツ
有
。
船
縁
の
高
さ
一
尺
許
、
二
印
ハ
板
数敷
か

に
て
大
広
間

な
り
。
さ
て
此
処
に
枝
船
四
艘
重
ね
あ
り
。
三
印
ハ
船
板
よ
り
五
尺
許
高
く
し
て
、
船
縁
の
高
さ
一
尺
許
、
下
ハ
船

長
の
子ヘ

舎ヤ

ニ
て
金ギ
ヤ
マ
ン

剛
石
の
明
り
取
四
つ
あ
り
。

　

□
印
ハ
下
層
の
入
口
に
て
、
梯
ハ
鉄
造
艦
の
如
し
。
又
○
印
ハ
檣
の
穴
な
り
。

　

又
二
印
の
船
縁
ハ
六
尺
許
高
く
し
て
、
三
尺
四
方
許
な
る
炮
門
左
右
と
も
二
十
二
門
た
り
。
又
一
印
の
下
に
も
一

碇
と
轆
轤

上
層
の
説
明

貌
フ レ ツ キ

列吉軍艦セーメーリン

胡弓之図

丈
六
尺
許
、
端
数
二
十
二
許
。
第

四
の
幅
二
丈
八
尺
許
、
端
数
十
四
。

艫
の
下
帆
片
帆
ニ
て
幅
二
丈
九
尺

許
、
端
数
十
四
。
第
二
の
帆
の
幅

四
丈
六
尺
許
、
端
数
二
十
二
許
。

第
三
の
幅
二
丈
八
尺
、
端
数
十
四
。

第
四
の
幅
二
丈
許
、
端
数
十
許
。

「
ヤ
リ
ダ
シ
」
帆
三
角
に
し
て
先

帆
幅
一
丈
八
尺
許
、
端
数
九
許
。
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門
あ
れ
と
居ツ

恒ネ

に
ハ
開
か
ず
。

　

四
印
ハ
梯
に
て
、
外
へ
三
尺
許
指
出
し
の
縁
あ
り
て
、
橫
に
梯
船
股
に
そ
ひ
し
あ
り
。
又
下
に
ハ
足
留
あ
り
て
、

是
よ
り
枝
船
へ
通
ふ
也
。

　

五
印
ハ
黄カ

ラ

銅カ
子

の
樋ト
ヒ

船
底
を
突
抜
、
海
水
ま
て
通
り
、
其
樋
ハ
龍
吐
水
の
如
き
機キ

に
て
、
潮
水
を
吸ス
ヒ

上
て
、
平
日
ハ

船
を
洗
ひ
ま
た
ハ
洗
濯
等
を
成
。
又
非
常
の
時
、
敵
よ
り
火
矢
或
ハ
火
攻
の
節
ハ
、
此
潮
水
ニ
て
自
由
自
在
ニ
防
く

為
也
。

セーメーリン上層

セーメーリン中層

　

下
層
の
高
さ
八
尺
許
、

一
印
ハ
仕
切
有
て
小
き

入
（
頭
注
に
よ
る
）
口
あ
り
。

二
印
ハ
板
敷
ニ
て
大
広

間
、
三
印
ハ
炬
な
り
。

四
印
ハ
船
底
へ
通
ふ
入

口
。
五
印
ハ
薪
、
米
、

豆
、
炮
丸
等
を
船
底
よ

り
出
入
す
る
口
也
。
六

印
ハ
酒
其
外
食
物
等
を

船
よ
り
出
入
す
る
口
、

七
印
ハ
焔
硝
を
通
ふ
入

下
層
の
説
明
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口
也
。
八
印
ハ
上
官
公
吏
の
子
舎
也
。
九
印
ハ
中
官
公
吏
の
子
舎
也
。

　

十
印
ハ
蝋
燭
並
ニ
洗
粉
等
の
置
場
。
十
一
印
ハ
毛
氈
を
敷
詰
あ
り
。
下
層
の
総
め
ぐ
り
ハ
金
剛
石
に
て
、
丸
き
明

取
の
窓マ

ド

四
十
許
あ
り
。
十
二
印
ハ
柁カ
ヂ

を
遣
ふ
所
也
。
又
船
底
ハ
仕
切
あ
り
て
諸
物
の
置
所
也
。
水
ハ
船
底
に
溜タ
メ

箱
あ

り
て
、
上
層
の
牀
板
の
穴
よ
り
図
の
如
き
龍
吐
水
や
う
の
も
の
ニ
て
吸
あ
ぐ
る
也
。

　

又
製
造
を
詳ク

ワ

密シ
ク

い
は
ん
に
ハ
、
破
浪
板
の
長
さ
二
十
八
間
許
、
幅
四
尺
許
、
厚
さ
一
尺
五
寸
許
、「
マ
ツ
ラ
」
四

寸
角
許
成
る
を
鉄
艦
の
如
く
成
、
又
外
よ
り
厚
さ
四
寸
許
、
幅
六
寸
五
分
許
、
長
さ
定
ま
ら
さ
る
板
ヲ
は
り
、
板
と

板
と
の
継
目
ハ
相
釘
に
て
と
め
、
外
よ
り
大
成
る
釘
に
て
「
マ
ツ
ラ
」
に
打
し
め
、
板
の
継ツ

ギ

目
ハ
鑿ノ

仔ミ

を
打
込
、
外

よ
り
板
の
継
目
へ
「
チ
ヤ
ン
」
を
流
し
込
、
又
内
よ
り
板
を
は
る
事
表
の
如
く
、
又
「
ミ
ヨ
シ
」
の
厚
さ
内
に
て
一
尺

五
寸
許
、
外
に
て
広
さ
水
際
迄
三
尺
許
、
幅
一
尺
二
寸
許
、
左
右
の
「
マ
ツ
ラ
」
よ
り
一
尺
五
寸
角
許
成
物
を
数
十

本
渡
し
、
こ
れ
を
牀
板
の
横
木
と
な
す
也
。
又
板
と
板
と
の
間
ハ
空
に
し
て
、
惣
船
縁
の
小
口
ハ
板
ば
り
成
る
故
、

一
尺
二
寸
許
に
見
ゆ
る
也
。
又
船
の
外
面
ハ
中
臟
よ
り
下
水
入
ハ
銅
に
て
包
ミ
、
水
よ
り
上
ハ
黒
く
塗ヌ

る
也
。

　

又
枝
船
ハ
七
艘
あ
り
、
大
成
る
も
の
四
間
半
許
一
艘
、
中
三
間
半
許
成
も
の
五
艘
、
又
二
間
許
成
も
の
一
艘
あ
り
。

追
考

　

此
軍
艦
丑
六
月
浦
賀
へ
ハ
来
ら
ず
。
さ
れ
ど
海
防
船
軍
に
心
有
人
よ
く
〳
〵
此
船
中
を
考
へ
見
て
、
攻
術
ニ

工
夫
を
成
玉
ふ
べ
し
。

　

四
月
十
一
日
朝
六
ツ
時
頃
ニ
港
を
開
帆
成
し
、
夫
よ
り
針
路
を
未
の
方
へ
向
け
四
、
五
日
も
行
け
と
島
山
も
見
え

す
。
漂
民
と
も
ハ　

皇
国
へ
帰
る
針
路
成
ハ
酉
の
方
を
指
て
行
べ
き
ニ
、
か
く
未
の
方
へ
行
け
る
ハ
、
都
府
の
「
ニ

ウ
ヨ
ロ
カ
」
ニ
て
も
行
事
成
ら
ん
や
と
疑
ひ
つ
ゝ
、
廿
日
許
も
未
の
方
へ
行
ぬ
れ
バ
、
南
に
見
え
し
月
も
だ
ん
〳
〵

マ
ツ
ラ
（
間
連
、
松

羅
）

チ
ャ
ン
（
瀝
青
）

ミ
ヨ
シ
（
水
押
、
舳
）

追
考

セ
ン
ト
・
メ
リ
ー
号
は

来
航
し
な
か
っ
た
が
、

軍
艦
攻
略
の
参
考
に
な

る
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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題
（
茂
住
）

北
の
方
に
見
え
、
北
極
も
低
く
成
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
に
て
さ
の
ミ
暑
か
ら
ざ
り
し
も　

皇
国
五
月
頃
の

暑
さ
と
成
ぬ
。
さ
て
三
月
三
日
と
思
ふ
日
、
未
の
方
遥ハ

ル
カに
白
き
雪
山
見
へ
た
り
。

　

其
夜
長
々
病
気
成
り
し
船
長
の
万
蔵
死
せ
り
。
兼
て
覚
悟
の
上
成
共
、
漂
民
一
統
悲
ミ
、
か
く
帰
朝
の
海
路
に
て

死
た
る
は
薄
命
な
る
事
な
り
、
と
猶
々
思
ひ
悲
ミ
た
り
。

　

翌
三
日
「
オ
ウ
ァ
イ
ヒ
ー
」
と
い
ふ
島
の
港
に
着
船
す
。
さ
て
其
時
「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
云
、
万
蔵
病
死
成
た

る
事
成
ハ
、
大
将
よ
り
此
島
へ
日
本
風
に
葬
送
る
べ
し
と
の
事
也
。
故
ニ
日
本
流
の
葬
式
を
詳ク

ワ

密シ
ク

告
よ
と
云
け
る

故
、　

皇
国
ニ
て
ハ
天ア

タ
マ窓
を
剃ソ
リ

、
沐
浴
な
し
、
又
白
き
衣
を
着
セ
て
棺
に
納
め
、
土
葬
ニ
成
す
と
云
け
れ
バ
、
幅
六

尺
斗
り
成
白
き
木
綿
を
出
し
、
此
に
て
よ
き
ニ
計
ふ
べ
し
と
云
け
る
故
、
漂
客
ど
も
皆
々
よ
り
沐
浴
し
天
窓
を
剃ソ

リ

、

繻襦

絆袢

、
脚
絆
、
三
衣
袋
、
手
覆
等
を
縫
、
又
船
中
の
木ダ
イ
ク匠
ハ
日
本
風
の
棺
を
作
り
呉
た
り
。
其
箱
ニ
納
め
、
袱
フ
ロ
シ
キ

容

の
も
の
を
上
ニ
覆
ひ
、
又
公ヤ

ク

吏ニ
ン

二
人
付
添
ひ
、
漂
民
ど
も
の
こ
ら
ず
送
た
り
。

　

此
時
漂
民
を
二
行
に
成
し
、
足
並
を
揃
へ
よ
と
て
、
公
吏
色
々
と
指サ

シ
ヅ揮
な
し
た
れ
ど
、
常
に
習
は
さ
れ
ハ
足
並
揃

ハ
す
。
又
此
島
の
人
と
も
奇メ

ヅ

ら
し
き
事
と
や
思
ひ
け
ん
、
縦ケ
ン

観フ
ツ

人
多
く
来
た
り
け
れ
バ
、
行ヤ
ク

事ニ
ン

官
棒
に
て
先
を
払
ひ
、

海
岸
よ
り
七
、
八
丁
許
往
て
、
人
家
の
傍
に
五
、
六
尺
の
深
き
穴
堀
て
あ
り
。
さ
て
漂
民
ハ
泣
々
其
穴
へ
葬
り
、
幅

四
寸
許
の
板
に
、
喜
代
蔵
筆
を
と
り
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
日
本
万
蔵
と
記
し
、
又
裏
に
「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
横
文

字
を
記
す
。
其
を
墓ハ

カ

碑ジ
ル
シニ
建
て
置
て
、
漂
民
ハ
別
れ
惜
し
く
も
本
船
へ
帰
り
ぬ
。

　

さ
て
此
島
の
大
さ
ハ
辰
巳
へ
流
る
ゝ
事
五
十
里
許
、
港
口
は
丑
寅
の
方
に
て
、
人
家
二
百
軒
斗
り
は
な
れ
〳
〵
に

有
。
家
作
り
並
ニ
人
物
、
船
等
ハ
図
の
如
し
。
又
土
人
に
て
椰ヤ

子シ

の
実ミ

、
芭
蕉
の
実
、
瓜
ニ
似
た
る
「
マ
メ
ア
プ
」

と
云
も
の
、
芋イ

モ

、
鶏
等
を
日
毎
ニ
船
へ
売
ニ
来
た
り
き
。

船
頭
万
蔵
病
死
、
漂
民

一
統
悲
し
む

ハ
ワ
イ
島
に
着
船

日
本
式
に
葬
儀
を
行
う

島
民
も
葬
儀
を
見
物

喜
代
蔵
、
墓
碑
に
「
南

無
阿
弥
陀
仏
日
本
万

蔵
」
と
記
す

ハ
ワ
イ
島
の
大
き
さ
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

追
考

　

此
島
ハ
赤
道
直
緯イ

二
十
度
前
後
の
島
に
て
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
よ
り　

皇
国
里ミ
チ

法ノ
リ

に
て
七
百
里
余
に

当
れ
り
。
坤
輿
図
識
に
云
、「
サ
ン
ト
ウ
イ
ク
ス
」
の
内
の
一
島
の
名
也
。
図
識
ニ
ハ
「
サ
ン
ト
イ
ク
ス
」
ハ

十
一
島
と
あ
り
。
又
万
次
郎
い
ふ
、
七
島
な
り
と
。
何
れ
か
是
な
ら
ん
。

　

さ
て
此
「
オ
ウ
ァ
イ
ヒ
ー
」
ハ
坤
輿
図
識
ニ
十
一
島
の
内
、
東
成
ヲ
「
オ
ウ
ァ
イ
ヒ
ー
」
と
云
、
此
島
甚
広

大
成
ら
ず
と
い
へ
る
は
即
此
嶋
也
。
又
万
次
郎
の
漂
着
せ
し
ハ
西
成
島
に
て
名
ハ
「
ウ
ワ
フ
」
と
い
ふ
。
五
右

衛
門
ハ
此
港
を
「
ハ
ス
ル
」
と
云
り
。
又
万
次
郎
、
此
島
ハ
四
時
と
も
、　

皇
国
の
三
、
四
月
頃
の
時
候
ニ
て

吾
国
の
里
法
ニ
て
周
廻
三
十
里
許
也
と
い
ふ
。

　

さ
て
此
島
ハ
赤
道
ニ
近
け
れ
共
、
四
時
共
三
、
四
月
の
時
候
也
と
い
ふ
を
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ー
」
の

追
考

ハ
ワ
イ
島
の
こ
と

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
諸
島

（
ハ
ワ
イ
諸
島
）

東
の
島
を
ハ
ワ
イ

西
の
島
を
オ
ア
フ

オウァイヒー之図

オウァイヒー民家
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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題
（
茂
住
）

四
時
共
九
月
頃
の
時
候
成
事
を
信
ず
べ
し
。

　

又
船
中
の
異
人
ハ
交カ

ハ

代リ
〳
〵て
陸
へ
遊
ひ
に
行
た
り
。
此
島
の
習ナ
ラ

性ハ
シ

ニ
て
、
吾
家
ニ
て
処ム
ス
メ女
な
ど
を
異
人
の
翫
物
と
し

価
を
取
や
う
子
也
。
又
二
間
許
も
あ
る
芭
蕉
、
七
八
間
許
の
椰
子
等
多
く
有
。
此
椰ヤ

子シ

の
実
を
「
コ
ヽ
ノ
ツ
」
と
云

て
、
殻カ

ラ

ハ
堅
く
し
て
内
に
水
液
あ
り
。
風
味
よ
ろ
し
き
也
。
又
芭
蕉
の
実
ハ
西
条
柿
の
如
き
味
ひ
に
て
、
是
又
よ
ろ

し
き
も
の
也
。
名
を
「
ブ
ナ
マ
」
と
云
り
。

追
考

　

環
海
異
聞
ニ
、
南
国
に
椰ヤ

子シ

の
大
成
る
実
夥
し
く
有
、
上
皮
厚
く
剥ハ
ギ

て
見
れ
ハ
殻カ
ラ

至
て
堅
く
、
人
面
の
ご
と

き
所
あ
ら
わ
る
。
内
に
肉
油
一
ぱ
い
あ
り
、
甘
き
事
胡
桃
の
こ
と
し
。
里
人
、
是
を
器
ニ
入
れ
、
海
を
泅ヲ

ヨ

ぎ
来

り
、
船
人
へ
う
る
。
吾
々
も
是
を
買
求
め
食
す
る
に
、
口
中
涼
し
く
暫
時
ハ
暑
熱
を
忘
る
ゝ
故
ニ
、
い
く
つ
と

コ
コ
ナ
ッ
ツ

バ
ナ
ナ

追
考

『
環
海
異
聞
』

椰
子
（
の
実
）

査艇

も
な
く
買
て
食
せ
し
也
と
い
へ
り
。

　

扨
、
椰ヤ

子シ

の
事
ハ
諸
書
ニ
あ
り
て
、
熱
国

に
ハ
夥
し
く
産
し
て
常
食
と
な
す
も
の
ニ
て
、

こ
れ
を
喰
ふ
も
の
ハ
歯
至
て
黒
し
。
又
熱
国

成
る
故
、
神
の
御ミ

シ
ワ
サ

所
為
に
て
、
か
く
冷
物
を

産
セ
し
む
も
の
な
ら
ん
。

　

又
弥
市
の
行
た
り
し
地
と
此
島
と
異
な
る

と
い
へ
共
、
芭
蕉
の
実
の
証ア

カ
シと
な
す
べ
き
ハ
、

高
さ
一
丈
余
り
成
る
芭
蕉
の
木
あ
り
。
葉
は

熱
国
で
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ

は
常
食
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

日
本
の
品
と
同
様
成
ど
、
太
（
頭
注
に
よ
る
）
さ
一
尺
五
寸
許
、
廻
り
大
成
処
ニ
て
二
尺
位
の
実
、
一
本
ニ
数
四
、

五
十
程
有
、
是
を
一
ツ
つ
ゝ
放ハ

ナ

セ
ハ
二
、
三
寸
位
よ
り
七
、
八
寸
位
ま
で
の
大
さ
ニ
て
、
一
ツ
の
実
五
、
六
十

程
あ
り
。
至
て
風
味
宜
し
き
も
の
、
其
儘
皮
を
取
喰
ふ
。
又
包
丁
ニ
て
薄
く
へ
ぎ
、
豕ブ

タ

の
油
に
て
揚
食
う
。
是

を
「
ノ
ラ
ン
タ
」
と
い
ふ
也
、
と
記
セ
り
。

　

さ
て
か
く
異
木
の
生
ず
る
国
ハ
土
地
よ
か
ら
ざ
る
故
也
。
こ
ハ
前
に
も
記
セ
し
如
く
、
偏
地
ニ
ハ
偏
正性

か

の
物

を
産
す
ル
事
ハ
神
の
御
所シ

ワ
サ為
ニ
て
、
鳥
獣
も
元
よ
り
人
物
と
て
も
異
容
に
て
、
其
心
又　

皇
国
人
ニ
劣ヲ
ト

れ
り
。

　

此
ハ
広
信
、　

皇
国
ニ
産
れ
し
故
、
か
く
吾
国
を
称ホ

メ
テ美
、
異
国
を
慢ア
ナ
ドり
い
ふ
ニ
ハ
非
ず
。
よ
く
世
の
人
の
知

れ
る
事
に
て
、
異
人
の
も
の
せ
し
鎖
国
論
を
は
じ
め
、
遭
厄
日
本
記
事
或
ハ
奉
使
日
本
紀
事
、
そ
の
外
諸
書
に

異
人
の
云
し
事
ニ
て
、
広
信
か
く
い
ふ
ニ
ハ
あ
ら
ず
。

　

又
港
に
ハ
、
亜
米
里
加
の
三
千
石
許
成
鯨
船
二
十
艘
許
帰
船
セ
り
。
又
陸
に
ハ
北
亜
米
里
加
の
衙ヤ

ク

庁シ
ヨ

と
も
思
し
き

館
あ
り
て
、
亜
米
里
加
の
印
の
旗ハ

タ

を
立
た
り
。
又
唐
人
一
人
此
島
へ
来
り
て
住
居
す
。
女
房
ハ
此
島
の
女
ニ
て
、
子

一
人
あ
り
。
売
物
ハ
唐
物
の
ミ
也
。

　

又
此
島
ニ
高
山
二
ツ
有
。
北
成
山
の
高
さ
ハ
日
本
の
不
尽
山
許
ニ
ミ
ゆ
。
暖
国
成
と
も
常
ニ
山
の
絶
頂
ニ
雪
あ
り

て
、
四
方
よ
り
瀑タ

布キ

流
の
落
て
絶
景
成
る
事
、
眼
を
驚
ヲ
ド
ロ
カす
許
也
。
又
二
里
許
南
ニ
離
れ
て
、
北
の
山
よ
り
低
き
山
あ

り
。
近
年
ま
て
絶
頂
ニ
、
日
本
浅
間
山
の
ご
と
く
、
居
恒
に
火
燃モ

ヘ

た
り
と
云
つ
れ
ど
、
今
ハ
も
へ
ず
。

追
考

　

坤
輿
図
識
に
、
内
地
ニ
高
山
二
あ
り
、
一
を
「
マ
ニ
ユ
ナ
」
と
云
。
其
直
立
な
る
事
海
上
一
万
八
千
四
百
尺
。

又
其
二
を
「
コ
ハ
ヽ
」
と
い
ふ
。
一
万
六
千
尺
あ
り
。
此
地
ハ
赤
道
ニ
近
し
と
い
へ
共
、
二
山
の
頂
ハ
四
時
と

偏
地
に
あ
る
鳥
獣
も
人

物
も
異
様
で
、
皇
国
人

に
劣
る

編
者
広
信
で
は
な
く
、

異
人
が
言
う

『
鎖
国
論
』
な
ど

港
に
は
ア
メ
リ
カ
の
捕

鯨
船

ハ
ワ
イ
島
に
高
い
山
二

つ
あ
り

追
考

『
坤
輿
図
識
』
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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題
（
茂
住
）

も
氷
ヒ
ヤ
ウ

雪セ
ツ

を
た
く
わ
ふ
、
と
記
セ
り
。
又
泰
西
三
才
正
蒙
に
、　

皇
国
富
士
山
ハ
海
上
を
抜
て
一
万
千
四
百
尺
と

あ
り
。
さ
れ
ハ
此
「
マ
ユ
ナ
」
よ
り
低
き
こ
と
七
千
尺
成
れ
ど
、
漂
民
ハ
か
く
思
ひ
し
也
。
又
北
山
ハ
雪
あ
れ

と
、
南
山
ニ
雪
を
見
さ
る
ハ
、
図
識
の
説
正
し
か
ら
ず
。
又
南
山
ハ
常
に
火
燃
た
り
と
云
。
火
山
脈
ニ
て
か
く

小
島
に
一
山
ハ
雪
あ
り
、
又
一
山
ハ
雪
な
く
て
火
燃
た
り
と
い
ふ
を
疑
ふ
人
も
あ
ら
ん
。

　

此
ハ
火
山
脈
の
貫

ク
ワ
ン

通ツ
ウ

し
た
る
に
て
、
坤
輿
の
補
抔
に
も
記
し
あ
る
ご
と
く
、
全
世
界
に
火
脈
九
つ
あ
り
て
、

一
ハ
北
亜
米
里
加
の
北
地
よ
り
起
り
、
又
二
ハ
諾ノ

ー
ル
ウ
ヱ
シ
ヤ

勿
惹
亜
の
北
岸
よ
り
起
り
、
三
ハ
加
摸
沙
都
加
よ
り
起
り
、　

皇
国
よ
り
新
和
蘭
に
至
り
て
止
む
。
五
（
頭
注
に
、「
四
恐
脱
ス
」
と
あ
り
）
ハ　

皇
国
中
州
よ
り
起
り
、
六
ハ
北
亜
米
里

加
の
北
西
よ
り
起
り
南
亜
米
里
加
に
終
る
。
さ
れ
ハ
此
島
の
火
山
ハ
こ
の
枝
脈
な
ら
ん
。

　

又
七
ハ
農テ

プ

地ラ
ダ

よ
り
起
る
。
八
ハ
臥グ
ル
ラ
ン
ト

児
狼
土
よ
り
発
ス
。
九
ハ
阿
弗
利
加
の
西
岸
ニ
発
す
と
有
。
此
ハ
大
略
を

云
の
ミ
。
さ
て
地
震
ハ
此
火
脈
の
伏
道
よ
り
発
す
る
も
の
也
。
詳ク

ワ

密シ
キ

事
ハ
諸
書
ニ
有
ハ
云
ハ
ず
。

　

安
民
曰
、
清
太
郎
の
所
謂
「
サ
ン
ヅ
チ
ヤ
イ
レ
ン
ジ
」
ハ
、
万
次
郎
が
「
シ
ヤ
ン
フ
チ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
い

へ
る
ぞ
本
語
な
る
べ
き
。

　

又
「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
の
話
ニ
、
此
島
ハ
本
独
立
の
島
な
り
。
然
る
を
英イ

吉キ

利リ

須ス

の
船
、
数
ア
マ
タ
ヽ
ビ回
此
島
へ
来
れ
と

も
、
弓
に
て
近
よ
セ
ず
。
其
後
「
チ
ヤ
ア
レ
ン
ジ
」
と
い
ふ
船
の
船
長
上
陸
な
セ
し
が
、
島
人
群
集
り
来
り
て
、
終

に
其
船
長
を
ぞ
殺
し
け
る
。
其
後
英
吉
利
須
、
亜
米
里
加
の
船
上
陸
し
て
、
土
人
を
服フ

ク

さ
し
め
、
終
ニ
英
吉
利
須
、

亜
米
里
加
両
国
共
和
の
所
有
と
な
り
て
、
今
に
変
る
こ
と
な
し
。
故
ニ
、
旗ハ

タ

も
上
ハ
英
吉
利
須
の
印
、
下
ハ
亜
米
里

加
の
印
に
て
染
別
な
り
。

　

又
島
を
「
サ
ン
ヅ
チ
ヤ
ア
レ
ン
シ
」
と
い
ふ
ハ
、「
サ
ン
ヅ
」
ハ
所
の
名
、「
チ
ヤ
ア
レ
ン
ジ
」
と
云
ハ
船
の
名
、

『
泰
西
三
才
正
蒙
』

『
坤
輿
図
識　

補
』

火
山
脈

北
ア
メ
リ
カ

ノ
ル
ウ
ェ
ー

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ラ
プ
ラ
タ

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

ア
フ
リ
カ

ト
マ
ス
曰
く



224

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

「
ア
イ
レ
ン
」
と
ハ
島
と
い
ふ
言
に
て
、
こ
れ
を
取
合
ハ
セ
て
「
サ
ン
ヅ
チ
ヤ
ア
レ
ン
ジ
」
と
云
也
。
さ
れ
ど
其
原

の
名
ハ
「
オ
ウ
ァ
イ
ヒ
ー
」
と
云
て
、「
サ
ン
ツ
チ
ヤ
ア
レ
ン
ジ
」
と
云
ハ
、
人
の
設イ

メ
イ名
の
ご
と
き
も
の
也
、
と

「
タ
メ
ス
」
語
と
云
り
。

追
考

　

坤
輿
図
識
に
、
今
乙
卯
を
去サ

る
事
七
十
六
年
前
我
安
永
九
年
、
有
名
の
航
海
客
格
古
此
島
に
至
り
し
に
、
土

人
、
英
吉
利
須
人
と
争
を
生
し
、
其
携
ふ
処
の
諸
物
及
ひ
小
艇
を
う
ば
ひ
取
れ
り
。
是
ニ
於
て
格
古
氏
憤イ

カ
リに
た

へ
ず
、
大
に
火
炮
を
発
し
て
争ソ

ウ

闘ト
ウ

を
な
し
、
終
に
是
か
為
に
刺
殺
さ
れ
、
身
首
処
を
殊
ニ
す
。
此
時
彼
正
月
十

四
日
ニ
丁ア

タ

る
と
い
ふ
。

　

噫ア

呼ヽ
格
古
氏
、
名
ハ
「
ヤ
メ
ス
」、
今
乙
卯
を
去
る
事
百
二
十
九
年
前
享
保
十
二
年
の
頃
、
英
吉
利
須
国
の

中
「
ヨ
ル
ク
ス
ビ
レ
」
の
民
家
ニ
生
れ
て
、
終
ニ
一
舶
の
主
と
な
り
て
、
諸
州
島
々
遊
歴
せ
ざ
る
ハ
な
し
。
そ

の
経
歴
し
た
る
里
程
四
万
余
里
、
諸
学
ニ
通
達
し
て
、
其
名
五
大
洲
に
発
セ
し
も
、
か
く
匹ヒ

ツ

夫フ

の
鋒ホ
ウ

刃ジ
ン

に
喪ホ
ロ

び

け
れ
ば
也
と
て
、
英
吉
利
須
人
大
軍
を
以
て
終
ニ
此
島
を
奪
掠
し
て
、
今
ハ
英
吉
利
須
の
所
有
也
。
人
口
ハ
十

一
万
あ
り
と
な
ん
記
し
あ
り
て
、
此
「
チ
ヤ
ア
レ
ン
ジ
」
と
い
ふ
は
格
古
氏
の
こ
と
成
ら
ん
。

　

又
英
吉
利
須
の
所
有
と
成
り
し
と
い
へ
ど
、
今
ハ
両
国
共
和
の
地
成
ら
ん
か
、
又
旗ハ

タ

印
上
ハ
英
吉
利
須
、
下

ハ
亜
米
里
加
也
と
い
へ
共
、
坤
輿
図
識
の
補
を
見
る
ニ
、
英
国
所
有
東
印
度
総ソ

ウ

督ト
ク

の
旗
ニ
、
清
太
郎
の
記
し
も

の
と
同
し
旗
印
有
バ
、
い
つ
れ
か
是
な
ら
ん
。
又
下
の
「
ウ
ワ
フ
」
島
ハ
、
土
佐
の
万
次
郎
乗
組
五
人
漂
流
な

し
た
る
島
に
て
、
亜
米
里
加
の
所
有
な
る
証
ハ
、
か
の
漂
流
記
等
に
て
明
か
な
る
に
、
英
吉
利
須
の
所
有
に
着

し
て
、
吾
所
有
の
「
ウ
ワ
フ
」
島
へ
着
な
さ
ゞ
る
ハ
う
た
が
ハ
し
。
猶
下
条
に
考
へ
見
る
べ
し
。

追
考

『
坤
輿
図
識
』

格
古
（
キ
ャ
プ
テ
ン
・

ク
ッ
ク
）

Jam
s Cook

（Captain 
Cook

）

『
坤
輿
図
識　

補
』
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翻
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さ
て
此
島
へ
入
津
な
し
た
る
は
回
り
道
成
と
、
亜
米
里
加
、
英
吉
利
須
両
国
共
和
の
所
リ
ヤ
ウ

有ブ
ン

成
ハ
、
巡
見
の
た
め
又

水
を
汲
入
、
潮
も
西
へ
流
れ
風
も
東
風
成
ハ
、
針
路
よ
ろ
し
く
成
ハ
な
り
。
さ
て
此
島
に
七
日
許
滞
留
し
て
九
日
と

も
思
ふ
日
、
此
港
を
開
船
し
針
路
を
西
の
方
へ
向
け
二
十
里
許
も
行
け
れ
ば
、
北
の
方
ニ
島
山
二
ツ
見
ゆ
。
此
一
島

を
「
ワ
フ
ウ
」
と
き
け
り
。

　

さ
て
此
日
巨オ

ホ

銃ヅ
ヽ

に
管タ
マ

薬グ
ス
リを
こ
め
た
り
。
其
翌
日
又
玉
薬
を
出
し
お
さ
め
た
り
。
こ
の
事
い
か
成
る
故
に
や
知
ら
ず
。

追
考

　

此
「
ワ
フ
ウ
」
と
い
ふ
ハ
、
万
次
郎
の
云
「
ウ
ワ
フ
」
成
ら
ん
。
万
次
郎
い
ふ
。
此
「
ウ
フ
ウ
」
島
ハ　

皇

国
里
法
ニ
て
周メ

グ
リ廻
三
十
里
許
の
島
に
て
、
三
十
余
年
已
然
ニ
亜
米
利
加
の
人
名
ハ
「
ダ
ア
ツ
タ
チ
ヨ
ー
ヂ
」
と

云
も
の
、
此
島
へ
渡
り
て
土
民
の
病
を
療
し
、
或
ハ
手
跡
を
教
へ
抔
し
て
土
民
を
な
つ
け
、
帰
依
を
成
さ
セ
し

ゆ
へ
、
其
功
に
よ
り
て
半
を
「
タ
ア
ツ
タ
チ
ヤ
ウ
ジ
」
に
与
へ
、
其
人
今
ニ
存
命
す
。
又
此
地
ハ
諸
交
易
場
に

て
亜
米
利
加
、
英
吉
利
須
、
和
蘭
等
の
商
館
有
て
、
国
々
の
公
吏
在
勤
す
と
い
へ
り
。
又
一
書
に
万
次
郎
い
ふ
。

「
ウ
ワ
フ
」
と
い
ふ
ハ
、
北
亜
米
里
加
の
所
有
ニ
て
公
吏
在
勤
す
。
港
ハ
「
ハ
ス
ル
」
と
云
て
、
諸
国
の
船
夥

し
く
出
入
す
と
い
へ
り
。

　

然
る
に
此
島
を
見
か
け
て
玉
薬
を
込
し
ハ
何
故
な
ら
ん
。
解
し
か
た
し
。
又
昔
ハ
し
ら
ず
、
近
年
此
島
人
へ　

皇
国
人
の
漂
着
せ
し
ハ
、
天
保
十
一
年
摂
津
の
十
三
人
乗
、
又
其
後
紀
伊
の
国
日
高
郡
天
寿
丸
十
三
人
乗
、
其

後
江
戸
の
人
名
ハ
忘
れ
た
り
。
此
ハ
漂
洋
瑣
談
ニ
あ
り
。
其
外
漂
着
な
し
た
る
も
の
多
く
あ
ら
ん
。
さ
れ
ど
今

ハ
思
ひ
出
ず
。

　

又
船
中
ニ
て
罪ト

ガ

囚ニ
ン

と
思
し
き
も
の
手テ

械ガ
セ

、
桎ア
シ

足ガ
セ

を
は
め
た
る
も
の
も
見
受
た
り
。
又
獄ロ

舎ウ

も
有
て
囚ト
ガ

人ニ
ン

の
大入
か

た
る

ハ
ワ
イ
島
出
港

オ
ア
フ
島

追
考

オ
ア
フ
島
の
こ
と
（
万

次
郎
）

『
漂
洋
瑣
談
』

船
中
に
獄
舎
あ
り
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を
見
た
り
。
又
此
船
に
ハ
厠
カ
ハ
ヤ

七
つ
八
つ
あ
れ
共
、
二
百
人
余
の
人
入
込
成
ハ
、
厠
足
ら
ず
し
て
逼セ
リ

合ア
ヒ

、
終
ニ
喧ケ
ン

嘩ク
ワ

と

成
、
両
人
と
も
入
牢
な
し
た
る
こ
と
有
。
さ
れ
ど
船
中
に
て
の
入
牢
ハ
昼
の
ミ
入
て
、
夜
ハ
出
て
船
業
を
成
さ
し
む

る
也
。

　

又
船
中
に
て
ハ
七
日
に
二
度
づ
ゝ
軍
陣
（
頭
注
に
よ
る
）
の
演ケ
イ
コ習
有
。
此
演
習
と
い
ふ
ハ
、
殻カ
ラ

筒ヅ
ヽ

に
て
足
並
を
揃ソ
ロ

へ
、

或
ハ
玉
込
、
或
ハ
打
真
似
抔
成ナ

ス

也
。
此
は
大
将
の
下
知
に
よ
つ
て
進
退
変
化
を
成
す
。
さ
れ
ど
貝
、
大
鼓
、
拍
子
木

等
を
用
ゐ
ず
、
遠
口
に
て
下
知
を
成
す
也
。
又
巨
銃
も
大
将
の
下
知
ニ
よ
り
て
玉
込
、
或
ハ
打
方
抔
成
す
な
り
。
猶

委
し
き
事
ハ
下
の
条
々
に
ゆ
づ
り
て
略
す
。

　

又
船
中
に
三
尺
四
方
位
成
る
万
世
界
の
委
し
き
絵
図
あ
り
。
其
内
ニ　

皇
国
の
図
な
り
と
て
、
吾
々
に
見
セ
た
り
。

内
地
の
国
々
ハ
疎ソ

漏ロ
ウ

容
子
成
と
、
海
岸
の
図ヅ

ハ
誠
ニ
詳
成
。

　

又
此
船
に
て
も
七
日
目
毎
ニ
「
サ
ン
テ
イ
」
の
祭
あ
り
。
此
ハ
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
の
船
中
に
て
見
た
る

に
、
さ
の
ミ
違
ひ
た
る
こ
と
な
し
。
又
船
中
ニ
て
軍
練
の
演ケ

習コ
（
ル
ビ
、
ま
ま
）
と
い
ふ
は
、
此
「
サ
ン
デ
イ
」
七
日
の

内
に
二
度
づ
ゝ
な
す
也
。
又
唐
国
へ
着
船
十
四
、
五
日
前
に
、
七
日
の
「
サ
ン
テ
イ
」
を
六
日
目
も
な
し
た
る
事
あ

り
。
こ
ハ
唐
国
ニ
て
「
サ
ン
デ
イ
」
の
合
ざ
る
故
な
り
と
い
へ
ど
も
、
何
故
か
く
な
セ
し
や
其
理
分
ら
ず
。

　

又
漂
民
の
食
物
ハ
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
の
船
に
居
た
る
時
の
ご
と
く
、
精シ

ラ
ゲ米
の
飯
な
り
。

　

又
船
中
に
て
ハ
二
日
目メ

に
鬢
付
の
如
く
練
た
る
垢ア
カ

を
と
し
に
て
、
衣
類
を
洗
ふ
は
厳
成
れ
ど
も
、
支
体
を
洗
ふ
事

な
し
。
居ツ

恒子

に
ハ
た
ゝ
顔
と
手
の
先
を
洗
ふ
の
ミ
。

　

唐
国
へ
着
岸
十
日
許
前
、「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
北
の
方
を
指ヲ

シ
ヘ点
、
か
の
あ
た
り
ハ　

皇
国
な
り
と
云
け
る
故
、

此
よ
り
里
数
何
程
あ
り
や
と
問
に
、
千
里
許
な
り
と
答
ふ
。
漂
民
ハ
己
か
む
き
〳
〵
神
仏
を
拝ハ

イ

し
、
或
ハ
父
母
妻
子

入
牢
は
昼
間
の
み
、
夜

は
作
業
に
つ
か
せ
る

一
週
間
に
二
度
ず
つ
軍

陣
演
習
あ
り

命
令
は
メ
ガ
ホ
ン
で
行

う三
尺
四
方
の
世
界
地
図

あ
り
。
皇
国
の
海
岸
図

は
詳
細

七
日
目
毎
に
サ
ン
デ
ー

漂
民
の
食
事
は
精
げ
米

鬢
付
け
油
の
よ
う
な
垢

落
と
し
（
石
鹸
？
）

ト
マ
ス
、
皇
国
は
北
方

に
あ
り
と
指
差
す
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を
思
ひ
、
互タ
ガ
ヒニ
涙
を
催
し
た
り
。

　

夫
よ
り
七
、
八
日
許
行ユ

キ

て
左
右
に
小
山
を
見
た
り
。
又
夫
よ
り
陸ダ
ン

続〳
〵

西
へ
進
む
程
ニ
、
唐
国
の
猟
船
と
見
え
て
、

二
百
石
積
位
成
る
船
ニ
て
挙ヒ

キ

網ア
ミ
（
頭
注
に
よ
る
）
抔
す
る
を
見
て
、
唐
国
も
近
く
な
り
た
ら
ん
と
皆
々
歓
ひ
居
た
り
け
れ

バ
、
四
月
廿
日
頃
と
も
思
し
き
日
、
唐
国
の
香ハ

ン

港
と
い
ふ
島
の
港
へ
着
船
す
。

　

さ
て
此
香
港
と
い
ふ
ハ
島
な
り
。
日
本
里
数
ニ
て
廻
り
五
里
は
か
り
、
北
の
地
方
へ
近
き
所
ニ
て
四
、
五
丁
許
、

人
家
は
大
凡
三
千
程
、
繁
華
の
島
に
し
て
英
吉
利
須
所
有
な
り
。
唐
人
屋
敷
多
く
、
英
吉
利
須
屋
敷
ハ
さ
の
ミ
多
か

ら
ず
。
又
諸
国
の
大
船
居ツ

恒子

に
二
、
三
十
艘
許
滞
船
す
。
其
外
唐
船
ハ
夥
し
く
出
入
す
。
猶
委
し
き
事
ハ
下
条
ニ
云

べ
し
。

＊
大
清
国
の
絵
（
略
）

＊
大
清
国
の
絵
（
略
）

　
　

追
考

　

坤
輿
図
補
に
広
東
府
の
大
河
海
へ
流
れ
出
る
所
に
岩
石
の
島
多
く
あ
り
。
其
中
に
香
港
と
い
ふ
島
あ
り
。
洋

名
「
ヒ
ヨ
ン
コ
ン
」
と
云
繁
花
の
港
に
て
、
島
の
大
さ
、
竪タ

テ

は
英
吉
利
須
里
方
十
二
丁
一
里
を
以
て
八
里
あ
り
、

幅
五
里
あ
り
。
阿ア

マ

媽カ
ラ

の
港
を
去
る
事
東
方
四
十
里
許
、
又
広
東
府
よ
り
ハ
東
方
百
里
許
な
り
。

　

今
乙
卯
の
年
を
距
十
七
、
八
年
前
、
唐
国
と
英
吉
利
須
国
と
阿
片
烟
草
の
事
ニ
て
戦
争
あ
り
し
よ
り
、
こ
の

セ
ン
ト
・
メ
リ
ー
号
、

香
港
に
着
く

香
港
の
こ
と

諸
国
の
大
船
が
常
に
二
、

三
十
艘
滞
船

追
考

『
坤
輿
図
識　

補
』

香
港
の
こ
と

ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
り
イ

ギ
リ
ス
所
有
と
な
る
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島
を
英
吉
利
須
国
の
所
有
と
な
り
て
、
城
ジ
ヤ
ウ

塞サ
イ

を
築
き
、
又
大
小
の
政
官
を

遣ヤ

り
て
市
街
を
造
り
、
又
諸
州
へ
告
て
商
館
を
建タ
テ

さ
セ
、
交
易
を
許
し
、

課ク
ワ

金
運
上
を
取
ざ
る
故
、
日
々
に
繁
昌
の
地
と
成
れ
り
と
い
へ
り
。
又
天

保
十
三
年
ニ
ハ
人
数
一
万
五
十千

か

あ
り
と
い
ふ
。

　

又
弥
市
い
ふ
、
香
港
ハ
澳
門
よ
り
海
路
十
九
里
な
り
。
島
の
大
さ
淡
路

島
よ
り
大
に
し
て
離
島
也
。
此
「
ヒ
ヨ
ン
コ
ン
」
ハ
近
頃
英
吉
利
須
討
取

し
処
に
て
、
港
の
口
ハ
上
下
ニ
あ
り
て
中
に
離
島
あ
り
。
上
下
の
入
口
に

番
所
体
の
も
の
あ
り
て
、
大
小
の
船
と
も
入
津
す
れ
バ
大
筒
を
放
し
、
港

内
の
浜
辺
ハ
凡
一
里
半
程
も
あ
り
、
悉
く
石
垣
な
り
。
家
数
は
五
、
六
千

香
港
の
こ
と
（
永
住
丸

漂
民
弥
市
）

（香港） 

軒
と
思
ふ
、
其
内
三
千
程
ハ
近
年
英
吉
利
須
討
取
し
よ
り
新
ニ
立
し
と
の
事
に
て
、
追
々
普
請
も
出
来
、
興ハ
ン

旺ジ
ヤ
ウの
地
也
と
云
り
。

　

さ
て
三
説
と
も
島
の
大
さ
大
ニ
異
也
。
図
識
の
里
法
を　

皇
国
里
法
ニ
量
り
て
八
里
半
六
丁
と
な
る
。
弥
市

と
清
太
郎
ハ
大
小
の
齟ソ

齬ゴ

あ
り
。
さ
れ
ど
図
識
の
説
を
実
と
す
べ
し
。

　

さ
て
「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
に
て
新
に
造
り
し
蒸
気
軍
艦
「
サ
シ
コ
ハ
ナ
」
ハ
、
吾
々
か
乗
来
り
し
「
セ
ヱ
メ
エ
リ

ン
」
よ
り
ハ
早
く
入
津
な
し
て
、
吾
々
が
来
る
を
待
居
た
る
に
て
、
二
、
三
日
過
て
漂
民
並
ニ
「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア

ヱ
」
等
十
七
人
、
此
艦
へ
乗
移
り
、
吾
々
を
送
り
来
り
し
船
ハ
、
此
港
ニ
三
日
許
滞
船
し
て
、
亜
米
里
加
の
都
府

「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
へ
帰
帆
し
た
り
。

　

其
後
、
此
軍
艦
の
様
子
を
「
タ
メ
ス
」
に
問
け
れ
バ
、「
サ
シ
コ
ハ
ナ
」
の
軍
艦
ハ
、
日
本
浦
賀
へ
行
為
に
造
り

漂
民
と
ト
マ
ス
、
蒸
気

軍
艦
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
に

移
る
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し
軍
艦
ニ
て
、
此
艦
の
ミ
ニ
も
あ
ら
ず
、
追
々
跡
よ
り
も
来
る
べ
し
。
又
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
へ
行
て
、
日

本
人
を
連
行
べ
し
と
国
王
の
命
令
な
り
し
に
、
南
の
東
海
ニ
て
檣
及
ひ
車
等
を
破
損
し
た
り
と
て
、
其
所
に
て
造
作

ニ
か
ゝ
り
日
限
延
び
た
り
と
て
、
亜
米
里
加
の
港
々
に
尺セ

キ

牘ド
ク

を
置
き
着
し
亜
米
里
加
の
軍
船
来
る
事
有
バ
、「
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
へ
廻
り
て
日
本
の
漂
民
を
つ
れ
唐
国
の
香
港
ま
て
送
る
へ
し
と
触
置
て
、
針
路
を
東
へ
向
、
亞

弗
利
加
の
喜
望
峰
を
ま
ハ
り
て
、
此
香
港
へ
着
船
し
た
り
。
又
か
の
「
セ
ヱ
メ
ー
リ
ン
」
の
軍
艦
ハ
、
三
年
の
年
限

す
ミ
て
都
府
の
「
ニ
ヨ
ウ
ヨ
ラ
カ
」
へ
帰
る
べ
か
り
し
ニ
、
港
に
て
か
の
赤シ

ヨ

牘カ
ン

を
見
て
、
態
々
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ

コ
ー
」
へ
廻
り
、
漂
民
を
連ツ

レ

此
香
港
へ
送
り
来
り
し
と
い
へ
り
。

追
考

　

此
「
サ
シ
コ
ハ
ナ
」
ハ
、
去
々
癸
丑
の
六
月
三
日
浦
賀
へ
渡
来
せ
し
船
に
て
、
此
時
の
赤
牘
に
記
し
た
る
、

追
考

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
は
嘉
永

六
年
に
浦
賀
に
来
航
し

た
軍
艦

米利堅火輪船 蘇
サ

士
シ

貴
コ

罕
ハ

那
ナ

亞
美
理
駕
大
合
衆
国
欽
差
大
臣
兼
官
本
国
師
船
日
本
天
竺
支
那
等
海

水
師
提
督
大
臣
彼
理
と
記
セ
る
、
其
人
の
乗
て
来
り
し
軍
艦
ニ
て
、　

皇
国
へ
渡
来
セ
し
ハ
一
朝
一
夕
の
事
ニ
非
ら
ず
。
こ
れ
を
略
し
て
い

は
ん
ニ
ハ
上
古
ハ
知
ら
ず
、
今
乙
卯
を
距
る
事
五
十
九
年
前
寛
政
九

丁
巳
年
、
和
蘭
と
英
吉
利
須
と
戦
争
起
り
し
故
ニ
、
亜
米
里
加
州
の

「
ニ
ヨ
ル
ク
」
船
ニ
て
、
船
長
ハ
「
ス
テ
ワ
ル
ド
」
と
い
ふ
も
の
、

＊
（
枝
船
）
の
絵
（
略
）

ア
メ
リ
カ
船
来
港
の
概

略

W
illiam

 Robert 
Stew

art
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和
蘭
船
に
代
り
て
渡
来
す
。

同
十
年
同
船
渡
来
す
。
帰
帆
の
時
、
神
崎
沖
に
て
破
船
す
。
さ
れ
ど
実
の
破
船
ニ
あ
ら
ず
。

同
十
一
年
又
亜
米
里
加
の
別
船
ニ
て
渡
来
す
。
さ
れ
ど
名
ハ
知
れ
ず
。

同
十
二
年
同
船
渡
来
す
。

享
和
元
年
同
船
渡
来
す
。

　

さ
て
前
の
寛
政
九
年
ニ
渡
来
成
し
た
る
「
ス
テ
ワ
ル
ド
」
ハ
、
無
道
の
事
あ
り
て
和
蘭
人
雇
ハ
ざ
る
故
、
英

吉
利
須
人
と
示
談
を
な
し
、
此
年
八
月
大
船
を
新
た
ニ
造
り
、
船
号
を
「
ナ
ガ
サ
キ
」
と
付
、
種
々
の
貨
物
を

積
入
、
英
吉
利
須
ハ
御
制
禁
成
る
故
、
亜
米
里
加
と
偽
り
渡
来
す
。
さ
れ
ど
御
赦
免
な
き
故
帰
帆
す
。
其
後

「
ス
テ
ワ
ル
ド
」
の
行
方
知
れ
ず
成
り
ぬ
。
さ
て
此
年
英
吉
利
須
と
の
合
戦
一
応
平
和
と
成
り
し
を
、
英
吉
利

須
人
、
和
蘭
船
を
本
国
近
海
ニ
て
侵シ

ン

掠レ
ウ

セ
し
よ
り
、
再
ひ
戦
争
起
る
。

同
二
年
一ま

ま

艘
渡
来
す
。
内
一
艘
亜
米
里
加
。

同
三
年
亜
米
里
加
船
一
艘
渡
来
す
。

文
化
元
年
和
蘭
船
一
艘
渡
来
す
。

同
二
年
同
一
艘
渡
来
す
。

同
三
年
同
二
艘
渡
来
す
。

同
四
年
同
一
艘
渡
来
す
。

　

一
艘
亜
米
里
加
船
此
年
四
月
二
十
七
日
、
亜
米
里
加
の
「
ホ
ス
ト
ン
」
国
の
「
オ
ー
カ
ヱ
ン
」
と
云
も
の
、

亜
米
里
加
の
「
ノ
ー
ル
ト
キ
ユ
ス
」
と
云
処
へ
帰
る
船
也
と
て
、
薪
水
を
求
め
ん
為
に
渡
来
す
と
云
。
実
ハ
測ソ

ク

米
国
ボ
ス
ト
ン
の
船

Eclipse

号
か
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量リ
ヤ
ウの
為
長
崎
へ
来
た
り
た
る
な
ら
ん
。

同
五
年
亜
米
里
加
渡
来
す
。

同
六
年
同
船
渡
来
す
。

同
七
年
同
船
渡
来
す
。

同
八
年
同
船
渡
来
す
。

同
九
年
同
船
渡
来
す
。

同
十
年
同
船
渡
来
す
。

同
十
一
年
同
船
渡
来
す
。

同
十
二
年
同
船
渡
来
す
。

同
十
三
年
同
船
渡
来
す
。

　

か
く
寛
政
九
年
よ
り
二
十
年
の
間
、
崎ナ

ガ

陽サ
キ

へ
渡
来
す
。
こ
は
婆
心
秘
稿
抜
萃
及
び
海
寇
窃
策
、
或
ハ
答
問
十

策
抔
、
其
外
諸
説
を
輯シ

ウ

正セ
イ

し
て
記
す
也
。

　

又
万
次
郎
い
ふ
、
亜
米
里
加
ハ
手
広
く
漁
業
を
な
し
て
国
々
を
ま
ハ
る
故
、
日
本
ニ
も
公ヤ

ク

吏ニ
ン

を
置
度
と
て
、

江
戸
の
地
へ
亜
米
里
加
船
三
艘
許
行
た
り
と
い
ふ
由
、
彼
国
ニ
て
聞
た
り
と
い
へ
り
。

　

又
清
太
郎
、
唐
国
の
上
海
ニ
て
乙
吉
ニ
聞
た
る
ハ
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
の
地
を
開
き
し
よ
り
、
日

本
と
交
易
和
親
を
な
し
度
由
聞
た
る
と
云
り
。
又
此
度
渡
来
の
事
五
年
已
然
よ
り
日
本
浦
賀
へ
渡
来
成
す
由
、

諸
州
へ
触
頼
た
る
事
ニ
て
、
万
々
一
兵
乱
ニ
も
な
り
ぬ
る
時
は
、
加
勢
を
諸
国
へ
頼
む
内
心
ニ
も
あ
ら
ん
か
と
、

乙
吉
聞
た
り
と
い
へ
り
。
又
「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
の
い
ふ
も
同
し
と
い
へ
り
。
此
他
諸
事
ニ
も
あ
れ
と
略
す
。

以
上
は
『
婆
心
秘
稿
抜

粋
』
な
ど
に
よ
る

万
次
郎

清
太
郎
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さ
て
異
国
の
盛
衰
、
治
乱
、
変ヘ
ン

革カ
ク

、
人
情
、
交
易
、
和
親
の
内
心
等
を
、
穿セ
ン

鑿サ
ク

す
る
を
主
意
と
成
す
為
ニ
も

の
セ
し
書
成
バ
、
か
く
こ
ゝ
に
大
略
を
あ
ぐ
る
ハ
、
下
の
条
々
の
枝シ

折ヲ
リ

と
な
さ
ん
為
也
。

　

此
乗
移
し
「
サ
シ
コ
ハ
ナ
」
と
云
軍
艦
の
長
さ
四
十
五
間
許
、
船
長
二
人
、
公
吏
体
三
十
人
、「
サ
ウ
ジ
ヨ
ウ
」

三
十
人
、
望
遠
鏡
役
四
人
、
医
師
三
人
、
鍜カ

ジ
ヤ工
十
人
、
木ダ
イ
ク匠
五
人
、
木
桶
匠
一
人
、
炊
役
二
十
五
人
程
、
崑ク
ロ
ン崙
奴ホ

子ウ

十
二
、
三
人
、
笛
太
鼓
役
小
童
二
人
、
火
焼
役
三
十
人
、
其
余
ハ
水
主
な
り
。
大
銃
十
三
挺
内
七
貫
目
位
三
挺
、
同

四
貫
目
位
八
挺
、
黄
銅
筒
二
、
三
貫
目
位
二
挺
。
小
筒
夥
し
く
し
て
数
知
れ
す
。
鎗
百
五
十
筋
程
、
剣
夥
し
く
て
数

知
れ
ず
。
此
乗
組
上
官
の
名
ハ
知
ら
ず
。
下
々
の
名
も
あ
ら
〳
〵
知
り
た
る
も
有
と
、
用
な
け
れ
バ
記
さ
ず
。

　

安
民
按
、
海
上
炮
術
全
書
ニ
槍
［「
ヒ
イ
キ
」
又
テ
リ
イ
リ
ン
グ
］
ハ
身
と
茎
と
羽
と
よ
り
成
る
。
身
ハ
長

き
三
稜レ

ウ

の
尖
柱
に
し
て
、
其
面
平ヘ
イ

扁ヘ
ン

也
。
其
長
さ
一
掌シ
ヨ
ウ

四
寸
五
分
、
其
三
面
ハ
根
の
処
に
於
て
各
幅
一
寸
五

本
書
は
異
国
の
盛
衰
、

人
情
、
和
親
の
内
心
等

を
知
る
を
主
意
と
す
る

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
乗
組
員

の
こ
と

安
民
案
ず
る
に

『
海
上
炮
術
全
書
』

槍
の
こ
と

三稜鎗 船刀水軍刀之属

分
、
茎ク
キ

の
其
形
図
、
錐
の
尖
を

割
去
セ
る
者
の
如
く
ニ
し
て
長

さ
五
寸
、
其
木
ニ
於
て
径
二
寸

二
分
五
厘
、
二
個
の
羽
ハ
各
長

さ
一
掌
五
寸
五
分
、
内
面
凹
に

し
て
柄ヱ

を
包
囲
す
る
ハ
適テ
キ

せ
し

む
。
柄
ハ
其
端
の
一
部
茎
の
空

中
に
収
る
也
。
而
し
て
左
右
の

羽
ニ
各
三
孔
あ
り
。
是
螺
旋
を
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以
て
身
を
柄
に
固
定
す
る
為
也
。
柄
ハ
長
一
ヱ
ル
八
掌
三
寸
、
径
ワ
タ
リ

三
寸
、
黒
色
ニ
塗
る
。
舶
上
に
て
ハ
、
鎗
を

架
に
懸
る
事
猶
銃
の
こ
と
し
。
鎗
の
重
量
ハ
大
抵
一
斤
一
両
と
す
。
同
書
に
曰
、
刀
「
サ
ア
ベ
ル
」
ハ
身
と
把ハ

柄ヘ
イ

と

よ
り
な
る
。
身
ハ
稍
勾
曲
し
、
其
端
一
尖
を
な
す
。
其
背
ハ
刀
の
長
さ
の
三
分
一
の
処
ま
て
厚
く
、
是
よ
り
尖

ニ
至
る
ま
で
ハ
尖
銃
成
る
事
猶
刃
の
こ
と
し
。
身
の
本
ハ
鉄ナ

カ
ゴ茎
と
成
り
把
柄
を
貫
通
す
。
身
ハ
両
面
ハ
窪
凹
に

琢タ
ク

磨マ

す
。
其
長
さ
舶
刀
ハ
一
掌
一
寸
、
水
軍
刀
ハ
六
掌
七
寸
、
舶
刀
ハ
其
把
柄
掌
に
当
る
所
ハ
木
を
以
て
造
り
、

黒
色
の
皮
に
て
包
む
。
鉄
鐶
、
鉄
板
共
ニ
手
を
傷
す
る
を
防
く
。
鉄
茎
ハ
柄
の
木
を
貫
き
て
固
定
す
。
而
て
柄

ハ
黒
塗
也
。
水
軍
刀
ハ
其
柄
黄シ

ン
チ
ユ
ウ
銅
を
以
て
鋳
造
す
。
鉄
板
を
付
る
事
な
し
。
身
ハ
厚
き
手
革
を
以
て
造
れ
る
嚢ノ
ウ

中
に
収
る
。
此
嚢ノ
ウ

ハ
上
部
に
鉤
箍
あ
り
。
下
部
に
耳
箍
あ
り
。
此
二
箍
と
も
ニ
黄
銅
を
以
て
造
る
。
而
て
鉤カ
ギ

箍ヘ
ラ

の
外
側
へま
ま

に
鈕
子
有
て
、
刀
を
肩
帯
ニ
懸
る
に
具
す
と
有
。
尚
委
敷
ハ
本
書
ニ
就
て
見
る
へ
し
。
炮
熕
の
事
ハ

近
来
訳ヤ

ク

述ジ
ユ
ツせ
る
書
ど
も
に
見
へ
て
、
洋
炮
家
の
能
識
れ
る
事
成
と
、
刀
槍
の
事
を
論
つ
る
事
鮮
な
け
れ
バ
、
い

さ
ゝ
か
爰
ニ
施
し
置
く
也
。

＊
洋
刀
の
絵
（
略
）

東
西
異
聞
巻
之
五
終

東
西
異
聞
巻
之
六

　

新
造
蒸
気
軍
艦
蛮バ

ン

名メ
イ

サ
シ
コ
ハ
ナ
、
内
外
製
造
及
び
蒸
気
車
の
製
造
機
法
幷
船
中
武
器
、
武
伎
及
び
調
練
、
武
役
、

刀
（
サ
ー
ベ
ル
）
な
ど

の
こ
と

東
西
異
聞
巻
之
五
終

東
西
異
聞
巻
之
六

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
の
こ
と
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船
職
給
金
及
ひ
枝テ
ン
マ船
に
至
る
ま
で
詳ク
ワ
シ密
く
云
は
ん
ニ
ハ
、
船
ハ
二
階
造
り
ニ
て
、
長
サ
四
十
四
、
五
間
許
、
横
幅
八

間
許
、
竪
幅
六
間
許
、
上
層
高
さ
六
尺
許
、
中
層
高
さ
九
尺
余
許
、
船
底
深
さ
一
丈
五
尺
、
外
面
水
入
二
丈
余
許
、

水
上
一
丈
五
尺
許
。
東
の
所
ニ
て
竪
幅
四
丈
四
尺
許
、
や
り
だ
し
四
間
半
許
、
又
表
の
桅
竿
太
さ
一
丈
許
、
長
さ
二

十
九
間
許
、
中
桅
杆
太
さ
一
丈
一
尺
許
、
長
さ
三
十
一
間
許
、
艫ト

モ

檣
ホ
バ
シ
ラ

太
さ
五
尺
許
、
長
さ
二
十
六
間
許
、
表
中
の

下
の
帆
幅
八
丈
五
尺
許
、
端
数
四
十
二
、
第
二
の
帆
幅
六
丈
八
尺
許
、
端
数
三
十
四
、
第
三
の
帆
幅
四
丈
七
尺
許
、

端
数
二
十
四
、
第
四
ノ
幅
二
丈
六
尺
許
、
端
数
十
三
、
艫
下
帆
幅
四
丈
八
尺
許
、
端
数
二
十
四
、
第
二
、
三
丈
六
尺

許
、
端
数
十
三
。
第
三
、
一
丈
八
尺
許
、
端
数
九
、
表
や
り
だ
し
帆
三
角
、
広
き
処
ニ
て
先
帆
の
幅
二
丈
二
尺
許
、

端
数
十
一
、
後
帆
は
広
き
所
ニ
て
幅
一
丈
八
尺
許
、
端
数
九
。

　

さ
て
表
中
檣
二
本
ハ
幅
一
尺
許
、
厚
四
寸
許
成
堅
木
（
頭
注
に
よ
る
）
を
四
方
よ
り
だ
か
し
、
鉄
の
輪
を
四
尺
許
つ
ゝ

置
て
は
め
、
其
上
ヲ
黒
く
塗
り
、
又
艫ト

モ

の
桅ホ
バ

杆シ
ラ

ハ
た
ゞ
黒
く
塗ヌ
リ

り
た
る
の
ミ
也
。
四イ
カ
リ角
又
ハ
三
百
貫
目
許
成
も
の
二

挺
、
同
三
百
四
、
五
十
貫
目
許
成
も
の
二
挺
、
轆ロ

ク

轤ロ

并
ニ
碇
を
あ
く
る
術
ハ
図
を
あ
ら
は
し
て
下
ニ
詳
密
し
く
記
す
。

　

さ
て
上
層
一
印
に
厠カ

ハ
キ（
ル
ビ
、
ま
ま
）
左
右
ニ
九
つ
有
。
二
ハ
一
尺
五
寸
許
高
く
し
て
揚
板
ニ
て
下
ハ
舟
に
チ
ヤ
ン
を

か
け
る
道
具
、
其
外
船
を
補
修
す
る
道
具
抔
入
置
処
也
。
三
ハ
大
炮
を
備
え
て
巣ソ

ウ

口
を
自
由
に
振
廻
す
。
す
べ
り
の

仕
掛
ニ
な
し
た
る
す
へ
り
也
。
又
此
所
の
左
右
船フ

ナ

舷バ
タ

四
よ
り
五
迄
の
間
、
四
間
許
ハ
舡
舷
柱
を
鉄
に
て
拵
へ
、
外
面

ハ
帆
木
綿
ニ
て
包
ミ
、
非
常
の
時
ハ
帆
木
綿
を
は
づ
し
、
鉄
に
て
造
り
た
る
舡
舷
の
囲
を
外
へ
押
開
く
様
ニ
拵
へ
あ

り
。

　

六
ハ
桅
杆
の
穴
也
。
七
ハ
下
層
よ
り
出
入
の
通
路
の
口
、
八
ハ
下
層
ニ
あ
る
轆ロ

ク

轤ロ

の
真
木
ニ
て
四イ
カ
リ角
又
を
あ
く
る

時
は
、
こ
ゝ
に
て
轆
轤
を
く
る
也
。
九
は
二
尺
五
寸
許
縁ヘ

リ

高
く
し
て
下
を
見
れ
ハ
、
蒸
気
の
火
を
焼
と
こ
ろ
な
り
。

二
階
（
層
）
造
り
、
船

長
、
幅
、
高
さ

帆
柱
、
帆

碇
、
轆
轤

上
層
の
説
明

厠蒸
気
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十
は
下
層
の
明
り
取
。
十
一
は
蒸
気
の
竈ケ
フ
リ
ダ
シ突に
て
、
高
さ
七
間
許
あ
り
。
十
二
ハ
七
尺
許
高
く
、
其
下
を
人
通
ふ
也
。

十
三
の
下
ハ
船
中
の
食
物
を
煮
る
所
也
。
十
四
ハ
金
剛
石
の
明

ア
カ
リ

取
ニ
て
、
十
二
よ
り
ハ
一
間
半
許
高
し
。
十
五
ハ
脚

船
を
置
処
に
て
、
此
下
ハ
半
月
の
形
に
し
て
蒸
気
車
の
外
鞘サ

ヤ

な
り
。

　

十
六
ハ
十
二
と
同
し
高
さ
ニ
て
、
此
下
右
二
処
ハ
大
将
の
厠
也
。
左
の
表
も
厠
に
て
、
船
表
の
厠
へ
荒
波
に
て
行

が
た
き
時
の
厠
也
。
左
後
十
六
又
十
七
の
下
二
処
ハ
、
上
官
の
も
の
ゝ
煮ニ

焚タ
キ

を
成
す
所
也
。
十
八
ハ
船
長
の
居
間
也
。

十
九
ハ
船
底
よ
り
潮
水
を
吸
水
機
に
て
引
揚
る
処
也
。

蒸
気
車
の
外
鞘

船
長
室

給
水
機

サシコハナ上層

　

扨
、
上
段
の
左
右
の
舡
舷
の
高
さ
ハ
六
尺
許
に
て
、
下
二
尺
許
ハ
マ

ツ
ラ
の
柱
に
て
、
其
上
四
尺
許
ハ
マ
ツ
ラ
少
く
し
て
内
へ
も
の
を
入
れ

る
也
。
扨
其
厚
さ
は
一
尺
五
寸
許
ニ
て
、
炮
門
左
右
ニ
七
つ
つ
ゝ
備
あ

り
。
二
十
ハ
表
の
大
炮
の
す
べ
り
に
て
、
二
十
一
よ
り
二
十
二
ま
て
船

端
を
外
へ
折
開
事
、
表
三
印
ニ
同
し
。
二
十
三
ハ
舡
舷
四
尺
許
低ヒ

ク

ふ
し

て
、
枝
船
へ
通
ふ
梯

ハ
シ
コ

也
。

　

二
十
四
ハ
下
層
ニ
て
、
水
主
の
臥フ

ト
ン単
な
ど
を
入
る
ゝ
也
。
又
五
よ
り

十
六
印
迄
臥
単
の
入
処
に
て
、
常
ニ
舡
舷
よ
り
黒
き
蝋
引
の
木
綿
を
外

へ
た
ら
し
有
、
雨
ふ
り
に
は
か
の
木
綿
を
内
へ
た
ら
し
、
端
を
括ク

ヽ

り
て

雨
よ
け
と
成
す
。
此
処
へ
寝
屋
具
を
入
る
ゝ
ハ
、
非
常
の
節
の
玉
よ
け

と
云
り
。
又
二
十
五
ハ
二
尺
角
位
成
木
ニ
て
、
車
の
ひ
か
へ
也
。
二
十

二ま

十ま

六
二
所
は
潮
水
を
引
揚
る
所
な
り
。
二
十
七
ハ
蒸
気
の
湯
気
抜
也
。
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二
十
八
、
食
物
の
炬
の
烟
、
蒸
気
の
烟
出
し
へ
通
ふ
所
也
。
二
十
九
ハ
柁
を
遣
ふ
車
也
。
遣
ひ
や
う
ハ
別
に
云
べ
し
。

三
十
は
大
将
の
間
へ
通
ふ
入
口
、
別
に
云
へ
し
。

　

下
層
高
さ
九
尺
許
、
第
一
印
ハ
板
敷
の
大
広
間
ニ
て
水
主
の
食

シ
ヨ
ク

事ジ

ヲ
な
し
、
夜
は
天
井
裏
に
帆
木
綿
を
釣ツ
リ

て
、
其

中
へ
入
て
寝
也
。
左
右
に
食
器
を
入
る
ゝ
箱
九
つ
づ
ゝ
有
。
マ
ス
タ
ン
と
い
ふ
役
名
の
も
の
二
人
此
間
に
居
て
、
水

主
の
支
配
を
成
也
。
第
二
は
桅ホ

バ

杆シ
ラ

、
第
三
ハ
四
方
ハ
か
こ
ひ
ニ
て
、
船
底
の
明
り
取
也
。
四
印
二
処
は
ゴ
ヘ
イ
ダ
を

入
置
処
也
。
五
ハ
揚
板
ニ
て
、
ゴ
ヘ
イ
ダ
を
船
底
へ
通
ふ
入
口
。
六
は
蒸
餅
其
外
食
物
を
通
ふ
口
な
り
。
七
ハ
船
底

下
層
の
説
明

大
広
間

ゴ
ヘ
イ
ダ
（
石
炭
）
置

き
場

サシコハナ中層

ニ
水
溜
の
箱
あ
り
て
、
上
よ
り
車
木
罌ツ
ル
ベに
て
飲
水
を
汲
揚
る
処
な
り
。

　

八
は
四
方
板
囲
ひ
ニ
て
、
中
に
烟
出
し
の
金
筒
あ
り
。
此
間
に
て
火

焼
役
三
十
人
の
食
を
な
し
、
夜
は
此
間
に
寝
な
り
。
九
は
蒸
気
車
の
機

関
を
な
す
処
也
。
別
に
図ツ

あ
れ
バ
此
に
ハ
略
す
。
十
ハ
船
底
へ
通
ふ
口

に
て
衣
類
或
ハ
炮
丸
其
外
雑
物
等
あ
り
。
十
一
是
又
大
広
間
ニ
て
、
板

敷
也
。
十
二
の
八
所
ハ
上
官
の
部
舎
。
十
三
ハ
表
よ
り
艫ト

モ

へ
通
ふ
橋
也
。

十
四
は
四
方
囲カ

コ

ひ
ニ
て
大
将
分
の
物
置
。
十
五
ハ
上
層
よ
り
通
ふ
梯
。

十
六
ハ
板
敷
ニ
て
毛
氈
敷
詰
あ
り
。
十
七
ハ
副
将
の
部
舎
。
十
八
ハ
大

将
の
部
舎
。
十
九
ハ
物
置
幷
ニ
厠

カ
ハ
ヤ

等
あ
り
。
二
十
ハ
揚
板
ニ
て
焔
硝
を

出
す
入
口
也
。

　

さ
て
中
段
左
右
ニ
金ギ

ヤ

剛マ
ン

石
の
円マ
ロ

き
明
り
取
五
十
許
あ
り
。
又
カ
マ
ド

舟
中
ニ
居
る
時
ハ
、
船
印
下
の
図
の
ご
と
し
。
朝
ハ
船
中
の
も
の
を
起

大
広
間

大
将
・
副
将
の
部
屋
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し
夜
ハ
寝
る
相
図
に
、
両
度
大
炮
を
発
す
。

さ
れ
ど
カ
マ
ド
居
ら
ざ
る
時
ハ
帆
柱
の
印
、

旗
印
も
船
主
と
か
へ
、
又
大
炮
も
発
せ
ざ
る

也
。

　

又
船
の
製
造
を
詳ク

ハ

密シ
ク

く
云
は
ん
。
破
浪
板

長
さ
四
十
間
余
、
幅
五
尺
許
、
厚
さ
一
尺
七
、

八
寸
許
、
是
真
木
に
て
、
マ
ツ
ラ
ハ
五
寸
角

許
の
板
也
。
厚
さ
は
五
寸
許
に
、
長
さ
定
ま

ら
ず
。
此
を
マ
ツ
ラ
に
内
外
よ
り
打
と
む
る

船
の
造
り

枝
テンマ

船 蛮名ポーシ

也
。
又
「
ミ
ヨ
シ
」
ハ
、
内
に
て
厚
さ
一
尺
七
、
八
寸
許
、
外
に
て
七
、
八
寸
、
広
さ
水
際
ま
で
三
尺
四
、
五
寸
許
、

其
よ
り
上
は
次
第
に
細
り
、
又
ト
ダ
テ
の
厚
さ
一
尺
七
、
八
寸
許
、
幅
一
尺
四
、
五
寸
許
也
。
左
右
の
マ
ツ
ラ
よ
り

ハ
一
尺
八
、
九
寸
角
許
成
る
木
を
数
十
本
渡
し
、
此
を
牀ユ

カ

板
の
横
木
と
な
す
也
。
又
総
船
の
厚
さ
一
尺
五
寸
許
ニ
見

ゆ
。
さ
れ
と
マ
ツ
ラ
五
寸
板
五
寸
許
成
る
も
の
内
外
よ
り
二
板
打
た
る
の
ミ
な
り
。
其
余
製
造
ハ
セ
ヱ
メ
ー
リ
ン
の

ご
と
し
。

　

又
枝
船
の
製
造
も
大
低ま

ま

同
容ヤ
ウ

に
て
十
艘
あ
り
。
大
成
も
の
二
艘
あ
り
、
長
さ
五
間
許
。
中
舟
七
艘
あ
り
、
長（
長
サ
か
）四

間
許
。
又
其
次
に
な
る
も
の
一
艘
長
さ
二
間
許
也
。

　

ま
た
蒸
気
車
の
諸
具
ハ
竈
の
大
さ
三
間
四
面
許
に
て
、
上
ニ
鍋
あ
り
。
竈カ

マ
トと
同
寸
に
て
、
高
さ
二
間
半
許
、
竈
口

は
前
後
に
三
ツ
づ
ゝ
あ
り
。
此
の
大
竈
左
右
に
あ
り
。
竈ケ

ブ
リ
タ
シ突ハ
大
凡
八
間
余
、
下
二
岐マ
タ

に
て
、
半
よ
り
上
一
管
と
成

ト
ダ
テ
（
外
立
て
板
）

枝
船
（
ボ
ー
ト
）
の
造

り蒸
気
車
の
諸
道
具
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れ
り
。
又
左
右
ニ
閉ユ
ケ
フ
タ
ギ

気
柄
二
管
あ
り
。
長
さ
大
凡
六
間
許
、
此
管
よ
り
蒸
気
を
ぬ
く
也
。
さ
れ
ど
車
ニ
機
カ
ラ
ク
リを
な
さ
し

む
時
ハ
蓋フ

タ

を
な
し
置
也
。

　

も
し
機
を
止
め
ん
と
思
ふ
時
ハ
、
総ユ

ゲ

管ク
ダ

に
蓋
を
な
し
、
閉ユ
ゲ
ヌ
キ

気
柄
の
蓋
を
開
け
バ
、
忽
ち
機
を
止
る
な
り
。
又
左
右

の
鍋
に
入
水
管
あ
り
。
さ
て
此
処
ハ
船
足
の
水
ニ
入
た
る
処
な
る
故
、
管ク

ダ

の
捻子
ヂ

を
開
け
ば
、
潮
水
舟
外
よ
り
入
る
也
。

窺キ

湯ト
ウ

管ク
ワ
ンは
湯
の
加
減
を
窺
ふ
穴
八ま
ま

あ
り
。
竈カ
マ
トの
ま
へ
幅
一
間
許
、
横
幅
六
間
余
、
周シ
ウ

囲イ

ハ
鉄
に
て
上
程ホ
ド

細
り
て
、
上

層
へ
通
り
火
気
を
ぬ
き
、
又
明
り
取
と
な
す
。

　

さ
て
此
処
ハ
湯
を
焚
所
に
て
竈
の
前
に
幅
一
丈
許
成
水
溜
あ
り
て
、
ゴ
ヘ
イ
ダ
の
焚
が
ら
を
か
き
出
し
消ケ

ス

也
。
又

囲カ
コ
ミの
左
右
に
入
口
有
て
ゴ
ヘ
イ
ダ
を
持
運
ふ
な
り
。
又
竈
の
後
ニ
も
火
を
焚
所
あ
り
て
、
前
に
水
溜
あ
る
事
、
表
ニ

同
し
。
さ
て
此
処
ハ
六
間
四
面
許
総
鉄
に
て
、
上
下
表
左
右
ヲ
包
、
又
後
の
竈
の
火
気
は
、
蒸
気
機
の
間
の
上
ニ
三

間
四
面
許
成
火
気
抜
明
り
取
あ
り
。
又
金ギ

ヤ

剛マ
ン

石
の
明
り
取
も
上
層
の
高
き
処
ニ
あ
り
。
総
管
の
太
さ
一
尺
五
寸
許
、

長
さ
六
間
許
、
気

ユ
ケ
フ
ク
ロ筩
太
さ
両
管
と
も
六
尺
許
、
長
さ
五
間
に
四
間
許
。
機
ハ
タ
ラ
キ

柱ハ
シ
ラ

四
間
許
、
中
柱
二
間
半
許
、
辺
ホ
ト
リ

柱
バ
シ
ラ

三
間
許
、
中
枢
三
間
半
余
許
、
架
ク
ル
マ
カ
ケ

三
間
半
許
、
曲
マ
カ
リ

拐カ
セ
ヒ

長（
長
サ
か
）八
間
許
、
車
軸
の
曲
は
一
方
の
ミ
に
二
曲
あ
る
に
あ

ら
ず
。
軸
を
四
角
と
し
て
一
、
二
、
三
、
四
成
ば
、
一
と
二
と
に
二
曲
あ
り
て
、
一ま

ま

、
四
に
ハ
曲
な
き
成
。
さ
れ
ど

俗
人
の
図
す
所
成
故
、
記
し
か
た
け
れ
バ
、
一
方
に
二
曲
あ
る
如
く
見
ゆ
。
さ
て
一
、
二
ニ
曲
あ
る
両
曲
の
勢
互
ニ

成
り
て
、
機

ハ
タ
ラ
キを
為
す
也
。
此
諸
具
は
皆
鉄
に
て
造
り
あ
り
。

　

又
左
右
の
車
ハ
潮シ

ホ

抓カ
キ

に
て
、
指
渡
し
五
間
許
あ
り
。
図
は
円マ
ル

木
を
小
口
切
ニ
な
し
た
る
ご
と
く
見
ゆ
れ
と
、
此
又

俗
人
の
図
成
ば
也
。
大
抵
農
家
に
用
ゆ
る
水
車
の
ご
と
く
成
ど
、
農
家
の
車
ハ
鰭ヒ

レ

よ
り
鰭
へ
陸ダ
ン

続〳
〵

板
を
張
詰
あ
れ
ど
、

さ
ハ
な
く
鰭
一
枚
づ
ゝ
別
々
に
幅
二
尺
許
、
長
さ
一
丈
許
成
板
二
枚
載
継
ニ
合
セ
張
て
潮
抓
と
成
す
也
。
潮
抓
の
ミ

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
の
左
右

の
車
は
潮
掻
き
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木
ニ
て
、
惣
車
ハ
鉄
也
。
又
此
蒸
気
の

機
場
ハ
六
間
四
面
許
ニ
て
左
右
ハ
鉄
張
、

艫
の
方
板
張
也
。
さ
て
此
間
ハ
船
底
よ

り
下
層
を
突
抜
て
天
上
は
上
層
の
床
板

也
。

＊
中ナ

カ

枢ク
ル
ヽ、
機ハ
タ
ラ
キ

柱ハ
シ
ラな
ど
の
絵
（
略
）

　
　

追
考

追
考

辺
ホトリ

柱
ハシラ

、竈
ケブリダシ

突など

　

車
の
蒸
気
ニ
て
機
ハ
タ
ラ
キな
す
術
ニ
至
り
て
ハ
、
清
太
郎
も
外
面
よ
り
見
た
る
事
成
ハ
、
内
の
機
法
ハ
委
し
く
知
ら

ず
。
又
海
国
図
志
ニ
魏
源
の
図
説
あ
れ
ど
、
此
又
己
も
解
セ
ざ
る
事
を
原
（
頭
注
に
よ
る
）
書
ニ
よ
り
て
記
た
る
説

成
故
、
□
□
に
生イ

キ

膚ハ
ダ

断タ
チ

、
死シ
ニ

膚ハ
ダ

断タ
チ

の
欧
羅
巴
人
、
亜
弗
利
加
人
と
あ
る
如
く
、
生
る
獣
を
殺
し
或
ハ
死
人
の
膚

断
て
人
体
の
か
く
活
動
を
な
し
、
西
洋
解
体
書
ニ
い
は
ゆ
る
人
体
の
痛
痒
寒
熱
を
知
る
は
運
化
神
経
、
意
識
神

経
、
此
両
経ケ

イ

の
内
を
霊
液
流
通
な
す
故
也
抔
と
、
蘭
学
者
の
さ
か
し
か
る
と
同ト
フ

じ
き
説
ニ
て
、
其
霊
液
の
運
動

を
成
し
、
痛
痒
寒
熱
を
識シ

る
は
何
成
理
な
り
や
と
問
へ
ハ
、
ほ
こ
り
居
る
白ラ
ン

人ガ
ク

学シ
ヤ

も
知
ら
ず
と
云
也
。
此
ハ
神

の
御ミ

シ
ハ
ザ

所
為
成
事
成
と
、
彼
国
ハ
古
伝
な
き
国
柄
成
故
、
さ
も
有
へ
き
事
ニ
て
、
今
魏
源
の
図
説
も
車
の
運
動
な

す
理
に
至
り
て
、
此
と
同
し
説
な
り
。

　

又
蒸
気
船
ハ
海
陸
戦
法
録
に
も
云
る
ご
と
く
、
今
乙
卯
の
年
を
去
ル
事
四
十
九
年
前
文
化
四
年
に
、
北
亜
米

蒸
気
と
車

『
海
国
図
志
』

蒸
気
船
の
誕
生
（『
海

陸
戦
法
録
』）
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里
加
の
ユ
ウ
ヨ
ロ
カ
の
人
ロ
ヘ
ル
マ
フ
ヱ
ル
ト
ン
」
と
云
も
の
、
初
て
製
し
た
る
も
の
ニ
て
、
其
頃
ハ
此
船
ニ

貨ク
ハ

物
抔
積
て
国
中
の
河
を
運
送
セ
し
を
、
其
後
十
四
、
五
年
斗
経ヘ

て
、
英
吉
利
須
人
初
て
軍
艦
と
な
し
た
る
も

の
に
て
、
人
体
の
活
動
の
ご
と
神
の
御
所
為
に
ハ
あ
ら
ず
人
作
な
る
ゆ
へ
、
広
信
、
図
志
の
図
解
に
漂
民
の
話

を
参サ

ン

校コ
ウ

し
て
試
ニ
い
は
ん
。

　

能
々
考
へ
得
バ
知
ら
る
ゝ
事
ニ
ハ
あ
れ
ど
、
一
体
の
円ヱ

ン

形ケ
イ

の
賛サ
ン

の
こ
と
く
、
図
説
を
か
き
し
魏
源
も
し
ら
ず
。

見
た
る
清
太
郎
も
し
ら
ず
。
今
筆
も
つ
広
信
は
猶
し
ら
ざ
る
事
成
共
、
言
ぬ
も
痒カ

ユ

き
を
衣
上
よ
り
抓カ
キ

心
地
す
。

さ
れ
ど
一
犬ケ

ン

虚
を
吠ホ
ヘ

て
万
犬
実
を
伝
ふ
の
譬
へ
あ
れ
ハ
、
今
一
筆
虚
を
記
さ
バ
万
舌
実
を
つ
た
ふ
の
恐
あ
れ
バ
、

広
信
、
耳
目
に
知
覚
し
て
心
ニ
得
た
る
実
説
を
記
す
。

　

先
入
水
管
の
捻子

ジ

を
開
は
潮
水
船
外
よ
り
自
然
ニ
入
る
。
夫
よ
り
閉
気
柄
と
総
管
の
通
路
を
捻
に
て
塞
ぎ
置
、

次
に
竈
の
左
右
よ
り
石ゴ

ヘ

炭イ
ダ

を
出
し
、
左
右
の
竈
前
後
十
二
の
火
門
を
燃
し
、
其
燃
が
ら
ハ
前
な
る
水
溜
ニ
て
消

し
、
か
す
は
海
中
へ
捨
、
又
窺
湯
管
よ
り
窺
見
て
湯ユ

の
泌タ
ギ
リた
る
時
、
総
管
の
通
路
を
開
け
ば
忽
ち
蒸
気
総
管
よ

り
前
気ユ

ゲ
フ
ク
ロ
筩
へ
運
ふ
な
り
。
運
動
の
機
は
此
気
筩
に
あ
る
な
り
。
前
気
筩
の
口
の
内
に
舌
あ
り
て
、
蒸
気
の
勢
に

よ
り
て
上
下
を
ふ
す
。

　

さ
て
舌
上
す
る
時
は
舌ま

上
す
る
時ま

は
、
蒸
気
後
気
筩
の
上
よ
り
機
柱
の
下
に
つ
き
た
る
蓋フ
タ

を
押
ゆ
へ
、
機
柱

下
る
。
下
る
故
、
蒸
気
此
か
為
に
押
さ
れ
て
前
気
筩
の
舌
上
す
る
。
舌
上
す
る
故
、
総
管
の
蒸
気
前
気
筩
よ
り

後
気
筩
ニ
至
り
て
、
機
柱
を
押
す
。
機
柱
を
押
す
故
、
後
気
筩
の
蒸
気
前
気
筩
へ
か
へ
る
。
か
く
戻
る
故
、
又

舌
を
押
す
。
舌
を
押
す
故
、
機
柱
上
る
。
か
く
す
る
事
玉
の
端
な
き
が
ご
と
く
ニ
て
、
前
気
筩
の
下
底
ハ
冷
水

に
て
ひ
や
し
置
、
冷
る
ゆ
へ
蒸
気
の
勢
益
々
盛
と
な
る
。
さ
て
機
柱
下
る
時
ハ
中
柱
屈
す
、
中
柱
屈
す
る
故
辺

ア
メ
リ
カ
人
ロ
バ
ー

ト
・
フ
ル
ト
ン

蒸
気
で
車
を
動
か
す
理

（
編
者
広
信
）
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柱
伸
ふ
、
辺
柱
伸
び
る
故
、
曲
マ
カ
リ

拐カ
セ
ヒを
押
す
。
又
機
柱
上
る
時
ハ
此
に
反
す
。
か
く
三
柱
の
屈
伸
に
よ
り
て
両
輪

運
転
す
。
両
輪
運
転
を
成
す
故
、
船
の
ゆ
く
事
恰
も
矢ヤ

を
射
る
如
く
な
り
。

　

さ
て
曲
拐
の
運
転
は
、
広
信
ミ
づ
か
ら
、
綿ワ

タ

操ク
リ

な
と
ニ
三
柱
を
作
り
て
試
ミ
た
る
所
な
り
。
又
蒸
気
の
活
動

な
す
ハ
、
実
物
を
見
さ
る
故
、
此
又
定
説
に
と
い
ひ
が
た
し
。
故
ニ
蒸
気
船
ユ
ル
ブ
ヱ
ツ
ト
一
艘
、
蒸
気
気
船

二
、
三
艘
和
蘭
人
へ
御
誂
へ
と
な
り
、
又
当
卯
年
蒸
気
一
艘
和
蘭
国
よ
り
御
献
上
な
し
た
る
由
成
ハ
、
広
信
の

説
虚
な
り
や
実
な
り
や
、
大
人
た
ち
の
た
ゝ
し
賜
は
ん
事
と
請
願
ふ
。

　

次
ニ
人
物
の
大
略
を
云
は
ん
。
カ
マ
ド
一
人
。
丑
の
正
月
ニ
亜
墨
利
加
へ
帰
り
た
り
し
も
の
あ
り
。
歳
五
十
許
、

体タ
イ

ハ
小
成
共
、
位
高
き
人
と
ミ
ゆ
。
同
年
四
月
上
海
へ
シ
ツ
ピ
ン
と
い
ふ
蒸
気
船
に
乗
て
来
る
カ
マ
ト
ヘ
ロ
リ
は
、

暇
を
取
た
る
後
成
バ
見
知
ら
ず
。
衣
類
ハ
前
の
図
と
同
や
う
ニ
て
、
両
肩カ

タ

に
金
糸
の
房
あ
り
。
袖
口
に
金
糸
の
縫
三

ツ
あ
り
。
冠カ

フ
リ
モ
ノ帽ハ
前
第
一
の
図
の
ご
と
し
。

　

副
将
一
人
。
歳
四
十
位
、
背セ

は
六
尺
許
、
色
白
く
円マ
ル

面ガ
ホ

に
て
鼻
た
か
く
、
柔
和
に
ミ
ゆ
。
衣
類
、
冠
帽
ハ
カ
マ
ド

同
や
う
也
。

　

船
主
歳
五
十
位
、
背
六
尺
余
、
色
薄
赤
く
、
中
肉
ニ
し
て
鼻
高
く
、
目
丸
く
黒
玉
浅
黄
鼠
色
ニ
て
、
瞳
子
ハ
黒
く

ミ
ゆ
。
眉マ

ユ

ハ
太
く
髭
ハ
耳
の
前
の
ミ
、
髪
ハ
赤
く
少
し
ち
ゞ
れ
有
。
衣
類
ハ
同
や
う
成
と
黒
也
。
肩
の
房
、
副
将
と

同
じ
。
袖
口
の
金
輪
は
二
ツ
、
冠
帽
は
副
将
同
容
也
。

　

副
船
主
歳
三
十
七
、
八
位
、
背セ

六
尺
五
寸
許
色
薄
白
く
、
鼻
高
く
目
は
角
立
て
尖
く
ミ
ゆ
。
頬
髭
あ
り
て
肩
は
常

体
也
。

　

遠
口
役
四
人
。
内
一
人
二
十
七
、
八
才
許
、
別
船
の
カ
マ
ド
の
子
成
る
よ
し
聞
け
り
。
外
三
人
は
三
十
四
、
五
歳

コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

カ
マ
ド
（
提
督
）

ペ
リ
ー

副
将

船
主

副
船
主

遠
口
役
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金
銀
預
役
一
人

　

衣
類
本
方
一
人

　

天テ
ン

文モ
ン

生シ
ヤ

二
人
。
年
四
十
上バ
カ
リ下
、
常
ニ
天
文
を
見
る
役
成
と
も
、
又
遠
口
役
を
勤
む
る
事
も
あ
り
。
又
牙ホ
バ

檣シ
ラ

指サ
シ
ヅ揮
役

六
人
の
も
の
に
、
日
毎
に
望
遠
鏡
に
て
天
文
を
窺
は
セ
、
船
の
測
量
抔
な
さ
し
め
、
一
人
づ
ゝ
己
が
考
へ
を
記
さ
セ
、

其
善
悪
を
糺タ

ヾ

す
也
。

　

車
の
大
将
ハ
一
人
。
歳
四
十
許
、
是
ハ
総
車
役
の
大
将
と
ミ
ゆ
。

　

車
支
配
役
八
人
。
此
ハ
湯
の
加
減
、
其
外
水
、
ゴ
ヘ
イ
ダ
、
蒸
気
一
条
の
指サ

シ
ヅ揮
を
な
す
。

　

炮
術
役
頭
一
人
。
是
ハ
鉄
炮
の
総
支
配
役
也
。

　

諸
事
の
指
揮
役
一
人
、
下
役
。
是
は
笛
に
て
朝
夕
の
寝
起
、
食
事
、
其
外
諸
事
笛
に
て
下
知
を
な
す
役
也
。

　

教
僧
一
人
。
是
ハ
死
人
取
扱
ひ
并
ニ
サ
ン
テ
イ
の
事
を
主
る
。

　

ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
頭
一
人
。
是
ハ
「
ソ
ウ
シ
ヤ
ウ
」
三
十
人
の
支
配
頭
也
。

　

帆
預
り
役
一
人
。
是
ハ
帆
一
条
を
主
る
役
也
。

　

桅
杆
指
揮
役
六
人
あ
り
て
、
一
本
の
牙
檣
に
一
人
に
て
預
り
、
風
の
順
逆
に
よ
り
て
帆
の
指サ

シ
ヅ揮
を
な
セ
ば
、
指
揮

金
銀
預
役

衣
類
本
方

天
文
生

車
の
大
将

車
支
配
役

炮
術
役
頭

諸
事
の
指
揮
役

教
僧

ソ
ル
ジ
ャ
ー
頭

帆
預
り
役

桅
杆
指
揮
役

遠口図

よ
り
四
十
歳
許
。
さ
て
遠
口
役
と
云
ハ
、
図
の
如
き

器
に
て
船
中
一
統
へ
諸
事
下
知
を
成
す
役
也
。

　

火
薬
預
役
一
人

火
薬
預
役
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役
是
を
笛
ニ
て
水
主
ニ
下
知
を
な
す
也
。
さ
て
此
指
揮
下
役
三
人
の
外
、
上
三
十
人
ハ
上
官
の
公
吏
ニ
て
、
肩
、
袖

口
、
頭
巾
等
に
金
の
印
あ
り
。
其
外
衣
類
の
牡
丹
も
総
金
也
。

　

ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
三
十
人
あ
り
。
此
役
は
平
日
入
口
或
ハ
車
、
艫
、
表
等
の
番
を
な
し
、
又
非
常
の
節
は
鉄テ

ツ

炮ホ
ウ

を
打
役

ニ
て
、
衣
類
印
ニ
よ
り
て
役
の
軽
重
あ
り
。
三
十
人
の
内
、
左
の
袖
に
山
形
三
ツ
付
た
る
も
の
二
人
、
二
ツ
付
た
る

も
の
二
人
、
又
一
ツ
付
た
る
も
の
三
人
あ
り
。
其
余
二
十
四
人
。

　

衣
類
を
支
配
す
る
も
の
一
人
あ
り
。
役
名
を
シ
チ
ヨ
ジ
と
云
。

　

マ
ス
タ
ン
と
い
ふ
役
二
人
あ
り
。
是
ハ
寝
起
、
食
事
、
其
外
下
々
の
指サ

シ
ヅ揮
を
な
し
、
又
喧
嘩
口
論
あ
れ
ハ
カ
マ
ト

へ
と
ゞ
け
て
手テ

械ガ
セ

、
桎
ア
シ
ガ
セな
と
を
は
め
る
役
也
。

　

望
遠
鏡
役
四
人
。
是
ハ
大
洋
に
て
ハ
柁
を
取
る
役
也
。
さ
れ
ど
水
主
も
柁
を
取
事
あ
り
。
又
船
中
ニ
大
成
時ト

ケ
イ規
あ

り
て
、
是
を
主
る
。
又
風
鈴
の
ご
と
き
大
な
る
鐘
あ
り
、
時
ニ
合
し
て
昼
夜
四
十
八
鳴
す
。
此
ハ
下
役
の
児
童
五
人

あ
り
て
主
る
。
又
港ミ

ナ
トに
て
ハ
陸
の
様
子
を
窺
ひ
、
或
ハ
枝
船
、
其
外
他
国
の
船
印
抔
始
終
窺
ひ
居
る
役
也
。

　

笛フ
ヘ

吹フ
キ

役
十
人
。
是
ハ
曲
直
の
笛
を
吹
て
、
調
練
或
ハ
碇
イ
カ
リ

挙
の
節
、
此
笛
ニ
合
し
て
足
並
を
揃
へ
さ
セ
る
の
役
也
。

又
日
毎
ニ
未
の
刻
頃
、
十
人
に
て
調
子
を
合
セ
吹
也
。
此
ハ
船
中
人
の
鬱ウ

ツ

を
散
ゼ
ん
が
為
と
ミ
ゆ
。
又
ペ
ロ
リ
浦
賀

ニ
て
上
陸
の
節
吹
し
ハ
、
此
笛
也
。

　

笛
太
鼓
役
の
児
童
二
人
あ
り
。
朝
大
炮
の
音
を
聞
け
ハ
、
直
ニ
児
童
笛
太
鼓
を
囃

ハ
ヤ
ス

也
。
其
鳴ナ

る
間
に
、
舟
中
の
も

の
と
も
臥フ

単ト
ン

を
仕
廻
ふ
也
。
夜
ハ
此
笛
太
鼓
を
鳴ナ
ラ

セ
ハ
、
大
筒
を
放
つ
也
。
此
時
不
寝
の
番
の
外
ハ
皆
寝子
ル

也
。

　

帆
縫
四
人　
　
　
　
　
　
　

煆カ

工ヂ

四
人

　

木ダ
イ
ク匠
五
人　
　
　
　
　
　
　

木オ

桶ケ

匠シ

一
人

ソ
ル
ジ
ャ
ー

シ
チ
ヨ
ジ

マ
ス
タ
ー

望
遠
鏡
役

笛
吹
役

笛
太
鼓
役

帆
縫
、
煆
工

木
匠
、
木
桶
匠
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上
官
の
炊
役
六
人　
　
　
　

上
官
の
給
仕
役
十
人

　

水
主
の
炊
二
十
一
人
。
是
ハ
水
主
よ
り
出
て
勤
る
也
。

　

蒸
気
の
火
を
焼
役
三
十
人
。
是
ハ
車
に
油
を
さ
し
、
或
ハ
水
汲
抔
、
惣
て
蒸
気
が
か
り
の
役
也
。
其
余
ハ
皆
水
主

也
。

　

さ
て
朝
卯
の
刻
頃
、
カ
マ
ド
居
る
時
は
港
に
て
黄
銅
の
大
炮
を
一
発
し
、
又
カ
マ
ド
居
ら
ず
し
て
船
長
の
ミ
な
る

時
ハ
、
小
銃ツ

ヽ

三
挺
を
発
す
。
笛
太
鼓
役
の
少
童
二
人
笛
太
鼓
を
な
ら
し
終
れ
ハ
、
指
揮
役
并
ニ
下
役
と
も
四
人
に
て

笛
を
鳴
ら
せ
ハ
、
船
中
一
統
起
て
夜
具
な
と
仕
廻
て
、
銘
々
の
役
義
を
勉ツ

ト

む
る
也
。
又
水
主
ハ
下
の
図
の
ご
と
く

銘
々
の
持
場
を
洗
ひ
、
炊
役
ハ
飯
を
焚
き
抔
、
皆
夫
々
各ヲ

ノ

々〳
〵

役
義
ニ
か
ゝ
る
也
。

　

夫
よ
り
指
揮
役
、
又
笛
を
鳴
ら
セ
る
、
上
官
の
も
の
ハ
椅イ

子ス

に
か
ゝ
り
、
高
さ
二
尺
許
成
る
飯
台
ニ
、
給
仕
役
白

き
袱

フ
ロ
シ
キ

容
の
物
を
敷
、
食
器
に
食
を
も
り
持
来
り
、
給
仕
を
為
す
也
。
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
、
水
主
、
炊
等
の
下
官
の
も
の

は
、
椅イ

子ス

、
飯
台
を
用
ひ
ず
、
帆
木
綿
を
黒
く
塗
り
た
る
雨
衣
容
の
物
を
敷
き
、
長
さ
三
尺
余
、
幅
一
尺
五
、
六
寸

許
、
高
さ
二
尺
許
成
る
食
器
の
箱
、
十
人
或
ハ
十
四
、
五
人
組
成
物
二
十
一
あ
り
て
、
箱
一
ツ
に
預
り
の
炊
役
一
人

づ
ゝ
あ
り
て
、
マ
ズ
タ
ン
役
の
指
揮
ニ
て
、
上
層
或
ハ
中
層
に
て
銘
々
の
組
合
の
箱
よ
り
食
器
、
袱
や
う
の
も
の
を

持
運
ひ
椅
子
、
飯
台
等
な
け
れ
バ
、
是
を
の
ば
し
、
或
ハ
立
膝
、
又
ハ
有
合
木
切
に
腰
か
け
、
雨
衣
容
の
も
の
を
敷
。

上
官
の
も
の
ハ
陶
器
成
ど
も
、
下
官
の
も
の
は
金カ

子

の
茶
碗
や
う
の
も
の
ニ
、
蒸
餅
或
ハ
塩
牛
等
を
入
食
ふ
也
。

　

さ
て
蒸
餅
は
大
成
る
帆
木
綿
の
袋
ニ
入
れ
、
行ヤ

ク

事ニ
ン

官
立
合
ニ
て
、
七
日
分
を
十
人
な
れ
バ
目
方
何
程
と
掛
目
ニ
て

船
底
よ
り
出
し
、
其
組
々
へ
渡
す
也
。
又
蒸
餅
を
好
ま
さ
る
も
の
ハ
、
芋イ

モ

抔
に
買
易
へ
食
ふ
も
の
あ
り
。

　

さ
て
大
抵
朝
は
蒸
餅
と
塩
牛
也
。
昼
ハ
一
間
日
に
生
牛
也
。
大
抵テ

イ

三
百
人
許
へ
生
牛
一
疋
半
ほ
ど
掛
目
ニ
、
二
十

上
官
の
炊
役
、
上
官
の

給
仕
役

水
主
の
炊

蒸
気
の
火
を
焼
役

起
床
合
図

食
事
の
模
様
（
上
官
・

下
官
）

朝
食
、
昼
食
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一
組
ニ
一
切
分
渡
す
也
。
又
其
組
ニ
て
大
成
金
串
に
指
し
、
札
を
つ
け
炊
役
へ
渡
セ
ハ
、
三
百
人
余
の
分
を
四
角
な

る
大
釜
へ
入
、
塩
に
て
汁
の
ご
と
く
ニ
煮
、
其
中
へ
菜ナ

、
芋イ
モ

、
葱子
ブ
カ、
其
時
々
有
合
ふ
品
を
入
れ
煮
揚
れ
ハ
、
大
成
る

金
の
手テ

提サ
ゲ

や
う
の
も
の
に
入
、
札
を
改
め
、
銘
々
の
組
へ
持
帰
り
、
雨
衣
容
の
も
の
に
載ノ
セ

、
汁シ
ル

を
銘
々
一
盛
分
、
牛

肉
ハ
銘
々
の
好
き
ニ
切
取
て
食
ふ
也
。
又
正
午
ハ
小
麦
粉
を
も
ら
ひ
、
円ダ

ン
ゴ飯
の
如
く
ニ
練
り
て
焼
食
ふ
日
も
あ
り
。

茶
ハ
朝
夕
の
ミ
、
正
午ヒ

ル

ハ
冷
火水
か

也
。
又
昼
食
の
ミ
ハ
大
抵
定
法
あ
り
。

　

一
日
ハ
米
飯
、
二
日
目
ハ
生
牛
、
三
日
目
豕
と
豆
を
塩
ニ
て
煮
た
る
汁
、
四
日
目
ハ
生
牛
、
五
日
目
ハ
小
麦
円ダ

ン
ゴ飯

、

六
日
目
ハ
生
牛
、
七
日
目
は
長
崎
ニ
て
天
竺
芋イ

モ

と
い
ふ
も
の
を
蒸
て
食
ふ
。
か
く
七
日
を
定
法
と
成
な
り
。
其
外
朝

夕
ハ
蒸
餅
、
昼
の
余
り
の
も
の
を
食
ふ
也
。

　

さ
れ
と
漂
民
十
六
人
ハ
、
精
米
一
升
程
づ
ゝ
朝
夕
両
度
も
ら
ひ
て
、
炊
ニ
煮ニ

せ
喰
ふ
也
。
さ
れ
ど
水
加
減
悪
き
故
、

粥カ
ユ

或
ハ
蒸
コ
ハ
ム
シ

飯
の
ご
と
く
成
け
る
故
、
後
ニ
ハ
日
本
の
炊
仙
太
郎
に
焚
セ
た
り
。

　

又
塩
牛
抔
の
臭ク

サ

く
こ
は
き
故
、
食
ふ
も
の
少
し
。
又
豆
ハ
馬
の
食
物
の
如
く
に
て
喰
ひ
が
た
く
、
牛
の
生
肉
は
さ

の
ミ
よ
き
も
の
ニ
あ
ら
ね
ど
、
外
に
喰
ふ
も
の
な
き
故
、
是
を
食
ひ
又
蒸
餅
ハ
砂
糖
の
入
ら
ざ
る
煎
餅
の
如
く
に
て
、

甘
く
も
辛
く
も
な
く
て
、
麦
粉
団ダ

ン
ゴ飯
ニ
も
劣ヲ
ト

り
た
る
も
の
ニ
て
、
喰
ひ
か
た
け
れ
ど
、
豕ブ
タ

の
油
、
蜜
、
砂
糖
抔
付
、

或
ハ
砂
糖
茶
に
漬ツ

ケ

な
と
し
て
喰
ひ
た
り
き
。

　

又
上
官
の
も
の
ゝ
食
物
ハ
、
大
抵
サ
ン
プ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
の
舟
中
ニ
同
し
け
れ
ハ
、
略
す
。

　

扨
船
中
に
て
ハ
惣
人
数
を
二
ツ
に
分
、
右
の
も
の
左
の
も
の
と
唱
へ
て
役
を
定
む
。
諸
役
交
は
彼
の
国
の
四
時
交

り
に
て
、
右
の
も
の
休
め
ば
左
の
も
の
勤
む
。
又
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
の
勤
と
云
は
、
図
の
一
、
六
、
十
三
の
三
処
に
て
、

外
船
の
遠
見
或
ハ
吾
船
よ
り
人
の
出
ざ
る
や
う
、
昼
夜
番
を
な
し
、
又
十
八
は
大
将
の
部ヘ

舎ヤ

の
入
口
ニ
て
、
剣
付
鉄

一
週
間
の
献
立

漂
民
の
食
事

仕
事
は
交
代
制
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炮
を
持
て
番
を
な
す
也
。
さ
て
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
の
役
は
此
四
所
の
勤
の
ミ
に

て
、
其
余
武
事
調
練
の
演ケ

イ
コ習
を
な
す
の
ミ
な
り
。

　

又
大
炮
は
図
の
ご
と
く
表
二
挺
、
艫
に
一
挺
あ
り
て
、
大
凡
七
貫
目
位

あ
り
。
此
は
水
主
の
預
り
に
て
、
一
挺
一
人
持
に
て
、
日
毎
ニ
磨
く
也
。

左
右
の
八
挺
并
外
台
の
大
炮
も
、
水
主
の
持
に
て
、
二
挺
を
一
人
に
て
日

毎
に
磨ミ

カ
クく
也
。

　

又
望
遠
鏡
役
ハ
艫ト

モ

に
一
人
づ
ゝ
昼
夜
詰
居
て
、
海
上
を
窺
ひ
居
て
、
吾

船
の
枝
船
の
帰
り
、
目
鏡
に
か
ゝ
れ
は
上
官
の
も
の
へ
達
し
、
又
他ホ

カ

船フ
子

よ

り
枝
船
ニ
て
使
抔
来
る
時
ハ
、
上
官
の
も
の
梯
の
入
口
ま
で
迎
に
出
る
也
。

此
望
遠
鏡
役
の
下
役
、
小
童
五
人
ハ
上
官
人
の
小
使
を
な
す
也
。

　

又
蒸
気
車
が
ゝ
り
の
も
の
、
港
に
て
ハ
日
毎
ニ
蒸
気
の
諸
具
を
磨
く
也
。

　

又
枝
船
九
艘
あ
り
て
、
其
船
主
、
水
主
常
ニ
定
り
あ
り
て
、
又
櫂カ

チ

も
彼

艫、表、面楫、取楫

の
櫂
ハ
誰
、
此
櫂
ハ
誰
と
、
平
日
皆
定
あ
る
故
、
枝
船
入
用
の
時
ハ
笛
吹
役
笛
を
吹
き
て
、
カ
レ
ン
ボ
ー
ジ
と
呼
け

れ
バ
、
カ
レ
ン
ボ
ー
シ
船
預
り
の
船
頭
、
水
主
お
の
が
預
り
の
船
成
故
、
手
早
く
二
十
二
印
の
梯
の
下
へ
浮
べ
待
居

け
れ
ば
、
上
官
の
も
の
剣
も
帯
せ
ず
鉄
炮
も
持
た
ず
し
て
乗
り
行
也
。

　

扨
九
艘
の
枝
船
は
そ
れ
〳
〵
に
名
有
、
カ
マ
ド
、
船
主
夫
々
の
役
位
ニ
よ
り
て
常
ニ
定
あ
り
。

　

さ
て
船
中
の
制サ

ダ
メハ
ま
こ
と
ニ
厳
重
に
て
、
上
官
の
人
を
他
の
船
へ
送
り
或
ハ
陸
へ
送
り
抔
す
る
の
ミ
に
て
、
私
ニ

陸
へ
行
く
事
ハ
さ
ら
に
な
し
。
か
く
船
中
に
居
の
ミ
に
て
一
人
も
上
陸
す
る
も
の
な
き
故
、
上
官
の
も
の
を
枝
船
に

船
中
の
規
則
は
厳
重
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て
送
る
事
を
、
水
主
抔
ハ
大
ニ
歓
び
ゆ
く
な
り
。
さ
れ
と
、
陸
に
酒
な
と
飲
た
る
も
の
あ
り
て
知
れ
た
る
時
ハ
、
早

速
杻テ

ガ
セ

抔
の
罪
に
行
は
る
ゝ
な
り
。

　

船
よ
り
出
る
事
な
ら
さ
る
故
、
香
港
抔
の
港
に
て
ハ
、
陸
よ
り
唐
人
、
小
船
ニ
て
玉
子
、
芋
、
焼
肴
、
菓
子
、
小

麦
粉
、
鶏カ

ス
テ
ラ

蛋
糕
、
其
外
色
々
の
食
物
を
売
に
来
れ
ど
、
酒
ハ
厳
禁
な
る
故
、
売
ざ
る
也
。
さ
れ
と
日
毎
ニ
正
午
一
度

の
ミ
一
勺
半
許
入
る
猪
口
に
一
盛
づ
ゝ
呑
し
て
、
シ
チ
ヨ
ヂ
役
、
日
毎
ニ
呑
人
の
性
名
を
記
し
、
給
金
の
内
一
貫
六

百
文
の
銀
銭
一
文
づ
ゝ
呑
た
る
も
の
ハ
取
ら
る
ゝ
也
。

　

斯
船
中
ハ
諸
事
厳
重
成
故
、
大
凡
六
十
日
目
程
ニ
船
の
用
事
な
き
頃
を
見
定
め
て
、
船
中
の
も
の
一
統
交
代
に
、

一
日
一
夜
陸
へ
遊
び
ニ
行
し
む
る
也
。
其
時
ハ
前
図
の
ご
と
く
、
表
の
面
楫カ

ヂ

何
組
と
笛
吹
役
笛
を
吹
て
呼
け
れ
バ
、

其
組
の
人
と
も
本
方
の
役
所
ニ
て
名
前
書
を
以
て
、
今
日
ハ
遊
び
に
行
へ
し
と
ゆ
る
し
を
受
て
、
夫
々
に
給
金
の
内

を
借カ

り
陸
へ
行
、
一
昼
夜
各
々
好
き
〳
〵
ニ
遊
び
楽
也
。
さ
れ
ど
船
中
ハ
三
百
五
、
六
十
人
の
大
人
数
成
故
、
交
代

ニ
行
事
成
ハ
五
日
許
続
て
也
。

　

又
漂
民
ハ
客
分
成
る
故
、
上
陸
ハ
勝
手
次
第
ニ
て
、
上
官
へ
と
ゞ
け
バ
心
の
儘
也
と
、
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
、
水
主
、
炊

な
と
の
ご
と
く
給
金
な
け
れ
バ
、
上
陸
ハ
な
セ
ど
唯
縦ケ

ン

観ブ
ツ

の
ミ
成
。

　

さ
て
不
意
ニ
太
鼓
を
打
な
り
。
其
打
方
ニ
よ
り
て
調
練
な
る
事
を
し
り
、
銘
々
持
場
へ
詰
、
副
船
頭
イ
印
へ
上
り

遠
（
頭
注
に
よ
る
）
口
を
以
て
下
知
を
す
れ
ハ
、
面
楫
の
一
印
の
水
主
ハ
大
炮
を
す
べ
り
へ
揚
、
左
右
の
船フ
ナ

舷バ
タ

を
外
へ
発

き
、
上
官
一
人
付
添
、
炊
ハ
火
薬
炮
丸
を
持
運
ひ
、
又
三
印
の
組
と
五
印
の
水
主
ハ
、
二
挺
の
大
炮
又
黄カ

ラ

銅カ
子

大
炮
一

挺
紐ヒ

モ

を
解
、
炊
は
火
薬
炮
丸
を
持
は
こ
び
、
上
官
一
人
付
添
、
ま
た
七
印
と
五
印
ハ
、
二
挺
の
大
炮
に
か
ゝ
る
事
前

の
ご
と
く
、
又
九
印
の
組
は
大
炮
を
す
べ
り
ニ
載ノ

セ

、
左
右
の
船
端
を
外
へ
開
き
、
遠
口
に
て
ゴ
ン
ヅ
パ
イ
ケ
と
い
へ

二
か
月
に
一
度
、
交
代

で
下
船
遊
興
を
許
可

漂
民
は
下
船
勝
手
次
第

不
意
の
太
鼓
で
調
練
開

始
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ハ
、
三
印
七
印
五
挺
の
大
炮
を
引
込
、
火
薬
を
込
、
又
一
印
九
印
も
火
薬
込
、
遠
口
に
て
ゴ
ン
ヅ
ポ
ー
ル
と
い
へ
バ
、

又
押
出
し
、
遠
口
に
て
パ
ヤ
と
い
へ
ハ
、
図
の
ご
と
く
後
の
紐
を
引
け
バ
、
火
を
用
ひ
ず
し
て
火
焔
硝
ニ
移
り
、
七

挺
の
大
炮
一
時
ニ
発
す
。
又
取
楫
の
方
ハ
遠
口
役
イ
印
へ
上
り
、
帆
柱
指
揮
役
檣
へ
二
人
づ
ゝ
付
添
、
上
の
役
人
遠

口
に
て
［
取
楫
ラ
ベ 

手
縄
ヒ
ー
テ 

延ノ
バ

す
ロ
ヲ
ア　

面
楫
シ
タ
ベ 

手
縄
ヒ
ー
テ 

縮
る
ホ
ー
ル
］
と
い
へ
バ
、
二
印

の
組
ハ
、
表
の
下
帆
の
取
楫
の
手
縄
を
延
し
、
面
楫
の
手
縄
を
縮チ

ヾ

む
。
四
印
の
組
ハ
、
表
の
帆
の
上
三
ツ
の
取
楫
の

手
縄
を
延
し
、
面
楫
の
手
縄
を
縮
む
。
六
印
の
組
は
、
中
の
下
帆
を
縮
む
る
事
、
前
の
ご
と
し
。
又
八
印
の
組
ハ
、

中
帆
の
上
三
ツ
を
縮
め
延
す
事
、
前
の
如
し
。
又
十
印
ハ
、
艫
の
帆
四
ツ
と
も
縮
め
延
す
事
、
前
の
如
し
。

　

か
く
の
ご
と
く
、
下
知
ニ
よ
り
て
帆
を
遣
ひ
、
千
変
万
化
の
働ハ

タ
ラき
な
す
也
。
又
敵
、
取
楫
の
方
へ
廻
れ
バ
、
面
楫

の
大
炮
役
取
楫
へ
廻
り
、
又
取
楫
の
役
面
楫
へ
廻
り
、
大
炮
を
放
ち
帆
を
つ
か
ふ
事
、
前
の
ご
と
し
。
又
左
右
ニ
敵

を
受
る
時
は
、
左
組
の
大
炮
役
左
右
ニ
分
り
、
一
度
ニ
放
つ
な
り
。
さ
れ
と
右
役
左
役
と
彼
国
も
四
時
が
は
り
成
は
、

今
迄
左
組
ハ
大
炮
役
と
成
、
又
左
組
ハ
帆
の
役
と
交
る
也
。

　

又
敵
近
く
進
め
ハ
大
炮
は
乱
発
、
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
、
水
主
入
交
り
ニ
て
小
筒
を
放
つ
。
猶
々
進近

か

く
船
端
に
進
ミ
ぬ
れ

バ
、
小
筒
に
剣
を
付
、
前
に
あ
ら
は
セ
る
ご
と
き
槍ヤ

リ

等
に
て
突
払
ふ
仕
形
を
な
し
、
ま
た
図
の
ご
と
き
吸
水
管
に
て

蒸
気
車
の
熱
湯
を
舡
舷
へ
寄
付
し
、
敵
へ
あ
び
セ
か
け
る
仕
方
を
な
し
、
又
帆
柱
に
か
ゝ
り
し
水
主
ハ
、
火
矢
、
ボ

ン
ベ
ン
等
ニ
て
帆
或
ハ
船
中
に
火
の
付
た
る
を
、
吸
水
管
又
木ツ

ル
ヘ罌
等
に
て
、
火
を
消
仕
形
を
成
す
。
如
是
備
へ
正
し

か
ら
さ
る
や
う
成
れ
ど
も
、
皆
大
将
の
下
知
に
よ
り
て
な
す
事
と
ミ
ゆ
。
大
炮
、
小
筒
、
剣
付
短
槍
、
其
外
吸
水
管
、

木
罌
等
あ
れ
共
、
大タ

チ
腰
刀
、
長
刀
、
熊
手
、
火
玉
す
く
ひ
、
甲
冑
、
馬
具
外
武
器
見
あ
た
ら
ず
。
此
調
練
定
日
有
事

に
ハ
あ
ら
て
、
不
意
に
大
将
の
下
知
に
よ
り
て
、
月
に
四
、
五
度
も
な
す
調
練
成
故
、
船
中
の
も
の
日
々
此
事
を
心

不
意
の
命
令
で
の
調
練

は
月
に
四
、
五
度
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得
居
る
也
。

　

さ
て
、
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
と
水
主
と
は
同
容
の
も
の
に
て
、
ソ
ウ
ジ
ヨ
ウ
役
を
嫌
ふ
も
の
は
水
主
に
も
な
り
、
又
水
主

の
働

ハ
タ
ラ
キを
嫌キ
ラ

ふ
も
の
ハ
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
と
成
。
此
両
役
の
も
の
ど
も
ハ
皆
雇
人
に
し
て
、
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
の
給
金
は
、
左
の

筒
袖
に
山
形
の
印
三
ツ
有
も
の
ハ
、
唐
国
に
て
一
貫
六
百
文
ニ
当
る
グ
ハ
ン
ダ
ア
ラ
と
い
ふ
銀
銭
一
月
ニ
十
二
文

づ
ゝ
也
。
又
山
形
二
ツ
有
も
の
ハ
一
月
に
同
銭
十
文
、
又
山
形
一
ツ
有
も
の
ハ
同
銭
八
文
、
又
印
な
き
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ

も
同
銭
八
文
也
。

　

水
主
ハ
、
右
の
筒
袖
に
鷹タ

カ

に
碇
の
印
あ
る
も
の
ハ
一
月
に
銀
銭
十
八
文
、
又
左
の
筒
袖
に
鷹
に
碇
の
印
あ
る
も
の

は
一
月
銀
銭
十
五
文
、
印
な
き
水
主
ハ
一
月
銀
銭
十
二
文
な
り
。

　

さ
て
水
主
よ
り
も
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
の
給
少
き
故
は
、
衣
類
、
衵シ

タ
ギ服
は
自
分
拵
へ
な
れ
共
、
上
着
ハ
上
よ
り
揃
へ
に
拵

給
金
の
こ
と

ソ
ル
ジ
ャ
ー
と
水
主

車台大炮 船中炮台

薬入 玉どめ
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も
ろ
ふ
故
、
少
き
な
り
。
山
形
三
ツ
印
あ
る
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ
ハ
、
人
々
の
勤
日
を
記
し
、
又
調
練
の
世
話
な
と
す
る
役

な
る
故
、
給
金
多
き
な

な
り
、か。
其
次
の
二
ツ
印
有
も
の
は
時
替
の
世
話
な
す
故
、
十
文
也
。
其
余
ハ
番
の
ミ
な
る
故
、
給

金
安
き
な
り
。

　

又
水
主
の
右
ニ
印
あ
る
も
の
は
、
枝
船
の
船
主
と
な
り
、
又
船
中
に
て
ハ
組
々
の
支
配
を
な
す
故
に
給
銀
高
く
、

其
次
左
に
印
あ
る
も
の
は
大
筒
を
預
り
、
又
遠
目
鏡
役
兼
勤
す
る
故
、
十
五
文
な
り
。

　

蒸
気
の
火
焼
役
ハ
銀
銭
一
月
に
三
十
文
、
炊

カ
シ
キ

役
ハ
一
月
銀
銭
十
二
文
、
船
主
、
副
船
主
は
一
月
銀
銭
百
二
十
文
許

聞
け
り
。

　

上
官
三
十
余
人
ハ
、
一
月
銀
銭
三
十
文
よ
り
百
文
迄
の
容
子
ニ
聞
及
べ
り
。

　

又
給
銀
ハ
月
々
晦
日
に
渡
す
也
。
朔
日
に
ハ
、
シ
ナ
ヨ
シ
役
帳
面
を
以
て
、
一
印
二
印
組
々
の
持
場
を
ま
は
り
、

人
々
に
衣
類
、
沓
、
洗
粉
等
、
其
外
入
用
の
品
々
を
尋
ね
記
し
て
売
渡
す
也
。
其
代
銀
、
給
銀
の
内
に
て
引
也
。

　

又
船
中
に
て
ハ
、
兄
弟
分
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
、
一
人
づ
ゝ
平
日
拵
へ
居
る
也
。
此
を
チ
ヨ
メ
と
云
。
病
気
抔

の
節
ハ
、
此
チ
ヨ
メ
看
病
を
成
す
也
。

　

薬
は
皆
水
薬
ニ
て
、
煎
薬
、
丸
薬
等
な
く
、
死
る
時
ハ
寝
棺
ニ
納
め
其
組
の
も
の
三
十
人
許
付
添
、
枝
船
ニ
て
陸

へ
送
る
。
此
時
舟
中
の
も
の
共
は
、
舡フ

ナ

舷バ
タ

ま
て
見
送
り
け
れ
ど
、
日
本
の
ご
と
く
合
掌
な
と
す
る
も
の
な
く
、
た
ゞ

眺ナ
ガ
メ

居
る
の
ミ
也
。
又
坊
主
と
も
思
し
き
も
の
あ
れ
共
、
経
文
を
読
、
野
辺
へ
送
り
抔
す
る
事
見
あ
た
ら
ず
。

　

又
此
船
に
て
、
頭
の
病
に
て
死
し
た
る
も
の
あ
り
し
か
、
医
者
此
死
人
の
頭
を
解
て
腑
分
（
頭
注
に
よ
る
）
し
た
る
、

さ
れ
ど
四
方
に
幕
張
た
る
故
、
漂
民
等
ハ
見
す
。

　

又
葬
式
の
時
ハ
、
船
印
を
さ
く
る
な
り
。
此
は
鉄
艦
の
条
に
記
せ
し
こ
と
し
。

蒸
気
の
火
焼
役
、
炊
な

ど給
銀
は
月
末
払
い

船
中
で
は
相
棒
を
つ
く

る薬
は
水
薬

死
者
は
寝
棺
に
納
め
陸

へ
送
る

葬
儀
の
と
き
は
軍
艦
旗

を
下
げ
る
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又
英
吉
利
須
の
シ
ヤ
ア
ラ
マ
ン
デ
ー
と
い
ふ
船
の
カ
マ
ド
、
三
年
の
年
限
す
ミ
て
本
国
へ
帰
り
、
其
交カ
ハ
リの
カ
マ
ド

参
り
か
け
洋
中
に
て
死
し
た
る
由
聞
て
、
船
印
を
さ
け
、
上
二
本
の
帆
桁
を
卸
し
、
下
二
桁
ハ
筋
違
に
な
し
て
、
船

中
一
統
謹ツ

ヽ
シミ
居
た
り
き
。
其
時
、
吾
乗
り
た
る
サ
シ
コ
ハ
ナ
も
船
印
を
半
分
許
三
日
の
間
さ
け
た
り
。
此
ハ
伊イ

祇キ

利リ

須ス

へ
の
遠
慮
と
ミ
へ
た
り
。

　

又
船
中
ニ
て
ハ
衣
類
の
洗
濯
、
港
ニ
て
ハ
大
抵
一ヒ

ト

間ヒ
ハ

日ザ
メ

位
ニ
定
ま
り
あ
り
て
、
其
日
ハ
船
中
の
も
の
一
統
垢
落
を

入
れ
洗
ひ
濯ソ

ヽ

ぎ
て
、
帆
柱
に
縄
を
引
張
り
て
干
也
。
さ
れ
と
日
本
の
ご
と
く
粘ノ

リ

抔
付
ざ
る
也
。

　

又
船
中
に
て
、
年
少
き
も
の
抔
の
書
を
手
習
ふ
を
見
た
る
に
、
敷
瓦
の
如
き
黒
き
石
ニ
、
細
き
石
筆
を
以
て
横
文

字
を
か
け
バ
、
字
許
白
く
な
る
、
此
を
手
に
て
拭
ヘ
ハ
本
の
ご
と
く
黒
く
な
る
故
、
日
本
の
草
紙
の
ご
と
く
幾
度
も

其
上
に
習
ふ
也
。

　

又
書
を
読
習
ふ
を
見
る
ニ
、
始
は
一
字
づ
ゝ
読
覚
へ
、
夫
よ
り
二
字
、
三
字
、
四
字
、
五
字
と
陸ダ

ン

続〳
〵

に
読
な
ら
ふ

な
り
。

　

又
白
紙
ニ
字
を
書
ハ
鳥
の
羽
の
茎ク

キ

を
は
す
に
切
り
、
竹
木
を
軸
と
な
し
、
又
金
に
て
作
り
た
る
筆
も
あ
り
。

　

又
此
船
ニ
て
も
サ
ン
デ
イ
の
祭
あ
り
。
皆
衣
服
を
改
め
、
朝
太
鼓
を
鳴ナ

ラ

ら
セ
ハ
、
皆
船
の
艫
へ
集
り
、
坊
主
経
本

を
見
て
法
談
容
の
事
を
い
ふ
也
。
さ
れ
ど
言
語
分
ら
さ
れ
ば
、
其
意
を
知
ら
ず
。
又
雨
天
の
節
ハ
、
常
に
帆
柱
に
細

引
を
引
張
、
巻
付
あ
る
帆
木
綿
を
左
右
へ
引
張
り
、
是
を
雨
よ
け
と
な
す
也
。
炎
天
の
節
も
此
木
綿
ニ
て
日
よ
け
を

成
す
也
。

　

又
船
中
に
て
は
碁
、
将
棋
容
の
も
の
な
く
、
双
六
に
似
た
る
も
の
を
常
ニ
翫

モ
テ
ア
ソぶ
也
。
又
博バ
ク

奕エ
キ

ハ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ

コ
ー
の
陸
ニ
て
ハ
専
ら
な
セ
ど
、
船
中
に
て
ハ
制
禁
の
由
に
て
一
切
な
さ
ず
。

年
少
の
者
、
船
中
で
手

習
い
を
す
る

石
筆
と
石
盤

文
字
の
学
び
方

鳥
の
羽
で
作
っ
た
ペ
ン

と
紙

日
曜
礼
拝
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ま
た
此
船
に
も
牢ロ
ウ

あ
れ
ど
、
入
た
る
も
の
見
当
ら
ず
。
喧
嘩
口
論
ニ
て
杻
テ
ガ
セ

桎ア
シ
カ
セの
も
の
ハ
度
々
見
受
た
り
。
前
に

い
ふ
ご
と
く
喧
嘩
ハ
切
物
、
鉄
炮
、
棒
抔
に
て
ぶ
ち
合
ふ
と
い
ふ
事
な
く
、
た
ゞ
握

ニ
ギ
リ

拳コ
ブ
シに
て
突
合
ふ
の
ミ
也
。

　

又
四
斗
樽
の
ご
と
き
樽
二
ツ
合
セ
、
是
に
鉄
の
輪
を
は
め
、
其
間
に
一
尺
余
り
の
長
き
棒
の
先
に
赤
き
も
の
を
結

付
、
是
を
船
の
艫ト

モ

に
ぶ
ら
さ
け
有
、
其
傍
に
斧
あ
り
。
此
器
は
大
洋
に
て
海
底
へ
も
の
を
落
し
、
或
ハ
人
抔
落
た
る

時
、
手
早
く
斧
に
て
綱
を
切
れ
ハ
、
其
処
へ
落
て
印
と
な
す
た
め
な
り
。
夜
中
は
其
棒
の
先
に
自
然
ニ
火
燃
の
工
夫

に
な
し
た
る
も
の
也
。
人
は
此
印
を
見
て
樽
に
泅ヲ

ヨ

ぎ
付
為
な
る
由
聞
け
り
。

　

又
異
人
は
何
ほ
ど
極
暑
と
い
へ
共
、
肌
を
あ
ら
は
す
事
な
し
。
漂
民
暑
ニ
堪タ

ヘ

か
ね
肌
を
脱ヌ
キ

居
た
れ
ハ
、
異
人
等
他

人
の
脱
た
る
も
嫌
ふ
と
見
へ
て
、
雑テ

手ジ

技ナ

し
て
肌ハ
ダ

を
入
さ
セ
た
り
。

　

又
何
程
日
長
く
て
も
昼ヒ

ル

寝子

と
い
ふ
事
ハ
制
禁
に
て
な
さ
ゞ
る
也
。

　

枝
船
ハ
、
艫ト

モ

の
左
右
に
や
り
だ
し
あ
り
て
、
車
に
て
上
げ
卸ヲ
ロ

し
を
な
す
也
。

　

暑
き
夜
ハ
上
官
よ
り
赦
し
に
て
、
皆
海
水
に
入
り
て
身
体
を
洗
ふ
。
さ
れ
ど
水
練
を
知
り
た
る
も
の
ハ
少
き
や
う

子
に
て
、
海
へ
入
る
事
を
恐
れ
、
船
中
に
て
水
を
汲
、
身
を
洗
ふ
も
の
多
し
。

参
考

　

此
迄
の
諸
説
ハ
、
斯
書
を
も
の
せ
し
第
一
の
主
要
成
バ
、
博ハ

ク

識シ
キ

多
才
の
大
人
等
、
船
の
厚
薄
、
製
造
、
船
中

の
容
子
、
武
備
、
兵
器
、
武
役
、
人
情
、
強
弱
等
を
よ
く
〳
〵
熟
読
し
て
、
国
家
の
為
に
船
攻
の
術
を
考
へ
賜

ふ
階
梯
に
な
し
賜
ふ
へ
し
。
広
信
も
愚
考
あ
れ
ど
、
一
小
冊
子
に
記
し
が
た
け
れ
ハ
、
此
事
に
よ
り
て
前
に
異イ

戦セ
ン

或ワ
ク

問ブ
ン

と
題
し
て
一
書
を
記
す
。
さ
れ
と
其
一
、
二
を
試
ミ
に
言
は
ん
に
、
第
一
、
船
の
製
造
を
知
り
て
、
船

の
厚
薄
を
考
へ
大
炮
に
て
打
破
る
べ
し
。
さ
れ
ど
船
中
ニ
ハ
木ダ

イ
ク匠
あ
り
て
、
一
貫
目
二
貫
目
と
炮
丸
の
大
さ
の

喧
嘩
口
論

ア
メ
リ
カ
人
は
肌
を
出

す
の
を
嫌
う

昼
寝
は
禁
止

参
考

本
書
を
熟
読
し
国
家
の

た
め
に
役
立
て
る
べ
し
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木
を
常
に
作
り
あ
り
て
、
大
炮
ニ
て
打
抜
れ
た
る
時
ハ
、
手
早
く
其
木
ニ
て
穴
を
塞フ
サ

ぐ
也
。
又
打
抜
ハ
水
際
よ

り
五
、
六
寸
下
を
打
べ
し
。
さ
れ
ど
水
中
に
て
ハ
玉
の
勢
弱
く
な
る
も
の
成
ハ
、
是
又
考
へ
あ
る
べ
し
。
さ
て

車
の
前
後
船
足
は
水
溜
の
箱
あ
り
。
箱
の
形
は
角
な
れ
ど
、
船
縁
の
方
は
船
の
か
ふ
ば
い
に
随
ひ
て
造
り
あ
る

也
。
此
水
箱
船
底
に
詰
置
あ
れ
ば
、
其
あ
た
り
を
打
抜
け
バ
、
木
匠
も
業
を
な
す
事
が
た
き
も
の
也
。

　

又
船
縁
の
厚
さ
一
尺
五
、
六
寸
或
ハ
二
尺
な
ど
ゝ
製
造
を
知
ら
ざ
る
も
の
と
（
訂
正
の
ル
ビ
に
よ
る
）
い
へ
ど
、
マ

ツ
ラ
と
マ
ツ
ラ
の
間
ハ
内
外
よ
り
厚
さ
五
寸
許
の
板
二
枚
の
ミ
成
バ
、
貫
目
以
上
の
筒
に
て
、
水
際
を
目
当
に

一
貫
目
以
上
の
筒
に
て
打
ば
、
安
々
と
抜
通
る
べ
く
思
は
る
。
是
ハ
実
聞
記
の
某
の
書
ニ
も
、
三
百
目
ニ
て
椵モ

ミ

（
樅
か
）
の
一
尺
二
寸
角
の
木
を
立
、
五
丁
手
前
よ
り
打
試
ミ
た
る
に
、
い
と
安
く
打
貫
た
り
と
あ
れ
ハ
也
。

　

又　

皇
国
の
火
薬
ハ
別
て
強
き
由
は
、
異
人
も
云
へ
り
。
其
ハ
亥
之
助
漂
流
記
ニ
も
、
英
吉
利
須
人
の
噺
に
、

去
る
子
年
日
本
浦
賀
と
云
処
へ
行
し
ニ
、
大
筒
に
て
船
の
右
よ
り
左
の
方
へ
打
抜
れ
た
り
、
其
玉
薬
の
強
き
事

は
実
ニ
恐
る
べ
し
、
万
世
界
ニ
て
火
薬
の
強
き
ハ
、
第
一
伊
吉
利
須
に
日
本
な
り
と
い
へ
り
と
な
ん
あ
り
。

　

又
清
太
郎
、
上
海
に
て
乙
吉
に
聞
た
る
は
、
先
年
帰
朝
な
さ
ん
も
の
と
て
、
英
吉
利
須
の
商
船
を
頼
ミ
浦
賀

へ
行
し
ニ
、
思
ひ
か
け
な
く
大
炮
ニ
て
打
れ
た
り
。
初
発
の
玉
ハ
岩
吉
の
腰
を
す
れ
行
き
た
り
。
二
発
目
は
船

を
貫
き
た
り
。
其
時
日
本
の
火
薬
の
強
き
事
ハ
世
界
第
一
な
り
と
異
人
も
恐
れ
た
り
と
云
り
。

　

此
ハ
両
説
共
モ
ル
リ
ツ
ソ
ン
の
船
を
い
ふ
也
。
か
く
強
き
火
薬
成
故
、
貫
目
以
上
成
ハ
安
々
抜
け
通
る
へ
し
。

さ
れ
ど
日
本
人
炮
術
未
熟
成
事
ハ
、
諸
書
ニ
異
人
云
り
。
此
ハ
古
来
の
法
を
学
ふ
故
成
ハ
、
今
よ
り
ハ
古
法
を

廃
し
て
西
洋
の
新
法
を
学
ふ
へ
し
。

　

又
船
縁ヘ

リ

に
よ
り
て
攻
入
ら
ん
と
す
る
時
ハ
、
熱
湯
に
て
防
く
故
、
此
難
ヲ
凌シ
ノ

く
大
陣
笠
容
の
も
の
成
と
も
工

『
異
船
実
聞
記
』

皇
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
火

薬
は
強
力

モ
リ
ソ
ン
号
打
払
い
の

こ
と
（
音
吉
の
話
）

砲
術
は
古
法
を
廃
し
て

西
洋
の
新
法
を
学
ぶ
べ

し船
端
よ
り
攻
め
入
る
に

は
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夫
あ
り
て
攻
入
へ
し
。
又
異
船
ハ
船
を
自
由
に
つ
か
ひ
、
左
右
の
火
門
よ
り
順
発
に
な
す
と
い
へ
ど
も
、
此
は

虚
説
に
し
て
、
大
船
は
自
由
に
な
ら
ぬ
よ
し
、
清
太
郎
も
い
へ
り
。

　

故
ニ
手
詰
の
戦
ひ
と
成
り
て
は
、
幅
六
尺
許
な
る
長
船
を
造
り
、
兵
士
二
十
人
許
ニ
て
敵
船
へ
乗
込
ミ
、　

皇
国
固
有
の
疾
勇
を
あ
ら
は
し
、
当
る
を
幸
に
す
る
ど
き
刀
剣
に
て
船
中
の
異
人
を
残
ら
す
切
伏
、　

皇
国
の

武
勇
を
万
世
界
ニ
輝

カ
ヽ
ヤ
カし
な
ば
、　

皇
国
を
さ
の
ミ
思
は
さ
り
し
異
人
も
、
今
よ
り
は
恐
れ
て
、
再
ひ
吾
海
岸
へ

は
ミ
だ
り
ニ
来
ま
じ
く
思
ふ
。
船
中
左
右
の
火
炮
は
五
、
六
中ま

ま

間
内
ハ
其
業
な
き
も
の
な
り
。
さ
れ
ど
此
サ
シ

コ
ハ
ナ
ニ
て
艫ト

モ

の
一
挺
、
表
の
二
挺
は
近
き
を
打
仕
掛
あ
れ
ど
、
幅
狭
き
長
船
は
進
む
ニ
早
く
し
て
大
炮
は
当

り
が
た
く
、
又
敵
船
の
腹
ニ
つ
き
て
利
あ
り
。

　

さ
て
か
く
船
縁
ニ
添
ひ
て
敵
船
ニ
乗
込
ま
ん
ニ
ハ
、
火
輪
船
成
ハ
半
月
の
大
陣
笠
ニ
て
熱
湯
を
防
き
、
海
国

兵
談
ニ
有
鉄テ

ツ

履ク
ツ

を
は
き
、
又
長
柄
の
鳶ト
ビ

觜グ
チ

或
ハ
打
鉤カ
ギ

等
ニ
て
一
度
に
攻
入
な
バ
、
剣
付
筒
等
は
恐
る
ゝ
に
足
ら

さ
る
も
の
也
。
此
ハ
、
片
倉
小
十
郎
、
魯
西
亜
船
に
乗ノ

リ

込コ
ミ

手
柄
を
あ
ら
ハ
し
た
る
例
も
あ
れ
バ
な
り
。　

皇
国

の
武
士
ハ
固モ

有ト

よ
り
迅ジ
ン

速ソ
ク

成
を
好
む
人
情
成
ば
、
緩
成
戦
ひ
を
な
さ
ず
し
て
、
軍
令
に
背
き
敵
船
に
一
ば
ん
乗

を
好
む
も
の
多オ

ホ

在カ
ラ

ん
故
に
、
将
た
る
も
の
ハ
兵
士
の
心
を
計
り
て
、
後
れ
を
取
ら
さ
る
や
う
、
勝
こ
と
を
知
り

て
疾ト

ク

戦
を
な
し
賜
ふ
へ
し
。

　

広
信
一
、
二
の
攻
法
を
試
ニ
い
ふ
こ
と
成
ば
、
博ハ

ク

学ガ
ク

多
才
の
大
人
等
、
本
章
を
見
て
工
夫
な
し
玉
ふ
へ
し
。

兵
法
の
極
意
は
、
彼
を
知
り
己
を
知
る
の
一
勺句

か

ニ
止
ま
る
も
の
成
バ
、
前
の
本
文
を
熟
シ
ユ
ク

読ド
ク

し
て
彼
を
知
り
、
ま

た
吾
当
時
の
武
備
、
人
情
を
よ
く
〳
〵
考
へ
賜
ふ
べ
し
。

　

近
年
四
方
の
国
々
よ
り
交コ

ウ

易エ
キ

和
親
ニ
事
よ
セ
、
度
々
来
り
て
吾
海
岸
を
側測
か

量
し
、
又
武
備
、
人
情
を
探サ
グ

る
ハ
、

皇
国
の
武
勇
を
世
界
に

知
ら
し
め
ば
み
だ
り
に

近
づ
く
こ
と
は
な
か
ろ

う『
海
国
兵
談
』

交
易
和
親
を
求
め
る
異

国
の
内
心
を
知
る
べ
し
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吾
国
を
蚕ザ
ン

食シ
ヨ
クせ
ん
の
内
心
な
ら
ん
。
さ
れ
ど
彼
よ
り
兵
端
を
開
け
ハ
無
名
の
戦
ひ
成
故
、
吾
よ
り
聞開
か

か
ん
事
を

待
も
の
な
ら
ん
。
然
る
を
吾
国
よ
り
は
穏ヲ

ン

便ビ
ン

に
取
扱
ひ
賜
ひ
け
れ
ど
、
飯
の
上
の
蠅
と
や
ら
ん
、
譬
へ
の
ご
と

く
度
々
来
り
て
不イ

ヤ

礼ナ
キ

事
抔
い
ゝ
つ
る
ハ
、
兵
端
を
待
内
心
な
ら
ん
。
故
ニ
吾
よ
り
兵
端
を
開
き
賜
は
ず
と
も
、

終
に
ハ
彼
よ
り
開
く
べ
し
。

　

異
船
打
払
ハ
近
き
に
ニ
あ
る
へ
し
と
し
か
思
ひ
つ
れ
ば
、
士
た
る
も
の
昼
夜
海
防
策
ニ
心
を
く
だ
き
、
国
家

の
為
に
今
よ
り
身
命
を
な
げ
す
て
、
ゆ
め
〳
〵
武
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
広
信
、
今
の
世
の
人
情
を
見
て
朝
暮
此

事
を
な
げ
く
也
。
猶
攻
法
の
愚
按
は
本
書
ニ
ゆ
づ
り
て
、
こ
ゝ
に
略
ずま

ま

。

　

其
翌
日
、
船
中
ニ
て
午
食
を
な
し
居
た
り
け
れ
バ
、
力
松
と
い
ふ
者
来
り
て
い
ふ
。
其
方
等
ハ
日
本
人
成
る
や
、

吾
も
日
本
人
也
と
云
け
る
故
、
能
々
見
れ
ハ
年
ハ
三
十
二
、
三
歳
許
な
る
が
、
伊
吉
利
須
風
ニ
て
髪
ハ
蓬ザ

ン

髪ギ
リ

な
る
故
、

漂
客
ど
も
皆
い
ぶ
か
し
く
思
ひ
、
日
本
ハ
何
国
の
人
成
り
や
と
尋
け
れ
バ
、
九
州
也
と
ハ
言
。
其
の
九
州
は
何
れ
成

り
や
と
又
尋
け
れ
バ
、
島
原
の
口ク

チ

の
津
に
て
、
十
八
、
九
年
已
前
小
船
に
三
、
四
人
乗
り
、
崎ナ
ガ

嶴サ
キ

の
海
路
に
て
、
俄

に
風カ

ゼ

烈
し
く
成
て
南
の
方
へ
吹
流
さ
れ
、
呂
宋
の
近
嶋
へ
流
れ
よ
り
、
四
方
岩
窟ク
ツ

ニ
て
水
溜
り
た
る
中
へ
あ
ら
波
の

為
に
船
飛
込
、
誠
ニ
不
思
議
ニ
て
、
岩
ニ
あ
た
れ
ハ
漂
民
等
の
命
ハ
本
よ
り
船
も
微ミ

塵ヂ
ン

に
な
る
べ
か
り
し
ニ
、
神
の

御
蔭カ

ゲ

に
や
あ
ら
ん
、
岩
ニ
も
あ
た
ら
ず
其
儘
飛
込
け
れ
バ
、
船
ハ
出
し
が
た
く
て
、
人
の
ミ
漸ヤ
ウ
〳
〵

岩
間
よ
り
這ハ
ヒ

出
、

近
辺
に
人
家
に
て
も
あ
ら
ん
や
と
尋
け
れ
ハ
、
漸

ヤ
ウ
ヤ
ク

人
家
見
当
り
け
れ
ど
、
言
語
解ワ
カ

ら
す
、
日
本
へ
帰
り
度
仕
形
抔

な
し
け
れ
バ
、
船
を
造
り
居
け
る
を
指ヲ

シ
ヘ点
、
彼
船
ニ
て
送
り
遣
す
仕
形
を
な
し
た
り
。

　

其
後
彼
船
ニ
て
マ
子
ラ
へ
送
ら
れ
、
又
其
処
よ
り
此
香
港
へ
送
ら
れ
て
、
今
ハ
此
処
に
住
居
を
成
し
て
、
主
人
持

に
成
居
る
と
語
り
ぬ
。

異
国
は
兵
端
を
開
き
た

が
っ
て
い
る

昼
夜
海
防
策
に
心
を
砕

く
べ
し

ざ
ん
切
り
頭
の
漂
民
力

松
に
会
う

漂
民
力
松
の
顛
末
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又
吾
々
も
国
所
、
或
ハ
漂
流
な
し
た
る
始
終
抔
話
し
た
り
。

　

さ
て
此
力
松
は
、
異
国
の
言
語
も
よ
く
覚
へ
居
る
由
見
ゆ
れ
ば
、
此
船
ニ
て
、
い
よ
〳
〵
送
り
呉
れ
る
や
く
れ
ざ

る
や
の
実
否
を
、
異
人
に
よ
く
〳
〵
問
ひ
も
ら
は
ん
も
の
と
て
、
其
由
頼
ミ
け
れ
バ
、
力
松
、
船
主
ニ
問
ひ
て
吾
々

ニ
云
け
る
ハ
、
此
軍
艦
ハ
五
、
六
年
前
よ
り
日
本
浦
賀
へ
ゆ
く
望
ミ
あ
り
て
、
此
頃
新
ニ
造
り
た
る
軍
艦
成
バ
、
少

の
間
待
べ
し
。
弥
日
本
浦
賀
へ
送
り
遣
す
成
ハ
心
安
く
思
ひ
待
居
べ
し
と
て
、
か
く
船
主
語
り
と
云
り
。

　

又
力
松
は
咄
す
べ
き
事
多
く
あ
れ
ど
、
吾
ハ
主
持
成
ハ
長
く
ハ
此
処
ニ
居
が
た
し
。
あ
れ
ニ
英
吉
利
須
の
印
の
建

あ
る
は
、
吾
親
方
の
居
処
也
。
彼
処
に
尋
ね
来
れ
と
云
す
て
、
其
日
ハ
帰
り
た
り
。
其
翌
日
、
皆
々
伊
吉
利
須
の
印

を
建
た
る
家
を
指
し
て
模サ

ガ
シ索
行
ば
、
力
松
も
内
に
居
て
日
本
の
事
を
互
ニ
咄
し
、
又
帰
朝
を
呉
々
頼
ミ
な
と
し
た
り
。

　

さ
て
此
土
地
は
味
噌
醤
油
も
あ
り
て
、
吾
国
同
容
の
料
理
ニ
て
、
酒
肴
を
出
し
大
ニ
饗

キ
ヤ
ウ

応ヲ
ウ

し
た
り
。
夫
よ
り
帰
ら

ん
と
な
し
け
れ
バ
、
吾
内
ハ
あ
れ
也
と
て
、
其
近
辺
ニ
て
二
十
畳
敷
位
ニ
て
二
階
造
り
の
家
也
。
女
房
ハ
亜
米
里
加

人
に
て
、
力
松
ハ
日
毎
ニ
親
方
の
家
へ
往
き
、
妻
ハ
伊
吉
利
須
人
の
衣
類
裁シ

タ
テ縫
、
或
ハ
洗
濯
抔
を
家
業
と
な
す
。
又

下
職
と
思
し
き
も
の
を
二
、
三
人
召メ

シ

仕
ひ
、
此
内
に
て
も
酒
肴
抔
出
し
穎モ
テ

待ナ
シ

た
り
。

　

又
其
隣
ニ
荘
蔵
と
い
ふ
者
あ
り
。
是
も
力
松
と
同
船
に
て
漂
流
し
た
る
も
の
ニ
て
、
生
国
ハ
肥
後
成
と
て
、
吾
々

を
力
松
つ
れ
行
た
り
。
さ
れ
ど
庄
蔵
ハ
亜
米
里
加
の
金カ

ナ

坑ヤ
マ

へ
働
き
に
往
た
り
と
て
、
庄
蔵
ハ
居
ら
す
。
妻
ハ
唐
人
に

て
、
職
ハ
力
松
家
と
同
や
う
ニ
て
、
此
も
下
職
四
、
五
人
召
つ
か
ひ
、
又
夫
よ
り
力
松
通ア

ン

謁ナ
イ

に
て
宮
寺
抔
を
見
物
な

し
、
又
久
吉
と
云
も
の
ゝ
家
へ
力
松
と
行
た
れ
と
、
こ
れ
も
上
海
へ
働
き
ニ
往
た
る
跡
に
て
、
久
吉
に
ハ
逢
さ
れ
共
、

妻
ニ
逢
ひ
た
り
。
此
妻
も
唐
人
ニ
て
、
家
業
の
や
う
子
ハ
見
あ
た
ら
ず
。

参
考

力
松
は
英
語
が
で
き
る

力
松
の
家
を
訪
ね
る

力
松
の
妻
は
ア
メ
リ
カ

人力
松
と
同
流
の
庄
蔵
の

こ
と

参
考
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力
松
は
今
乙
卯
の
年
を
距サ

る
事
二
十
一
年
前
、
天
保
六
年
十
一
月
ニ
肥
後
の
寿
三
郎
、
庄
蔵
と
い
ふ
も
の
と

三
人
、
同
船
ニ
て
漂
流
し
た
る
も
の
に
て
、
其
後
天
保
十
二
丑
年
、
唐
船
ニ
属
し
て
、
寿
三
郎
、
書
翰
を
親
兄

弟
に
贈
れ
り
。

　

其
文
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
後
国
玉
名
郡

　

御
役
人
衆
中
様　
　
　
　
　
　

坂
本
手
長
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
三
郎

　

オ
ソ
レ
ナ
カ
ラ
、
ヒ
ト
フ
デ
子
ガ
イ
ア
ケ
タ
テ
マ
ツ
リ
ソ
ロ
。
シ
カ
レ
ハ
私
ト
モ
天
保
六
年
十
一
月
ヲ
ホ
カ

ゼ
ニ
テ
ナ
ガ
レ
、
異
国
人
ヨ
リ
タ
ス
ケ
ラ
レ
、
マ
タ
外
国
ヨ
リ
先
年
日
本
ヘ
カ
ヘ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
オ
ン
ウ
ケ
ト

リ
下
サ
レ
ズ
。
ヨ
ツ
テ
ゼ
ヒ
ナ
ク
マ
タ
外
国
ヘ
カ
ヘ
リ
ソ
ロ
。
シ
カ
ル
ニ
私
、
チ
チ
ハ
ヽ
、
ケ
ウ
ダ
イ
ニ
、
ハ

ナ
ハ
ダ
ア
ヒ
タ
ケ
レ
ト
モ
、
ア
ハ
レ
ヌ
（
頭
注
に
よ
る
）
ニ
ヨ
ツ
テ
、
私
ノ
コ
ノ
テ
ガ
ミ
ヲ
、
オ
リ
ヨ
ク
バ
、
イ
ナ

カ
ニ
オ
ン
オ
ク
リ
ク
ダ
サ
レ
子
ガ
ヒ
タ
テ
マ
ツ
リ
ソ
ロ
。

唐
道
光
二
十
一
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
後
国
玉
名
郡
坂
下
手
長
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
三
郎

肥
後
国
庄
蔵
船
の
漂
流

民
寿
三
郎
の
書
簡

（
寿
三
郎
は
手
紙
末
尾

に
「
カ
タ
カ
ナ
ノ
テ
ガ

ミ
」
と
記
し
て
い
る
が
、

漢
字
が
か
な
り
用
い
ら

れ
て
い
る
。
模
写
の
過

程
で
漢
字
が
入
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
）

道
光
二
十
一
（
天
保
十

二
）
年
、1841

年
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長
崎

御
役
人
衆
中
様

　
　
　

御
家
来
衆

　

大
兄
桂
助
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
三
郎

　

親
父
林
助
様

　
　

唐
道
光
二
十
一
年
九
月
書

　

吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信

　
　

順
風
海
上
安
全
相
送

　

イ
ヅ
ク
ノ
御
人
様
テ
モ
、
是
ヲ
御
受
ト
リ
下
サ
レ
サ
ル
御
人
様
ハ
、
恐
ナ
カ
ラ
、
私
ド
モ
ヘ
ゴ
フ
ビ
ン
ヲ
ク

ハ
ヘ
ラ
レ
テ
、
国
元
ヘ
御
送
リ
下
サ
レ
。
ド
ナ
タ
サ
マ
ニ
テ
モ
、
ヨ
ロ
シ
ク
奉
願
上
ソ
ロ
。
以
上
。

　

カ
ウ
ビ
ン
ニ
マ
カ
セ
、
一
ピ
ツ
ケ
イ
ジ
ヤ
ウ
ツ
カ
マ
ツ
リ
ソ
ロ
。
シ
カ
レ
バ
ド
ナ
タ
サ
マ
モ
、
ブ
ジ
ニ
ヲ
ン

ク
ラ
シ
ナ
サ
レ
、
コ
ノ
五
、
六
年
ノ
ア
ヒ
ダ
ハ
、
ナ
ニ
カ
ハ
ナ
ハ
ダ
ゴ
ナ
ン
ダ
イ
ニ
ア
イ
ナ
リ
ソ
ロ
ト
、
ゾ
ン

ジ
タ
テ
マ
ツ
リ
ソ
ロ
。
ナ
ガ
レ
シ
コ
ト
ハ
、
私
自
分
ノ
シ
ワ
ザ
テ
ハ
ナ
ク
ト
ハ
申
ナ
ガ
ラ
、
御
役
人
衆
中
並
ニ
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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題
（
茂
住
）

ヲ
ヤ
兄
弟
一
家
親
類
マ
デ
モ
、
ナ
ン
ダ
イ
ニ
ナ
リ
ケ
ル
ト
ゾ
ン
ジ
、
悪
人
ト
モ
筆
ニ
ハ
シ
ル
サ
レ
ズ
、
是
ヲ
オ

ン
ユ
ル
シ
下
サ
レ
ソ
ロ
。

　

但
、
吾
国
ヘ
カ
ヘ
リ
タ
イ
コ
ト
、
海
山
ニ
モ
タ
ト
ヘ
ラ
レ
ズ
ソ
ヲ
ラ
ヘ
ド
モ
、
カ
ヘ
リ
テ
ハ
又　

天
下
サ
マ

並
ニ
吾
国
ノ
ト
ノ
サ
マ
ニ
、
ゴ
ナ
ン
ダ
イ
ニ
ナ
ル
コ
ト
殊
ニ
恐
レ
テ
帰
リ
タ
ク
ハ
ナ
ク
、
私
ノ
今
マ
デ
ノ
艱
難

苦
労
ハ
、
先
世
界
ニ
タ
ト
ヘ
ル
言
葉
ナ
ク
、
然
レ
ト
モ
其
訳
ア
ラ
マ
シ
三
十
五
日
ナ
ガ
サ
レ
テ
、
ソ
ノ
ウ
ヘ
十

三
日
ノ
マ
ズ
ク
ハ
ズ
、
ソ
ウ
シ
テ
異
国
ニ
ツ
イ
テ
地
ニ
上
リ
ケ
レ
ハ
、
黒
ン
坊
ハ
ル
カ
向
フ
ヨ
リ
参
ル
ニ
、
自

然
ト
近
ヨ
リ
、
其
形
チ
ヲ
見
ル
ニ
、
ハ
ダ
カ
デ
弓
矢
刀
ヲ
以
参
リ
、
私
ト
モ
是
ヲ
見
テ
、
此
コ
ソ
鬼
ニ
違
ヒ
ナ

シ
、
イ
ヨ
イ
ヨ
喰
レ
ン
ニ
相
違
ナ
シ
ト
オ
モ
ヒ
、
カ
ノ
黒
ン
坊
ハ
私
ド
モ
ニ
手
招
キ
イ
タ
シ
テ
、
着
モ
ノ
ヲ
渡

サ
ヌ
ト
弓
デ
イ
殺
ス
ト
、
鎗
ノ
穂
先
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
矢
ノ
根
ヲ
ヒ
ツ
ク
ハ
シ
テ
、
弓
ヲ
引
テ
オ
ト
ロ
カ
シ
テ
、
皆

着
類
道
具
マ
デ
モ
ギ
ト
リ
ソ
ロ
。
其
時
ハ
折
角
地
ニ
上
リ
テ
一
命
落
ル
ト
ハ
残
念
ニ
思
ヒ
候
。

　

ソ
ノ
黒
ン
坊
ノ
処
ニ
三
十
日
カ
ク
マ
ハ
レ
候
。
其
間
ハ
毎
日
々
々
カ
ラ
イ
モ
ノ
ワ
ラ
半
分
給
サ
セ
ラ
レ
テ
、

一
度
切
ニ
テ
漸
イ
キ
ノ
通
フ
計
ニ
テ
、
是
ヨ
リ
送
ラ
レ
ル
道
ノ
コ
ト
、
海
上
ヲ
渡
ル
ニ
ハ
海
難
ニ
逢
、
其
時
も

漸
命
助
カ
リ
、
又
人
ノ
通
ハ
ヌ
大
山
或
ハ
谷
々ま

ま

川
ヲ
ワ
タ
リ
、
山
中
ニ
タ
ン
ト
蛭
ノ
多
キ
処
ナ
リ
。
此
山
道
ヲ

参
ル
ニ
ハ
谷
ノ
水
ノ
有
処
、
日
ノ
八
ツ
時
分
ヨ
リ
柴
薪
ヲ
集
メ
寝
処
ヲ
作
リ
、
野
宿
ヲ
イ
タ
シ
、
私
ト
モ
ヲ
送

ル
役
人
ハ
弓
鉄
炮
ヲ
持
テ
、
甚
タ
用
心
キ
ビ
シ
ク
シ
テ
参
リ
ソ
ロ
。
此
難
渋
ノ
道
ヲ
四
日
カ
間
歩
ミ
、
蛭
ニ
喰

レ
ナ
ガ
ラ
ヱ

（
ア
か
）ユ
ミ
ソ
ロ
。
此
間
ハ
人
一
人
モ
居
ル
処
ナ
シ
。
異
国
ノ
名
ハ
、
マ
サ
ラ
ト
イ
フ
ナ
リ
。

　

此
国
ノ
城
下
ニ
参
リ
、
此
国
ヨ
リ
唐
澳
門
ト
イ
フ
処
ニ
送
ラ
レ
、
此
処
ヨ
リ
尾
張
人
三
人
友
ニ
成
。
此
人
ノ

名
岩
吉
、
乙
吉
、
久
吉
。

漂
流
の
経
緯

三
十
五
日
漂
流

マ
カ
オ
で
岩
吉
、
乙
吉

（
音
吉
）、
久
吉
と
知
り

合
う
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此
三
人
ハ
ア
メ
リ
カ
ト
云
国
ノ
船
ヨ
リ
、
江
戸
浦
賀
ノ
ク
チ
マ
デ
マ
ヰ
リ
ソ
ロ
ト
コ
ロ
、
其
処
ヨ
リ
、
イ
シ

ビ
ヤ
テ
ウ
チ
ダ
サ
レ
、
ソ
ノ
石
火
矢
ノ
玉
デ
、
岩
吉
ワ
ヅ
カ
ノ
イ
ノ
チ
ヲ
マ
ウ
ケ
ソ
ロ
。
マ
タ
サ
ツ
マ
ヘ
マ
ワ

リ
、
コ
ン
ド
ハ
私
ト
庄
蔵
ト
、
サ
ツ
マ
ノ
サ
ク
ラ
ジ
マ
ニ
ア
ガ
リ
テ
、
御
役
人
ニ
ツ
ゲ
ソ
ロ
ト
コ
ロ
チ本

ノ
マカヽ
モ
ツ

ニ
イ
カ
リ
ヲ
ロ
サ
セ
ソ
ロ
。
二
日
待
シ
テ
三
日
目
ニ
、
ア
サ
ヨ
リ
マ
タ
、
イ
シ
ビ
ヤ
ニ
テ
ウ
チ
ダ
サ
レ
、
マ
コ

ト
ニ
ソ
ノ
ト
キ
ノ
カ
ナ
シ
サ
ア
ハ
レ
、
カ
ヘ
ス
カ
ヘ
ス
スま

ま

モ
ウ
ミ
ヤ
マ
ニ
モ
、
ナ
ニ
ヽ
タ
ト
ヘ
ル
コ
ト
ナ
キ
。

マ
タ
ゼ
ヒ
ナ
ク
、
カ
ラ
澳
門
ニ
カ
ヘ
リ
、
イ
マ
ヽ
テ
ス
ミ
オ
ル
ナ
リ
。
但
シ
、
私
ト
モ
カ
ヤ
ウ
ニ
カ
ン
ナ
ン
ク

ラ
ウ
イ
タ
シ
テ
、
タ
ス
カ
リ
シ
命
ナ
レ
ハ
、
マ
タ
日
本
ヘ
カ
ヘ
リ
テ
、　

天
下
様
ノ
マ
タ
ゴ
ナ
ン
ダ
イ
ニ
ナ
リ

テ
、
ソ
ノ
ウ
ヘ
成
敗
テ
モ
ア
フ
ヤ
ウ
ナ
ラ
、
マ
タ
マ
タ
カ
ナ
シ
ミ
ノ
上
ノ
ナ
ニ
ト
モ
申
ヤ
ウ
ハ
ナ
シ
。

　

シ
カ
ル
ニ
私
ト
モ
、
食
物
、
着
物
、
ツ
カ
ヒ
ゼ
ニ
ト
ウ
マ
テ
モ
、
不
自
由
イ
タ
サ
ズ
ソ
ロ
。
シ
カ
ル
ニ
私
ト

モ
、
カ
ラ
澳
門
ニ
居
レ
ハ
、
日
本
ヨ
リ
ア
ク
フ
ウ
ニ
テ
フ
キ
ナ
ガ
サ
レ
、
セ
カ
イ
ニ
ハ
ナ
ニ
シ
ナ
ニ
ツ
イ
テ
モ
、

私
ド
モ
ノ
処
ニ
送
リ
テ
マ
ヰ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
、
ソ
ノ
難
渋
ヲ
イ
タ
サ
ヌ
ヤ
ウ
、
ミ
ナ
カ
ラ
ブ
子
ヨ
リ
、
日
本
ノ
ヒ

ト
ナ
ガ
レ
テ
マ
ヰ
リ
テ
、
カ
ン
ナ
ン
ク
ラ
ウ
ヲ
イ
タ
サ
ズ
。
ダ
イ
ニ
、
私
ド
モ
カ
ラ
澳
門
ニ
ス
ミ
ヰ
テ
、
フ

タ
ヽ
ヒ
日
本
ヘ
カ
ヘ
ラ
ン
コ
ト
、
思
ヒ
ア
キ
ラ
メ
ソ
ロ
。
タ
ヾ
シ
異
国
ノ
ヒ
ト
ハ
、
唐
人
ト
ハ
今
敵
ニ
ヨ
ツ
テ
、

異
国
人
、
日
本
人
ヲ
タ
ス
ケ
マ
ヰ
リ
テ
、
唐
人
ニ
日
本
ヘ
送
リ
下
サ
レ
ト
頼
ン
デ
モ
、
ウ
ケ
ト
ラ
ス
。
ヨ
リ
テ

私
ト
モ
、
ア
メ
リ
カ
人
ニ
ヤ
シ
ナ
ハ
レ
ヲ
レ
バ
、
カ
ラ
ク
ニ
ト
イ
コ
ク
ノ
間
ニ
、
ヲ
ル
ゴ
ト
ク
ニ
ヨ
リ
テ
、
ス

イ
ブ
ン
イ
コ
ク
ニ
モ
、
カ
ラ
ニ
モ
タ
ノ
マ
レ
ル
。

　

然
ル
ニ
親
兄
弟
ノ
ナ
ケ
キ
モ
、
私
ハ
ナ
イ
サ
キ
ト
オ
モ
ヒ
、
ア
キ
ラ
メ
テ
下
サ
レ
。
今
ワ
タ
ク
シ
シま

ま

ナ
ニ
一

ツ
不
自
由
イ
タ
サ
ズ
。
タ
ヽ
シ
、
ワ
ガ
ク
ニ
ノ
コ
ト
思
ヒ
カ
ナ
シ
キ
バ
カ
リ
、
私
ノ
御
師
匠
サ
マ
ニ
、
ヨ
ロ
シ

モ
リ
ソ
ン
号
事
件
の
こ

と薩
摩
の
桜
島
に
上
陸

三
日
目
に
打
ち
払
わ
れ

る止
む
な
く
澳
門
に
帰
る

ア
メ
リ
カ
人
に
養
わ
れ

て
い
る
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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題
（
茂
住
）

ク
オ
ン
ツ
タ
ヘ
ク
タ
サ
レ
。
ナ
ラ
ビ
ニ
友
達
衆
中
ヘ
、
左
ノ
ト
ホ
リ
ヲ
ヨ
ロ
シ
ク
オ
ン
ツ
タ
ヘ
ク
ダ
サ
レ
。
タ

ノ
ミ
タ
テ
マ
ツ
リ
ソ
ロ
。

　

ナ
ホ
、
マ
タ
ゴ
ヘ
ン
ジ
ヲ
ク
ダ
サ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
バ
、
チ
ヽ
ハ
ヽ
、
ケ
ウ
ダ
イ
、
ナ
ラ
ビ
ニ
友
達
衆
ヘ
、
ナ
ニ

ホ
ド
ニ
オ
ク
ラ
シ
ナ
サ
レ
ル
カ
、
此
事
バ
カ
リ
オ
シ
ラ
セ
下
サ
レ
。
私
ニ
カ
ヘ
レ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、
オ
カ
キ
ク

ダ
サ
ル
コ
ト
無
用
。
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ニ
コ
ザ
ソ
ロ
。
イ
ジ
ヤ
ウ
。

　

ワ
タ
ク
シ
ナ
ニ
ゾ
テ
ジ
ル
シ
ア
ケ
タ
イ
ケ
レ
ド
モ
、
日
本
ノ
物
ハ
ミ
ナ
ク
ロ
ン
ボ
ウ
ニ
ト
ラ
レ
、
私
ノ
カ
キ

タ
ル
、
コ
ノ
カ
タ
カ
ナ
ノ
テ
ガ
ミ
ガ
、
テ
ジ
ル
シ
ナ
リ
、
と
記
せ
り
。

　

此
文
意
に
よ
り
て
考
へ
見
れ
バ
、「
マ
イ
ラ
」
と
い
ふ
ハ
「
マ
子
ラ
」
に
て
、
坤
輿
図
識
ニ
呂
宋
一
名
非
利

皮
那
、
是
そ
の
近
傍
一
千
二
百
余
の
小
島
を
合
し
た
る
総
名
な
り
と
あ
り
て
、「
マ
子
ラ
」
と
い
ふ
ハ
、
都
府

を
い
ひ
た
る
も
の
な
ら
ん
。
然
る
を
今
総
名
を
「
マ
子
ラ
」
と
い
ひ
し
も
の
な
ら
ん
。
さ
れ
バ
一
千
弐
百
余
島

の
ゆ
へ
、
寿
三
郎
漂
着
し
た
る
を
、「
マ
イ
ラ
」
の
国
と
い
ひ
、
又
黒
ン
坊
は
だ
か
に
て
、
弓
矢
刀
を
持
て
来

り
し
と
い
ふ
ハ
、
坤
輿
図
識
に
土
人
面
色
黄
黒
と
あ
る
を
、
黒
ん
坊
と
思
ひ
し
も
の
な
ら
ん
。

　

又
山
中
の
蛭ヒ

ル

の
夥
し
く
蛭
の
居
る
国
な
り
と
い
へ
ハ
、
こ
れ
又
同
書
ニ
、
此
地
多
半
卑ヒ

湿シ
ツ

と
あ
り
、
故
ニ
多

く
蛭
を
生
す
と
見
へ
た
り
。
さ
れ
バ
力
松
の
漂
着
し
た
る
ハ
、
呂
宋
成
る
こ
と
明
白
な
り
。
又
力
松
、
庄
蔵
、

寿
三
郎
等
三
人
の
ミ
と
あ
れ
ど
、
和
蘭
宝
函
其
他
諸
書
ニ
よ
り
て
考
へ
見
る
に
、
四
人
と
あ
り
。
又
清
太
郎
、

上
海
に
熊
太
郎
と
い
ふ
も
の
ゝ
墓
あ
る
由
聞
け
り
。
さ
れ
ど
何
国
の
人
ニ
て
、
何
船
に
て
漂
す
と
い
ふ
を
知
ら

す
、
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
こ
の
熊
太
郎
ハ
、
力
松
と
同
船
に
て
漂
流
し
た
る
も
の
に
て
、
此
等
に
て
四
人
な
ら

ん
。
又
寿
三
郎
ハ
、
清
太
郎
上
海
に
あ
り
し
壬
子
の
年
、
黄ワ

ン

浦プ
ウ

に
て
病
死
し
た
る
由
聞
け
り
。

こ
の
カ
タ
カ
ナ
の
手
紙

が
手
印
（
証
拠
）

『
坤
輿
図
識
』

マ
ニ
ラ
の
こ
と

『
和
蘭
宝
函
』
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又
浦
賀
、
薩
摩
両
処
に
て
打
払
は
れ
た
る
事
ハ
、
上
海
に
居
る
尾
張
の
乙
吉
漂
流
の
時
、
船
中
に
て
十
四
人

の
内
十
一
人
ま
て
餓ウ

ヱ

死
し
た
る
を
、
船
の
表
に
積
置
、
十
二
箇
月
め
ニ
異
国
に
漂
着
し
、
其
後
此
寿
三
郎
等
七

人
浦
賀
、
薩
摩
両
所
に
て
打
払
ハ
れ
た
る
事
成
ハ
、
後
編
乙
吉
の
条
に
、
松
本
某
の
記
し
た
る
書
、
又
其
時
船

に
乗
居
た
る
英
吉
利
須
人
の
話
を
直
ニ
亥
之
助
聞
た
る
証
、
又
其
船
ハ
有
名
成
る
弘
法
使
者
「
モ
リ
ソ
ン
」
の

乗
て
渡
来
し
た
る
事
故
、「
モ
リ
ソ
ン
」
の
伝
及
び
漂
民
を
送
り
来
り
し
内
意
等
を
、
異
船
事
実
記
聞
或
ハ
慎

機
論
其
他
諸
証
を
あ
つ
め
て
委
し
く
記
す
。
故
ニ
此
条
に
ハ
九
牛
の
一
毛
を
記
の
ミ
。　
［
寿
三
郎
書
翰
已
下
参

考
之
文
一
字
下
ケ
と
ス
ヘ
シ
。］

　

四
月
廿
八
日
頃
、
此
香
港
を
開
帆
な
し
戌
亥
の
方
へ
ゆ
き
、
同
日
七
時
頃
黄ワ

ン

浦プ
ウ

と
い
ふ
港
へ
着
す
。
此
黄
浦
と
い

ふ
ハ
香
港
よ
り
六
十
里
許
の
海
路
な
り
。
さ
て
四
十
里
許
ゆ
け
バ
虎コ

門
と
い
ふ
処
ニ
て
、
両
方
に
台
場
あ
り
。
夫
よ

り
ハ
大
川
に
て
二
十
里
許
川
上
を
黄ワ

ン

浦プ
ウ

と
い
ふ
。
繁
花
の
地
の
や
う
子
成
ど
、
上
陸
せ
ざ
れ
ハ
知
ら
す
。
七
日
許
滞

船
し
て
五
月
五
日
頃
開
帆
な
し
、
同
日
夕
陽
本
の
香バ

ン

港カ
ン

へ
帰
り
ぬ
。

　

同
じ
五
月
廿
三
日
頃
「
サ
シ
コ
ハ
ナ
」
の
大
船
ニ
て
丑
寅
の
方
へ
䑺
り
、
厦カ

門モ
ン

と
い
ふ
処
へ
着
船
す
。
此
所
繁
花

の
由
成
ど
、
此
又
上
陸
せ
ざ
れ
ハ
知
ら
す
。
さ
て
此
所
ニ
五
、
六
日
滞
船
し
て
、
同
月
廿
七
、
八
日
頃
又
香
港
へ
帰

帆
す
。

　

さ
て
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ヽ
コ
ー
」
を
二
月
十
日
頃
開
帆
せ
し
よ
り
、
は
や
百
日
余
ニ
も
成
ぬ
れ
ど
、
帰
朝
の
事
ハ

さ
ら
に
音
も
セ
さ
れ
バ
、
又
も
や
唐
国
の
土
に
な
る
こ
と
に
も
あ
ら
ん
か
と
、
皆
々
案
じ
居
た
り
け
れ
ハ
、
或
日

（
頭
注
に
よ
る
）
英
吉
利
須
本
国
の
蒸
気
船
、
香
港
へ
入
来
た
り
け
れ
ハ
、
其
日
よ
り
異
人
ど
も
一
統
、
軍
艦
七
艘
日
本

へ
行
と
い
ふ
風
聞
を
ぞ
し
た
り
け
る
。

モ
リ
ソ
ン
号
事
件
の
こ

と『
異
船
事
実
記
聞
』

香
港
を
出
港
、
黄
浦
に

着
く

軍
艦
七
艘
日
本
へ
行
く

と
耳
に
す
る
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栄
力
丸
漂
流
記
『
東
西
異
聞　

人
』
複
写
版
の
翻
刻
（
部
分
）
と
解
題
（
茂
住
）

　

さ
て
此
英
吉
利
須
の
蒸
気
船
と
い
ふ
ハ
、
本
国
よ
り
四
艘
交
代
、
支
那
の
港
々
へ
飛
脚
の
ご
と
く
来
り
て
、
諸
国

と
も
此
船
に
た
の
め
バ
、
五
大
洲
の
国
々
へ
諸
事
早
く
通
す
る
為
に
な
し
た
る
蒸
気
船
に
て
、
陸
上
の
飛
脚
の
如
き

も
の
也
。
故
に
此
ハ
亜
米
里
加
の
本
国
よ
り
、
軍
艦
七
艘
日
本
浦
賀
へ
行
と
い
ふ
便
り
有
し
事
な
ら
ん
。
此
大
軍
船

一
艘
の
ミ　

皇
国
へ
行
て
も
、
さ
ぞ
混
雑
成
ら
ん
と
思
ひ
居
た
り
し
に
、
又
々
七
艘
も
軍
船
、
こ
れ
た
ゝ
事
な
ら
ず
、

い
よ
〳
〵
兵
乱
の
始
事
な
ら
ん
。

　

さ
あ
り
て
ハ
中
々
上
陸
な
ど
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
其
上
鉄
炮
に
あ
た
り
死
す
事
も
あ
ら
ん
や
。
か
く
な
り
て
ハ
、
今

ま
で
死
地
を
の
が
れ
た
る
甲カ

斐ヒ

な
く
、
さ
れ
ど
父
母
妻
子
に
一
度
逢
し
上
成
れ
バ
是
非
な
け
れ
ど
、
さ
ハ
な
く
て
今

ま
で
な
が
ら
へ
し
命
を
か
く
成
る
も
悲
し
き
事
成
ハ
、
も
し
こ
の
香
港
へ
上
陸
す
れ
バ
、
又
よ
き
帰
朝
の
術
も
有
な

ん
。

イ
ギ
リ
ス
の
蒸
気
船

広東府黄
ワン

浦
プウ

厦門
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

　

尚
又
香
港
ハ　

皇
国
と
違
ひ
熱
国
成
上
、
六
月
ま
て
三
百
五
十
人
も
乗
組
し
事
成
ハ
、
暑
事
堪
難
く
、
病
人
ハ
日

毎
ニ
多
く
成
け
れ
バ
、
若
船
中
ニ
て
煩
ひ
死
事
も
有
な
ん
と
、
一
統
言
合
セ
、
先
々
吾
々
世
話
成
し
呉
る
「
タ
メ
ス

チ
ヤ
ア
ヱ
」
に
、
上
陸
の
事
相
談
な
す
べ
し
と
て
か
く
言
け
れ
バ
、「
タ
メ
ス
チ
ヤ
ア
ヱ
」
い
ふ
ニ
ハ
、
二
、
三
日

上
陸
を
な
し
居
る
べ
し
。
然
あ
れ
バ
此
船
よ
り
迎
に
行
べ
し
。
其
時
船
中
ハ
暑ア

ツ

く
て
病
人
も
多
け
れ
バ
、
中
々
吾
々

も
生
て
日
本
へ
帰
る
事
ハ
な
り
難
し
と
い
ひ
て
、
船
へ
帰
ら
ぬ
や
う
ニ
す
べ
し
。
さ
す
れ
バ
陸
ニ
家
を
借
呉
る
べ
し

と
云
け
る
故
、
六
月
廿
七
、
八
日
頃
、
皆
々
持
た
る
金
銀
或
ハ
衣
類
を
、
異
人
の
目
立
ぬ
や
う
一
枚
程ホ

ド

つ
ゝ
か
く
し

持
て
、
香
港
へ
ぞ
上
陸
な
し
け
る
。

東
西
異
聞
六
巻
大
尾

東
西
異
聞
の
し
り
書
（
略
）

＊ 

『
東
西
異
聞
』
に
は
鉄
造
艦
ポ
ー
リ
カ
（
天
の
巻
）、
軍
艦
セ
ー
メ
ー
リ
ン
（
人
の
巻
）、
蒸
気
軍
艦
サ
シ
コ
ハ
ナ
（
人
の
巻
）
そ

れ
ぞ
れ
の
「
上
層
」
及
び
「
中
層
」
の
絵
図
が
掲
げ
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
が
、
な
ぜ
か
三
艦

と
も
絵
図
の
「
中
層
」
に
当
た
る
と
こ
ろ
が
「
下
層
」
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
（「
上
層
」
は
絵
図
と
説
明
が
対
応
し
て
い

る
）。
一
か
所
だ
け
で
あ
れ
ば
誤
記
あ
る
い
は
誤
写
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
三
か
所
す
べ
て
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
を
指

摘
す
る
に
止
め
た
い
。

＊ 

本
論
集
第
六
二
輯
（
平
成
二
八
年
三
月
）
に
『
東
西
異
聞　

天
』
の
翻
刻
と
解
題
を
掲
げ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
、
こ
と
が
き
・

序
文
・
題
初
の
部
分
は
、「『
東
西
異
聞
』
の
「
前
文
」
翻
刻
」
と
題
し
て
、『
東
日
本
英
学
史
研
究
』
第
一
四
号
（
平
成
二
七
年

三
月
、
日
本
英
学
史
学
会
東
日
本
支
部
）
に
翻
刻
・
紹
介
し
た
も
の
に
若
干
の
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

香
港
は
暑
く
て
耐
え
難

いト
マ
ス
に
相
談
し
、
香

港
へ
上
陸

東
西
異
聞
六
巻
大
尾




